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　　　　　◇◆◇◆◇






　サロンから戻ってきたローレル連邦の重じゅう鎮ちん、彩さい律りつは貴き賓ひん室へ向かった。学園の臨時講師であり、クズノハ商会の代表でもある、ライドウこと深み澄すみ真まことと対面する時に連れていた護衛は、部屋の外で待機するよう命じている。

　柔らかな黒い絨じゅう毯たんが敷かれた広い室内。各国から学園を訪れた来らい賓ひんがグループに分かれて歓かん談だんしたり、バルコニーからホールでの催しを観覧したりしている。

　彩律が自身の席に戻ると何人ものヒューマンが話をしようと集まってきた。今回、ロッツガルドを訪れているローレル連邦の来賓で最も地位の高い彩律にとって、それは避けられないものであった。

　手慣れた様子で彼らと話しているとき、彩律はバルコニーのほうから視線を感じ、咄とっ嗟さに自身も視線を向ける。

　彩律の目がスッと細まる。その先にいた人物が意外な存在だったからだ。

（──グリトニア帝国第二皇女、リリフロントグリトニア。帝国に現れた勇者をバックアップする人物。勇者の登場以後、権力闘争から身を引いて彼に尽つくしている。ただ、以前の彼女──戦争にも政争にも積極的で、女神様への信仰はお世せ辞じにも篤あついとは言えない。自己に絶対的な自信を持ち、女帝の座を目指していた頃の彼女を知っている身としては……合点のいかない転身ね。身辺の警戒はむしろ勇者が現れる以前より厳しくなっていて、近況を探るのさえ一苦労。病的な警戒具合と言えるわ。かの地の勇者に無理な干渉はしていないし、する予定も現在はないし……向こうから興味を向けられるような関係は特に築いてもいないはず……）

　一通り挨あい拶さつを済ませた彩律は、バルコニー近くにいるリリに歩み寄る。リリはもう彩律に視線を向けておらず、ホールの様子を眺めていた。

（──来たわね、ローレル。巫み女こに智とも樹きの力が効かなかったからしばらく放置するつもりでいたのに、余計な仕事を増やしてくれるわ。まさかクズノハ商会と接触するなんて……）

　リリも彩律の接近に気づいていた。しかし、あえて彼女には意識を向けず、ホールに戻っていた真の様子を観察していたのだった。

（それにしても、巴ともえとかいうあの女からの警告、とても冗談とは思えなかった。智樹もあいつに執しゅう心しんしているし、クズノハ商会を放置するわけにはいかない。今、私の視線の先にいるあの醜みにくい男が代表者らしいけど、巴が言っていた主と同一人物の可能性がある。本当なら私も向こうで智樹達と行動している時期なのに、こんな近場で商売をされたら嫌でも気になるというものよ。大人しくツィーゲにいれば良いのに。その上、秘密主義のローレルとも関わりがあるっていうの？　もう、本当に邪魔な連中。邪魔、邪魔邪魔邪魔邪魔！）

　リリにとってクズノハ商会、そしてその代表である真との接触はこの学園都市を訪れた目的の一つだ。リミア王都近くの星せい湖こで出会った異装の女剣士、巴。彼女は、グリトニア帝国の勇者にしてリリにとって最高の駒である智樹の心に日を追って強く影響を及ぼすようになっていた。彼にしてみれば、初めて邪じゃ険けんにあしらわれ、更にはどんな武具でも使えるはずの彼が扱えない剣を持つ女。

　リリは巴の忠告を重く受け止め、クズノハへの調査は最低限に抑えていかなる妨害もしていない。智樹の巴への懸け想そうを上手く宥なだめ、コントロールして行動に出ないようにしていたのも彼女だ。巴の存在は今のリリにとって悩みの種で、辺境にいるはずの彼女が学園都市にまで出で張ばっているのはどうしても気になった。

「リリ様。ホールの様子をご覧になられてどうです？　目に留とまるような方でもおられました？」

　極めて友好的に、穏やかにリリへ問いかける彩律。

「これはカハラ様」

　そう言ってリリも皇女然とした上品な所作で彩律と向き合う。

「様などと。呼び捨てで構いませぬのに……。前線にて魔族と戦ってくださっている帝国の姫君なのですから」

「私はもう継承権を捨てた身……それもこのような時期に祭りに来るような道楽者に過ぎません」

　互いに笑顔ではあるものの、瞳の奥は全く笑っていない。バルコニーにいた他の賓ひん客きゃく達は異様な気配を察知し、蜘く蛛もの子を散らすようにその場を去っていく。

「勇者殿を支えておられるだけで十分献身なさってますわ。私、いいえ我々ローレルは貴女の──」

「本題に入りましょう、カハラ様。……ローレル連邦の重鎮である貴女がわざわざ階下に降りてお会いになった男性に、私、興味がありますの」

　リリが力強い口調で彩律の世辞を遮さえぎる。顔の下半分を羽う扇せんで隠した彼女の目は、先ほどとは打って変わって穏やかに笑っていた。だが、彩律の発言に不快感を覚えているのは明白である。

　リリの言葉を受けて彩律はホールへ視線を向ける。その瞳は、迷う事なく真を捉えていた。

「あの男性……ああ、あれは私の個人的な用事です。部下からこの街で良く効く薬と変わった果物を扱う店について聞かされまして。非常に特徴のある店主だから一目で分かると冗談交じりに教えてもらったのですが、先ほど見て驚きました。本当に一目で、しかも遠目にもわかるのですから。つい、立場も弁わきまえずお話を聞きに行ってしまいました。彼には悪い事をしたかもしれません」

「ふふふ、確かに。ここからでもすぐわかりますわね。……彼、ライドウ殿」

　リリの視線が真を捉える。その様子に、今度は彩律が興味を示す。

「……リリ様も、あのお方にご用事がおありなのですか？」

「ええ。──あくまで〝噂〟ですけれど、あの御ご仁じんのお店の従業員は殆ほとんどが亜あ人じんだとか、お店とは別に学園で臨時講師もなさっているとか。色々と話題に尽きない方のようです。非常に興味をそそられましたので、私も是非お話が出来たらと思っていますの」

「……彼は臨時講師もしているのですか。それに亜人とも親しく……」

　リリの返答に、彩律は困惑した様子を見せる。

　亜人との関係や、臨時講師の肩書きに初耳といった表情を浮かべた彩律を見て、リリは考える。

（──あまりライドウに詳しくない？　さっきまでの発言はハッタリだったのかしら？　クズノハ商会はツィーゲとロッツガルド以外に今のところ根を張った形跡はない。この女の立場を考えると、ローレルに商会が入り込んでいれば私が言った程度の話は把握しているはず。となると、ローレルとクズノハ商会の接点はさほど濃くない？）

「それはそうと、さきほどカハラ様が仰おっしゃっていたお薬……噂の通り良く効くのなら、お土産みやげにでもしようかしら」

　ローレルとクズノハ商会はまだ深く結びついていない、そう考えたリリは話題を変えた。

「あら、それは良いお考え。よろしければ私に、リリ様の分もご用意させて頂けませんか？」

「そんな、そこまでして頂くのは──」

「リリ様のように公務はありませんから。それに、行列に皇女様が並ばれるお姿なんて見たくありませんわ」

　彩律がリリの言葉を遮る。彼女の行動の意図をリリは分析した。

（──私がライドウと接触するのは嫌、か。ここは譲歩しましょう。彼女にはまだ聞きたい事もある）

「……わかりました。ご厚意に甘えさせて頂きます」

「任せて下さい、数日の内に必ずお届けしますので」

「お待ちしていますわ。……お話は変わるのですけど、もう一つ甘えさせてくださる？　どうしてもカハラ様にお聞きしたい事がありまして。実は今、帝国で幾つかの新しい技術の開発が進んでおります。ここだけのお話なんですが、これが勇者様のご提案によるもので私としては是非実現したいのです。ただ、お恥ずかしい話なのですが、だいぶ難航しております。そこで識者としても名高い彩律様のお知恵をと……」

「……勇者様がご提案になった技術、ですか。それは私としても興味深いですわ。ただ、技術開発のお話となりますと機密に関わる事も多く……立場上、他国の方にお答え出来ない話も多いですが、それでもよろしければ」

（何を聞く気？　ローレルに相当数の諜報員を入り込ませている癖くせに）

「勿もち論ろんですわ。貴国では独自性の強い技術を発展させていらっしゃいますものね。実は我が国でも貴国のように、最近火薬への関心が高まっております。つきましては、是非ローレルでの火薬の取り扱いや利用法についてお聞かせ願えないかと」

「火薬、でございますか。貴国があのような物に関心を持たれているとは初耳です。そういうお話でしたら私の知る限りでお教えしますわ」

（火薬。意外ね。危険な利用法もあるにはあるけれど、あれは魔術には遠く及ばないのよね。無駄に危険ばかり付き纏まとう印象だけど、どうして……。当たり障さわりのない事だけ教えておくとしましょうか。もうこの方の耳には入っているような、ね。国内の担当者に警戒を深めるよう言いつけておく必要があるかもしれないわ）

「はい。よしなに」

（グリトニアの火薬への関心、知れば当然警戒するわよね。警戒は時に情報の位置を露見させる。ウチの諜報員を舐めない事ね。智樹の眼にヤラレて死力を尽くすウチの娘こ達を……）

　互いに既き知ちの情報である火薬の利用法や価値についての講こう釈しゃくを聞きながら、リリと彩律のにこやかな化ばかしあいは続いた。
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「レンブラント、ここにおったか！」

　礼服に身を包んだ大柄な男が、体格相応の太い声を上げてレンブラント夫妻に近づいてきた。遠慮は全く窺えない。

「これはこれは将軍ではありませんか。お見えになると知っていればこちらからご挨拶に伺いましたものを……。はて、ロッツガルドに来られるのはリュジニ家の方だと記憶しておりましたが？」

「うむ、俺は来る予定などなかったんだが、ステラ砦とりでの作戦に従じゅう軍ぐんする事になってな。砦への通り道で丁度ここが学園祭の時期だったから行軍の息抜きも含めて少し寄り道だ。で、お前を見かけたのだ。……今日はあの執事はおらんのか？」

「はい、妻のリサを連れて来てしまいましたので、彼に店を任せております」

　そう言って自身の横に立つリサを指し示すレンブラント。紹介された彼女は、笑みを湛たたえたまま頭を下げた。

　リサの挨拶に片手を挙げて応え、将軍が口を開く。

「頼れる執事がいないとなると、護衛はなしか。ツィーゲの首ド領ンがそんな事ではいかんな」

「いえいえ、代わりに役立つ者を連れております。……以前ご報告したクズノハ商会の新米商人、彼に供ともをさせているのですよ」

　将軍が自身に接触してきた意図を確認するために、それとなく真の名を告げる。

「ふっ。まさにその件でお前に小言を、と思っていたのだが……。その口振りだと上手く飼い慣らしておるみたいだな。何でも我がアイオンの領地であるツィーゲで商会の旗揚げをしておきながら、本店を学園都市の店舗だという事にして『アイオンとは無関係だ』と、そんな舐なめた態度を取る生意気な奴だと聞いていたからな」

　レンブラントがクズノハ商会の手た綱づなを握っているか否か。それを抜き打ちで確認しにきたのだろうと考えたレンブラントの推察は正しかったようだ。

　自身と真の力関係を誤認させるため、あえて真を手下につけているかのように伝える。その思おも惑わくの成功は、将軍からの返答でわかった。

「所しょ詮せんは若造でございますよ。未熟故、世間に対して自己を大きく見せたがるのです。クズノハ商会はツィーゲで今も我が商会の店舗に間ま借がりしており、私の監視下にございますのでご安心下さい。……そうだ！　将軍はお酒がお好きでしたな。あちらに美う味まい酒を出す女がおりました。さ、少しだけ私にお付き合い下さいませ。ささ」

「お、おっと。レンブラント、そう急せかすな。済まぬなリサ夫人。少々ご主人を借りるぞ」

「ええ。……この次は是非、私と一曲お付き合い下さいませね。お待ちしておりますわ」

　夫に腕を引かれて人混みの中に消えていく将軍を、笑みを浮かべたまま見送るリサ。

　二人の姿が完全に視界から消えたあと、彼女の口から小さく息が漏もれた。周囲には悟られない、小さなため息。

（──上手く飼い慣らす、ですか。どちらがそうされているのかもわからぬ馬鹿なお方。その舐め回すような嫌らしい視線が娘に向かぬよう、遠ざけられた事にさえ微み塵じんも気づかないのでしょうね）

　リサは何一つ夫と言葉を交わさずとも、彼の行動の意図を理解していた。将軍はアイオンの実力者でありながらその実態は世せ襲しゅうで手に入れた権力にあぐらをかく愚おろか者。その上、そこら中で女に目を付けては妻にしている。

（……息子が求婚したシフを見て、自分も求婚して妻にしようとするんだもの。あれには呆あきれたわ。父と息子で女を取り合うなんて、何て気持ちの悪い）

　室内に流れる楽曲に合わせて踊る人々を眺めながら、リサは過去の記憶を思い返す。




　──思えば忌いまわしき呪じゅ病びょうに侵おかされる前、シフとユーノには結構な数の縁えん談だんが持ちかけられたわね。ツィーゲを仕切る大商人の娘だし、親の私が言うのも何だけれど、二人とも可愛いもの。学園に入学してからその数は更に増えた。……先ほど現れたあの不快な男、アイオンの実力者である将軍の息子からの求婚もその一つだった。あの記憶は、今すぐにでも消し去りたいけど──。




「あれ、ママだけ？　パパは？」

　リサの回想は、レンブラント達と入れ替わるかたちでやって来た娘の呼びかけによって遮られた。

「……ユーノ。人前では話し方に気をつけなさい。お母様、お父様でしょ。直らないようなら、家でも徹底させますよ？」

「う！　気をつけます、お母様」

「よろしい」

「お母様、今の方、確かアイオンの──」

「そうよ、シフ。貴女に親子で求婚した方よ。ステラ砦への行軍途中に立ち寄られたそうなの。お父様が遠ざけてくれたから今は大丈夫だけど、見つからないよう気をつけなさいね」

「……はい。ところで、ライドウ先生は？」

「一度ローレルの……多分、国の偉い方だと思うけど、その方に連れて行かれていたわ。……あら」

　言葉を区切り、ホールの壁際へ視線を向けるリサ。目当ての人物を視界に認め、続ける。

「もうお戻りになられているわ。でも、あまりこういう場所はお得意ではないみたい。二人とも、せっかく気合を入れて着飾ったのに残念ね」

　そう言ってリサはクスリと笑う。母の視線の先にいる人物を確認し、その発言の意味を理解したシフとユーノも笑顔を見せた。

　シフは肩から足元までを包む、真しん紅くの気品溢れるドレス。

　妹のユーノは肩を露出したパステルカラーの柔らかい青が印象的な、色香漂うカクテルドレス。

「うーん、確かに」

　ユーノが苦笑交じりに答える。普段活発な彼女も、こうしてドレスを纏うとその雰囲気が一変する。姉のシフも鮮やかなドレスで十分な変身を遂げているものの、やはり普段とのギャップが大きい分、姉妹を見る人の視線も妹の方に多く注がれていた。

「ふふふ。まあ、貴女達の姿は見ておられるでしょうから、後で感想をお聞きしなさい。……それよりもシフ、それにユーノも」

「何ですか？」

「何？」

　リサは先ほどまでとは打って変わって厳しい表情になり、続けた。

「貴女達、学園で結構派手に遊んでいたみたいね？　レンブラントの評判、あまり良くないわよ？」

「!?　し、調べたのですか？」

「勿論。成績だけでは生活の様子まではわかりませんからね。復学してからは大人しくしているみたいだけど、前は相当だったとか」

「ううっ」

「……むー」

　二人が背を丸めて小さくなる。

「……ライドウ様にご報告しようかしら？」

『やめて！』

　シフとユーノの声が重なる。悲ひ壮そうな表情まで一緒だ。

















「その悪評、卒業までに覆くつがえしなさい。よろしいこと？　悪評を覆す。これは相当大変ですよ、人は評価するよりも貶おとしめる方が好きなのですから。これから死ぬ気で頑張りなさい。わかったら早く戻る！」

『は、はい!!』

　母の言葉に背を押されたように、シフとユーノはホールの中心へ戻っていく。

　二人には同じ想いがある。一つは真に過去の振る舞いを知られたくないという事。そしてもう一つは、それを知った真が性しょう根ねを叩き直そうと凄い事をするかもしれないという恐怖。

　二人の脳裏に、彼に見捨てられるだとか軽けい蔑べつされるといった考えは浮かばなかった。何かされるかもと恐れるのは彼への奇妙な信頼の裏返しでもある。厳しい講義で感覚が麻ま痺ひしてしまっているのも無関係ではないが。

　リサは再び壁際へ視線を送る。華やかなこの場が居心地悪そうに、ホールの隅で小さくなっている真の姿があった。

　何か考えているようで、何も考えてないような。掴みどころのない恩人の姿を見て、夫人は思わず口元を綻ほころばせた。
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「今日はありがとう。おかげで娘の晴れ姿を堪たん能のうできたよ」

　笑顔で真に礼を述べるレンブラント。

　帰り道。まだ宵よいの口。祭りの夜は始まったばかりの時間と言える。

　真は、少し早目に帰路についたレンブラント夫妻を護衛していた。

［こちらこそ沢山の方と知り合えました。ありがとうございます］

「娘達はどうでした？　ライドウ様の目を楽しませる事が出来ましたかしら？」

　夫人が娘についての評価を真に尋ねた。

［とてもお綺麗でした。普段私が講義で接している彼女達とは全く違って……楽しむというよりも驚いてしまいましたね］

「ははは！　驚く程の美しさとは、ライドウ殿は実にわかっている！」

　親バカを自認するだけあって、言葉を自身に都合の良いように受け取り、悦えつに入いるレンブラント。

「あなた……。あの子達も真剣にドレスを選んでおりましたから。母親としても安心しましたわ」

　夫の言葉に呆れつつ、娘達の努力を真に伝えるリサ。

［勿体ないお言葉です、夫人］

「……ライドウ殿。君には会わせなかったが、実はあの場にアイオン王国の将軍がいてな」

　謙けん遜そんしている真にレンブラントが語りかける。その表情からは笑みが消えていた。

［アイオンの将軍様が］

「ああ、ステラ砦への行軍途中に立ち寄ったらしい。君の事を聞いてきたので、上手く飼い慣らしていると伝えておいたよ。ツィーゲでも商売をしている以上、このままずっとアイオンが黙っているはずがないからね。しかし……君はかなり人気者らしい。ローレル連邦も興味を持っているみたいじゃないか」

［ホールでのやり取り、見ておいででしたか。どうやら商会で扱っている薬の評判を聞いたらしく、ローレルにも商会を出店しないかと持ちかけられました。今はこことツィーゲの二つで手一杯ですとお断りしましたが］

　真の話を聞き、レンブラントは深く頷き口を開く。

「もう新しい店舗の話が出るだけでも大したものだよ。だが、こういうときは足元にも気をつけなさい、意外な場所に落とし穴があったりするからね」

［お気遣い、ありがとうございます］

　二人の会話にリサが割って入る。

「あなた、ライドウ様には巴様や澪みお様、それに識しき様というお方もついておられますから」

「おっと。つい、いらぬ事を言った。口うるさくしてすまない」

［いえ。お気持ち、本当に嬉しいです］

「……これも良い機会だ。ただ君への感謝の気持ちからだけではなく、言わせてもらうよ。私は今後、たとえ君が誰を敵に回しても、君の側につく。恩人としても商人としてもね。それが私の結論だ。だから、困った事があれば遠慮なく言ってくれて良い。力になろう」

　レンブラントが言葉を告げ終えた直後、真がレンブラント夫妻の前に出て、立ち止まった。

　突然の行動に驚く夫妻。しかし、すぐにその意図に気づき、歩みを止める。

　異変の元凶は、真が見つめる視線の先にあった。

　学生服を纏った数人の生徒。彼らが発している敵意は、明確に真へ向けられていた。

「おい、ライドウ」

　生徒の一人が真へ呼びかける。

［私の名は確かにライドウだが、学生から呼び捨てにされる覚えはない。何か用か？］

「当然だ。俺を忘れたとは言わせないぞ。お前に殺されかけた俺を」

　真が首を傾かしげる。全く見覚えのない学生だったからだ。

　殺されかけた、と言うのなら講義の参加者かと彼は考えた。だが、これまでに教えた学生を思い返しても、今、自身の前に立ちふさがっている男の記憶はない。

［済まない。私は君を知らないのだが］

「っ!?　ふざけるな！」

［ふざけてなどいない。本当に全く覚えがないのだ。が、何かしたというなら謝ろう。申し訳なかった。見ての通り、今は客人と一緒だ。文句は明日にでも改めて聞こう。それでは］

「お前はっ！　本当に俺を覚えていないってのかよ！」

　学生はなおも食い下がる。

［講義に来た生徒か？　君はいなかったと思うんだが］

「講義になんぞ行く訳ねえだろうが!!　……くく、なあライドウ。お前の講義、今七人しか残ってないんだろ？　それに誰も受講願いを出してこねえはずだ。まあ、俺が圧力をかけてるから当たり前だけどなあ！」

　学生の言動に、真は困惑した。

　目の前の学生の発言に、まるで覚えがなかったからだ。

　真は今が初対面ではないかと思ってさえいる。

　講義への圧力にも心当たりがない。大量に来ている受講願いを受理していないだけ。

　今いる七人の生徒がある程度力をつけ、彼らが先輩として指導の補佐が出来るようになれば生徒を追加しても良いとは考えているものの、真自身に当面新しく学生を増やす気がないのだ。不人気なのではなく、有意義な講義を行う適切な人数を勘かん案あんしたうえでの七人なのである。

　真は少年の意味不明な主張に戸惑いつつも、レンブラント夫妻へ被害が及ばないように彼らを説得する事にした。

［話は明日聞いてやると言っている。一つ教えておくが、今私の後ろにおられる方は学園が招いた賓客だ。学生が手を上げたとなればどんな問題になるか。わかるな？］

　真が学生達に釘を刺す。それが効いたのか、彼の合図で脇を通り抜ける夫妻に手を出す様子はなかった。

　レンブラント夫妻に続くようにして、真も脇を抜けていく。

　そんな彼に、学生はなおも罵ば声せいを浴びせる。

「……俺はお前を許さねえ！　俺に手を出した事を絶対後悔させてやるからな！　明日組み合わせが決まる闘技大会で、まずはお前の講義を受けている連中を潰してやる。どんな手を使ってもだ！　そうすれば、お前が無能だと、あっという間に学園中に広まるんだ！」

［そうか、好きにしろ］

　後ろで喚わめく学生に、真は背を向けたままフキダシで応じる。罵声は続いていたが、それ以上真が彼の言葉に反応する事はなかった。

「ら、ライドウ殿。今の学生、娘に危害を加えるとか口にした気がするのだが？」

　学生達から少し離れたところで、レンブラントが口を開く。

［ご安心下さい、万に一つも、危き惧ぐなさっているような事態にはなりませんよ］

「君がそう言うのであれば、心配はいらないのだが……」

［私にお任せ下さい。大切な教え子に害が及ぶ事はさせませんので］

　真は不安に駆られたレンブラントを宥なだめながら、夫妻が泊まる宿への道を急ぐのであった。

　レンブラント夫妻を宿に送り届けた帰路、真は突如現れた学生達について考えを巡らせた。しかし、記憶を辿っても何も浮かばない。

　そこで彼は商会に戻ってすぐに従者である識を呼び出し、この話を聞かせた。

　ロッツガルドに来てからの出来事を思い返し、押し黙る識。

　しばしの静せい寂じゃくの後、識が口を開く。

「若、もしかしたらアレではありませんか？」

「何か思い当たった？　僕は全くダメだったよ」

「こちらに来てすぐだったと思うのですが、ルリアに絡からんでいた学生を制裁した事があったかと」

　識の発言を聞いて、真は膝ひざを叩いた。

「おお！　そう言えば絡まれてたあの子を気まぐれで助けたっけ。でも、そいつらは殺されかけたとか言っていたぞ？　あれはちょっと脅かしただけだった気がするんだけど」

「下は石畳でしたので、あの高さから落ちれば死ぬ可能性はそれなりにあります。何より連中は、誰も浮遊の術が使えませんでした。その恐怖はなかなかのものだったかと」

「……だったね。あれか、あれで殺されかけた、かあ」

　真は肩を落として大きく息を吐き出した。

　少し高いところから落とされたくらいで大おお袈げ裟さな、こちとらこの世界に来たときにもっとヒドイ目に遭あってきたんだぞ、といった感情が湧きあがってきて、思わず出たため息だった。

「一応、その生徒については明日にでも調べておきましょう。ジンと同行する約束がありますから」

「そっか。闘技大会の抽ちゅう籤せんだったっけ。僕も巴と澪、それにルトと一緒に覗くよ。そのとき、ジン達に少し時間を作らせてくれる？　嫌がらせを受けるかもしれないから彼らに忠告しておかないとね」

「忠告、でございますか」

「そ、忠告。その程度の障害はそろそろ自力で解決してくれないと頼りに出来ないからね。事務室から受講生を増やせないか何度か言われているから、ジン達には頑張ってもらないと困るんだよ。必ずしもその指示に従う必要はないんだろうけど、学園のお偉えら方がたと僕との間で板挟みになって弱っていく職員さんが少し不ふ憫びんなんだ。あの七人がそれなりに育てば教育係に使えるし」

　真の言葉に識が静かに頷く。

（さて、それじゃあ巴と澪、余計だけどルトも待っている店に行くか。今日何をしていたのか報告を聞かないとね。今夜はしこたま飲むつもりなんだろうし、まだまだ気合入れていこう！）

　長い一日だ。そんな考えが頭をよぎり、真は苦笑しながら商会を出た。












　　　３






　目立っている。

　和装の巴と澪。それに真っ白なスーツを着た痩そう躯くの美青年、ルト。いや、確かヒューマンの前ではファルスとか名乗ってたな。まあ、役職名であるギルドマスターと呼んでおけば問題ないね。

　ともかく、そんな三人と一緒にいると僕まで異様に目立ってしまう。

　男二人女二人のこの構図を見ても、道行く人々がダブルデートだとは思わないだろうという自信がある。だって、男のルトがぴったりと僕の隣にいるんだから。とてもデートには見えない。ついでにそれが原因で、少し後ろを歩く澪が結構お怒りになっている。

　最近、喚いたり手を出すだけじゃなく、静かに怒る事も覚えたようだ。怒りのバリエーションを豊富にしてほしくない。

　僕ら四人は学園祭で行われる注目イベント、闘技大会の抽籤会場に向かっていた。

　今日開催されるめぼしい催し物はないというのに、人の数が凄い。普段は広い通りだと思っていた道が、歩くだけで精一杯に感じるくらいだ。抽籤会も立派なイベントになっているんだな。

　実際に大会が行われるのは明日から。選手として出場する生徒のお披ひ露ろ目めだけの今日よりも確実に人の数は増える。

　大した集客力だ。屋台を出すのに、この通りが一番倍率も場所代も高い理由が良くわかった。

　この人出を見て、クズノハ商会として屋台をやらなくて良かったと思ってしまう僕は、まだまだ商人としては半人前なんだろうな。

「いいものだね、こんな風に好きな人と並んで歩くのは」

　そう言ってルトが満面の笑みを僕に向ける。

「変態的な言動は慎つつしめ、マスター殿」

　彼の軽口に、巴が怒りのこもった注意を投げかける。

「至って真しん摯しな気持ちでの告白なのに」

「……それにじゃ。少しは周囲の目も気にしてもらいたい。つまり、もう少し若から離れてもらえんかの」

「これは正当な権利。譲る気も辞退する気もないね。今日の午前中は自由だし、僕が誰とどこを見て回っても良いんだから」

　やれやれ。ルトもなんだかんだで毎日のように来賓の一人としてあっちに呼ばれこっちに呼ばれでストレスが溜まっているのかね。

　昨夜、僕が店に到着したときには三人とも見事に出来上がっていた。亜空の住人達との酒宴でも不思議に思ったけど、どうして学園祭に入ってからの酒席では誰も彼も酔っ払うのか。ザルのはずのルトも、ほんのり頬を赤く染めてケラケラ笑っていた。

　宴席では、今日誰が僕の隣に並ぶかの勝負も開催された。

　戦闘力を剥むき出しにした実力行使だと相当問題があるので、勝負と言っても平和的な方法を選んだ。最初は叩いてかぶってジャンケンポンにしようと思ったけど、叩くのは危険だと考え、あっちむいてホイに変えた。我ながら英断である。

　で、勝者がルトだったのだ。彼の言う権利は確かに正当で、敗者の二人は僕達の後ろを仲良く並んで歩いている。

　なのに、どういうわけかすれ違う人々からは、ルトが二人の美女を侍はべらせて選手を見に行く中、僕が無理に彼に同行しているのでは、といった感じの会話が聞こえてくる。濡れ衣だ。

　ルトの表情を見れば、そんな状況じゃないって簡単にわかるだろうに。

　もう少し現実を素直に受け止めろってんだ……。

「──で、ローレルには確かに漢字が伝わってるんだな？　という事は、日本語もある程度伝わっているのか？」

　抽籤会場への道すがら、僕はローレルの彩律と出会った事をルトに話した。どうやら彼はそのあたりの事情にも詳しいらしく、僕の疑問にもすらすら答えてくれた。

「賢けん人じん文も字じって名前でね。漢字とは別に日本語も使われているようだけど、地球のものから結構変化しているかな」

「方言みたいな変化？」

「そんなレベルじゃないね。……良いたとえがあるよ。地球で言う俗ラテン語みたいな感じかな」

「……何それ？」

「あれ、じゃあ口こう語ごラテン語って言えばわかる？　今はもう学者くらいしか使わない言葉って感じなのさ」

「……さっぱり知らない単語なんだけど。お前、一体どんな日本人と接してきたわけ？」

「至って普通だと本人は言ってたけどね」

　う。でも僕は普通の範はん疇ちゅうにいる、はず。たとえに出てきた言語を知らなくても問題ない、よね？

「よくわからないけど、日本語で話していて、それを理解される可能性はあるのか？」

　ルトのたとえは難解だったので、とりあえず僕が今押さえておきたいポイントを確認する。

　僕の問いかけに、ルトは嘆息しながら返す。

「……また考えるのを放ほう棄きしたね。その癖は直した方が良い。疑問はきちんと考えて自分なりにでも答えを見つけておく事が一番だよ。正しいかはともかく、後悔は少ない。懸け念ねんしている日本語については、勇者にでも聞かれない限り、この世界で理解される心配はない。そもそも、ローレルでは特殊な念話で異世界の客人と対話しているから、日本語を正確に理解している者はいないはず。殆どの場合はすぐに精霊を通じて祝福を受けて共通語を使えるようになるから、こちらに来た異世界人が母国語を使う機会はほぼないと言っても過言ではないよ」

「なるほど。この世界で日本語を理解できるのは異世界人だけなんだ……そうなると、特殊な念話ってのが気になるな」

「ちなみにその特殊な念話は、魔族の使っている高性能な念話技術の基礎にもなってるよ。……真君、魔将とも接触したみたいだし、やっぱり気になるんだね」

「あ、ああ」

　……やっぱり色々知っているよな。

「気になると言えば──」

　ルトが更に会話を広げようとしたとき──。

「若様！　これ、さっきつまみましたけど美び味みでした。よろしかったらどうぞ」

　澪だ。さっきから屋台を見つけては、手当たり次第買い食いしている。あれだけ食べたうえで厳選された味なら、興味あるな。せっかくだしもらおう。

「ありがと、澪。お前のオススメはいつも大当たりだから嬉しいよ」

「っ！　はい！」

　嬉しそうに返事をして差し出してくれたのは、逆三角の容器に親指くらいの狐色の物体が山盛りに詰められたものだった。香ばしい油の匂い、揚げ物か。

　その中の、串が刺さった一つを口に運ぶ。

　衣はカリッと揚がっていた。中は肉。味は淡たん泊ぱくで、肉質はササミに近い。旨うまみのある肉汁と独特の食感。ナンコツ回りの肉をブツ切りにして揚げたのかな。衣には香辛料がまぶされているらしく、いいアクセントになっている。そしてふりかけた絶妙な塩の具合。これは美う味まい。

　唐揚げにはレモンをかける派の僕としては、レモン汁みたいな柑かん橘きつ系のアクセントが欲しいと思った。このままでも十分だけど。

「へえ、美味しそうだね。澪ちゃん、僕の分は？」

　ルトが僕の持っている容器を覗きこみながら澪に尋ねる。

「あるわけないでしょう変態。お前に澪ちゃんなどと呼ばれる覚えもありませ──ああっ!?」

　澪の言葉を聞き終える前に、ルトは僕から串を取り上げて揚げ物を口に運んだ。

「あ、ライドウ殿、串を借りますよっと。ふむ、へえ、これは……。この肉はありふれた物だけど、こんな調理法は初めてだな。うん、美味しい」

　串をルトに取られて、容器の中にある揚げ物を一つ奪われてしまった。何という早はや業わざ。しかもちらりとどこかを見て何故か僕をライドウ殿と呼んだ。多分、真と呼んでいるのを聞かれると面倒な人の存在が目に入ったとかだろう。どんな周辺把握能力だよ、変態め。

「……今すぐ死にたいですか、それとも、今すぐ死にたいですか」

　……澪。同じ事言ってるから。

　ワナワナと震える澪を宥めるため、声をかける。

「これだけ良い匂いなんだし、一つくらいは勘弁してやってよ。せっかく澪のおかげで僕に新しい好物が一個出来たんだからさ」

「！　好物！　でしたら今度食卓にも並べます。いえ、並べてみせますわ!!」

「期待してるね。あ、そのときさ──」

　僕は、さっきひとつ食べたときに抱いた要望を口に出そうとすると、澪が笑顔で発言を遮る。

「レモン塩か柚ゆ子ずを使って香りをつけてみます。その方がお好きですよね？」

「……うん」

　何故わかった。もしかして、思考が顔に出てたのかな。だとしたら、ちょっと恥ずかしい。

「……」

　ルトは僕と澪の会話に割って入らず、ボーっとしている。珍しいな。

「マスター殿、何を黙っておる？」

　ルトの隣で同じ揚げ物を黙々と食べていた巴が口を開く。

　澪が僕に揚げ物を差し出してきた関係で、前二人、後ろ二人だった構図が澪、僕、ルト、巴の四人が横並びになるかたちに変わった。

「……ちょっと昔を思い出していただけだよ。恋人にササミのフライが食べたいってねだられたときの事をね。この肉を使って苦心して料理をした覚えがある。日本で食べていたものに凄く近い味だ、って褒められたな。……悔しかった」

「褒められたのであろう？　なら嬉しいのではないか？」

　巴が当然の疑問を呈する。

「同じ味を、目指したんだ。でも、彼の願いを僕は満たせなかったんだ。だから悔しかったのさ。お前だって、侍さむらいみたいだ、とか侍っぽいって言われるんじゃなくて、侍だって言われたいだろう？」

「……なるほど」

　ルトの返答を聞いて、巴がうんうんと頷く。

「あ、若様。あの屋台、覗いてみま──」

　少ししんみりしたムードを無視し、澪が楽しげにそう言って僕の手を引こうとする。

　そんな澪をルトが制する。

「はい、そこまで。勝者は僕なんだよ、澪ちゃん。はい、巴と一緒に一歩進んでね。今日、真君の隣は僕。会場の中でも立場を弁わきまえてね、二人共」

「くっ」

「ちっ」

　巴と澪が二人揃って舌打ちをして僕とルトの前へ歩み出る。何やかや言いながらも約束を守るあたり、律りち儀ぎだな。

　ややあって、僕の眼前に目的の建物が現れた。この三人と一緒だと、時間が過ぎるのが速い。

　確か、抽籤会場には識が先に到着しているはず。早く合流しなくては。

　……昨夜、大胆に宣戦布告してきた学生も、まだちょっかいを出してきていない。

　巴と澪の虫の居所があまり良くない事を考えると、このタイミングで出てきてほしくないなぁなどと密かに祈っている。

　会場内にはルトをギルドマスターと知る人もいるかもしれない。でも彼は今日、公人としてではなくプライベートで来ている。何か言われても、個人的な友人と紹介してもらえば大丈夫だろう。

　可愛い生徒達はどうなっているだろうか。彼らが抽籤の段階から緊張しているという事もないだろうが、レンブラントさんに大おお見み得えを切った手前もある。少し不安だ。気が抜けているようだったら、活かつを入れてやらねば。

　……いろいろと気にかかる事が多い。でもその分、楽しみもある。生徒の前で情けない姿は見せられないから、胸を張っていこう。

　そう決意して、僕は会場へ入った。





　　　　　◇◆◇◆◇






　会場に入った僕らは入り口付近で待っていた識と合流し、ジン達のいる場所に向かった。

　ルトも一緒について来る予定だったんだけど、巴と澪に僕を譲ってやるなどと馬鹿な事を言って、会場に着いた途端どこかへ行ってしまった。大切な用事を忘れていた、とも言っていたな。

　──あからさまな嘘だった。

　あいつは、何か目的を持ってこの場へ来ている。

　うまく核心を突けば教えてくれるかもしれない。でも、何を企んでいるか、狙っているかと曖あい昧まいに尋ねても絶対に教えてくれないだろう。まあ、本人がいない今、あれこれ考えても仕方ないな。

　識の案内で、ジン達のいる控え室に到着した。

　巴が面白そうに僕の生徒を眺めている。

　彼らにとって巴の視線は居心地が悪いかもしれない。初対面の人間から値踏みするようにジロジロを見られるのは、いい気がしないだろうから。

「ほっほー、これが若の生徒ですか。おお、そこの二人は肖しょう像ぞう画がを見た事がある！　レンブラント殿のご息そく女じょじゃな」

　緊張した面持ちの生徒達とは対照的な笑みを浮かべた巴が、シフとユーノに声をかける。

「は、はい！　初めまして、シフレンブラントと申します！」

「妹のユーノレンブラントです！　初めまして！」

　二人が元気よく返事をする。顔を合わせるのは初めてだが、レンブラントさんを通じていろいろと巴の話は聞いているだろう。他の五人と比べても、何か緊張というか興奮してるし。

「良い返事じゃ。流石はレンブラント家の人間。顔を合わせるのは初めてじゃが、儂わしらは──」

「クズノハ商会の巴様と澪様ですね。父からお噂はかねがね聞いております。お会い出来て光栄です」

　巴の言葉を遮りながら、びしっとした口調でシフが二人に挨拶した。興奮気味なテンションを考えてもこういうときは大体ユーノが先に口を開くのに。珍しい。

「強ごう欲よくじゃと言われておらねば良いがな。だが名を知っていてもらえて嬉しいぞ。澪はともかく、儂はあまりツィーゲにおらんのに」

「父はお二人の事を、ライドウ先生とクズノハ商会を公私共に支える二本柱だと申しておりました」

「巴さんと同列なのはともかく、二本柱と称したなら、まあ良しとしましょうか。……そこの男を含めて三本柱にしなかったあたり、よくわかっておいでですわね」

　澪、巴への対抗意識丸出しだな。しかもさらっと識までイジメるなんて。本人を見ながらそんな風に言うなよ。

「私など、お二人に比べればまだまだ未熟でございます。澪殿がツィーゲの店舗を切り盛りして下さり、巴殿が外商をまとめて下さっているから、私はライドウ様のお傍で、いろいろと勉強させて頂けているのです。日々、感謝しております」

　識が澪の視線に応えるように、にこやかに学生の横で頭を下げた。

　澪はツィーゲを拠点にしてはいるが、日々亜あ空くうと行ったり来たりしながら料理をしているだけのはず。その合間に冒険者のサポートをしているみたいだけど、店舗を切り盛りって……。

　巴は日本の四季を求めてあっちにふらふら、こっちにふらふら。大陸各地に放った森もり鬼おにを使って情報収集こそしてくれているけど……外商？　これも初耳だぞ。

　僕に至っては商会の運営や判断など、むしろ識に教えてもらっている事も多い。

　……識、そこまで気を遣わなくても良いんだよ。どこかで発散させないと前のライム失しっ踪そうのときみたいに暴発しかねないな。気をつけよ。

［ジン、アベリア、ダエナ、ミスラ、イズモ。お前達とは完全な初対面になるな。私の腹ふく心しんの部下であるトモエと、ミオだ］

　残りの五人にも二人を紹介しておく。

「巴じゃ。よろしく頼む」

「澪よ」

　みじかっ！　シフとユーノ以外に興味がないの丸わかりじゃん！

　そんなそっけない二人にも、生徒達は礼で応えた。シフとユーノがそうしたから、それに倣ならったのかもしれない。彼らには、多分巴と澪がどの程度の実力か察する事は出来ないと思うし。見た目が威い厳げんはない上に、こいつら能力を隠すの上手いから。

「……あの、先生。腹心と仰いましたけど。識さんは……」

　アベリアだ。識に傾けい倒とうしているからか、ややきつめの口調。

［さっき本人が言った通り、識はまだ勉強中の身だ。商売の面のみで言えば、彼は私が商会で最も信頼している一人ではあるがな。危険の処理、つまり運搬や調達における戦闘能力や自衛能力まで含めた総合的な力では、二人にはまだ及ばないといえよう］

「戦闘、能力？」

　ダエナが疑わしそうに、というか信じたくなさそうに呟く。

「識さんが劣っている？」

　イズモも何を馬鹿なと苦笑して続く。ただし表情はひくついていた。

「……悪夢だ」

　最後にミスラ。何とも端的な感想だ。

　三人は、僕の言葉を受けて恐ろしい想像をしているようだった。

「ときにお主ら。若の教えを受けているのなら、レベルや数値だけが勝敗を決めるものではない事は承知しておろうな？」

　巴が突然レベルについての話を始める。何だいきなり？

『……』

　五人は黙って頷く。レンブラント姉妹は彼らよりもひと呼吸早く頷いていた。

　……あはは、こりゃあレンブラントさん、巴と澪のレベル、多分話しているな。

「まあ、何が言いたいのかと言えばな。これまでお主らが強さの絶対的な指標としてきたであろうレベル。これは精々その者がそれほど積極的に他者を傷つけてきたかの証明に過ぎん。決して強さをそのまま示したりはしておらんのじゃ。たとえばな、レベル１のヒューマンにレベル１０００を超える者二人が軽くあしらわれたりもするんじゃ」

『っ!?』

　七人が一斉に動揺する。幾ら僕の非常識な講義を受けて一般的な感覚から少々外れているといっても、数字を聞くとびっくりするよな。

　生徒達の反応に気を良くしたのか、巴は笑顔で続ける。

「嘘ではないぞ？　……ふふふ、若や識がお前達に目をかけるのもわかる気がするのう。まだまだ鍛たん錬れんが必要ではあるが、皆、いい面構えをしておる。お主らの試合、楽しませてもらおう」

「……はぁ、私には今一つわかりかねます。ようやく卵から頭が出たばかりのひよこではありませんか。この者達の試合なんて、ただの体当たりを眺めているようなものじゃありませんの？」

　澪……。そりゃお前からすればそんなものかも知れないけど、言い方に気をつけてよ。

「やれやれ、教える喜びというものを少しはお前も学ぶと良い。明日からは大人しく屋台の料理でも食べて静かにしておれ、若を不快にさせるでないぞ」

　巴は森鬼虐いじめから教育の喜びを学んだのだろうか。方法はどうであれ、教える楽しさを知ってくれたのは嬉しい。未熟である事を、ただ見下すようにはならなくなるだろうから。

「私が若様を不快にさせるわけがないでしょう！」

　澪も、料理を誰かに教えたりするようになれば少しはわかってくれるかもしれない。今はまだ、自分が教えを乞こい、実力アップに夢中だからな。

［二人とも、こんな場所で喧けん嘩かをするな。少しは識を見習え。ところで識、例の件についてだけど］

　バトルが始まりそうな気配を察し、巴と澪に釘を刺しておく。

　今日、ここに来た主な理由はジン達への忠告。昨日、僕の前に現れて生徒達への攻撃を宣言した不届き者についてだ。

　レンブラントさんにご安心ください、と言った手前、不測の事態は絶対に避けなければいけない。

　そのためには、標的となっている生徒達に前もって情報を伝えておく必要がある。

「……はい。すでに彼らへ大体の内容は伝えております。調べてみましたところ、あの学生はリミアのホープレイズ家の次男でした。ホープレイズは王家とも血縁のある、リミアでも三本の指に入る大貴族です。次男なので継承権こそありませんが、彼自身が高い評価を得ており、長男とさして変わらない扱いを受けています」

［それはまた大物だな。行動は伴っていなかったが］

　貴族の力が強いリミア王国で、大貴族ね。しかも次男か。当主や長男が戦争に参加すれば命を落とす危険もある。そんな事情から、次期当主の可能性がある彼も大切に育てられているのだろう。

　リミアでは戦争ともなれば、貴族の義務として積極的に当主や長男が戦地に赴いて命を張るのが当然という風潮があるらしい。今やっている魔族との戦争が久々の大きな戦いらしいから、どこまで実践されているのかは怪しい気もするけど。

　そうか、結構大物だったか。リミア、ホープレイズ家。

　……何をしてきてもジン達に対処させる予定だったけど、少し事情が変わったな。そんなに簡単な相手じゃなさそうだし。

　度が過ぎる手段を使ってきた場合はこっちで対処しよう。金にものを言わせて凶悪な刺し客かくを雇ったり、毒物を使用したり、場外で見苦しく動くようならね。

「ライドウ先生って面倒な奴に絡まれるの、結構得意ですよね」

　ジンめ。その「もう慣れてきましたよ」的な表情はやめて欲しい。

［ジン。お前のその物もの怖おじしない態度は実に素晴らしい。識から聞いていると思うが嫌がらせには自分達で対処するようにな。……それから、予選は皆通ったようだが、全力で挑んではいないな？］

「勿論です。五割の力で流して全員通過です」

　おお、七人がドヤ顔で胸を張っている。予選から全力で余裕なく戦ったりはしていないみたいだな。参加者の中だとレベルもかなり高い方だし、当然と言えば当然か。

［素晴らしい。良くやったな、皆］

『……』

［どうした、嬉しくないのか？］

「基本、先生が褒めてくれるときは何かあります」

　恐る恐る手を挙げてジンが発言する。

　……結構警戒されてるんだな、僕。とりあえず、闘技大会での戦いぶりを見て、新しい生徒を加えるかどうか判断したいから、今回も少し厳しくいかないと。

　褒めた後にこんな話をするのは少し悲しいけどさ。

［勘が良い。予選については基本的にお前達からの伝でん聞ぶんだけなのだが。それでもお前達の力が抜きん出ているのはわかった］

『……』

［よって、お前達には制約を設ける事にした。各自、識がこれから伝える内容を守って本選に参加するように］

　来賓が多く訪れる学園祭で、出場希望者に対してのんびりと予選から大会を始めたりはしない。準備期間中に本選出場者は既に選抜が終了している。来賓の目に留まるにはまず、学内できちんと実力を示さないといけないというわけだ。

　識から生徒に、僕が考えた禁止事項を伝えてもらう。

　強こわ張ばっていく彼らの表情、中には声を出してしまった者もいた。

　僕の講義よりはるかにレベルが低いであろうこの大会で、己の実力を全てさらけ出したところで何の意味もないのは明白。そこで、今回は縛りプレイで戦ってもらう事にしたのだ。

「……あの、本気ですか」

　アベリアがやや青ざめた表情で僕の意図を確認してくる。失礼な。本気に決まってる。

［勿論だ。明日からの試合、巴、澪、識、私の全員で観戦させてもらう。楽しみにしているぞ］

　さて、用は済んだな。

　巴は思わせぶりな笑みを振りまき、澪は一いち瞥べつするのみ。

　識は彼らのお守もりに残しておくか。大貴族様の妨害があったとき、対応できる者が必要だしね。

　……しかし。ローレル、アイオンときて次はリミアか。その内にグリトニアからも何かあるんじゃなかろうな。

　四大国そろい踏みとか、お腹一杯になっちゃうよ。




　──さて、そろそろ会場を離れて、次の仕事に向かうとしますか。





　　　　　◇◆　ジン　◆◇






「識さん、ちょ!?」

「ライドウ先生、本気、なんだよね？」

「本気だな。冗談の目じゃなかった」

「恐ろしい、やっぱりあの人は恐ろしい……」

「先生、一言くらい昨日のドレスに触れてくれてもよかったのに」

「お母様から言われた通り、私達から動かないと感想を聞けないかもしれないわね」

　ライドウ先生、トモエさん、ミオさんが部屋から去ったあと、皆が堰せきを切ったように口を開いた──ほぼ全面的に同意できる意見だ。でもレンブラント家の二名、お前らはいささか緊張感が欠けてないか？

　ホープレイズの阿あ呆ほから先日いきなり「おいライドウの生徒ども！」とちょっかいをかけられて宣戦布告みたいな事を言われたかと思ったら、先生からは彼と揉めたとあっさり言われ、しかも奴からの圧力や妨害も自分達で何とかしろとまで言われた。その上、本選でも本気を出すなと言う。

　……いや、違うか。全力を出さずに本気でやれと言われた気がする。とことん、常識外れな人だ。

　闘技大会での生徒の戦績は講師への評価に繋がる。だから何が何でも勝てと言う人はいても生徒に枷かせを付ける人なんてまずいない。

　闘技大会だぞ？　結果は今後一年、学内で話題にされる。学年次第では就職もかかっている大会だ。

　もしかして、既にホープレイズ家から圧力があって、先生は奴からの嫌がらせの一環で俺達の実力に制限をつけざるを得ないのか？

　……いや、ないな。俺達がこの試練にどう対処するかを楽しんでいるかのように見えた。

　これは、結構な正念場かもしれない。俺が今、望んでいる進路を叶えるための。

「ジン、あんたは何をするなって？」

「〝二刀流〟を使うなってさ。アベリアは？」

「あたしは弓に〝乗せるな〟って言われた。勿論、術師部門なんだから杖でやれって。皆は何を？」

　アベリアが俺の答えを聞くと皆を集めて小声で聞いた。

「俺、この前ツヴァイさんに決めた奴、ダメだって」

　ミスラだ。奥義みたいなものを禁止か……。悲惨だな。鉄壁しか見せ場なくなるぞ、お前。

「俺は〝二段階〟アウト。泣けてくる」

　ダエナ、可哀相としか言えないな。実質、一対一ならこの中で俺かこいつが最強だと思う。その要かなめになる特別な魔術なのに……。

「僕は〝機動詠唱〟封印。せっかく実戦で使えるレベルになってきたから、今回お披露目する予定だったのに……」

　イズモが悔しそうな声を上げる。移動しながらの詠唱術を先生と識さんに食らいついて何とか形にしてきたあいつには厳しい制約だ。自分に出来るレベルで習得した新しい詠唱方式を機動詠唱と名付けて大事にしていたのにな。

　識さんに教えてもらった詠唱言語まで禁止されなかったのは救いと言えるけど、イズモの真しん髄ずいとも呼べる技の禁止。精神的に、きついだろうな。

「私は、武器使用一種限定だって」

　ユーノ。あの度を超えた器用さを封印しろと。

「私は〝合成魔術〟禁止です。土の精霊と火の魔術の融合が……。せっかく土属性の有用性を世に示せると思いましたのに」

　さ、最大攻撃力の封印。それでも十分な攻撃力を発揮できるのがシフの凄いところでもあるが。

　全員が夏休みを経て各おの々おの編み出した（先生達に誘導された感もあるんだが……）新しい戦闘のスタイルや技を封印されたみたいだ。

「先生、まさか本当はホープレイズ家からの圧力で……」

　イズモが俺も一瞬考えた憂うれいを口にした。他にも同じように考えていた者がいたのか、表情を曇くもらせた奴が何人かいる。

「ありえませんよ、それは」

　識さんがきっぱりと否定し、静かに続ける。

「今回の大会は最近気の緩ゆるんでいた君達にはとても良い機会だとライドウ様は言っておられました。……何しろ、店でウチの従業員と無駄話をしている有様でしたからね」

　う……。反論のしようがない。現場をしっかり見られている以上、平謝りするしかない。

『……』

　全員が無言でうつむく中、識さんは一つ咳払いをした後、続けた。

「まあ、ちょっとした試験だと思って励んで下さい」

　試験？　引っかかる言い方だ。こういうのはすぐに聞いておくに限る。

「あの、識さん。試験って、どういう意味でしょうか。ちょっと、気になるんですが」

「おっと、私とした事が……少し失言でしたね」

　失言、か。多分違うよな。識さんがそんな下手を打つとは思えない。元々教えてくれるつもりだった話があるんじゃないだろうか。

「その試験って、先生の言った制約と大会に何か関係あるんですか？」

　俺の推測が合っている保証はない。ダメ元で尋ねてみる。

　すると識さんは、その質問を待っていたかのように、満足げな表情で答えてくれた。

「……仕方ありませんね。ライドウ様には内緒ですよ？　君達が今回の条件で良い試合を見せてくれるようなら、ライドウ様は学園祭終了後、講義に新しい生徒さんを増やすおつもりなのです。これがどういう事か、わかりますか？」

　新しい生徒を増やす？

　確かライドウ先生の講義は、今は希望しても体験参加すら出来ない状況だと聞いている。つまり、新規受付を再開するつもりなのだろうか。それが示す意味……。まさか、俺達への講義は終了!?

「ええっと、僕達が見限られる、とか……？」

　イズモ君。空気を読んで発言しやがれ。頷かれたらどうするんだ。

「まさか。それならむしろ、今までに教えた技と知識を存分に活かしてもらいませんと」

「なら、教える事はもう何もない、とか」

　ダエナー！　お前もだ！

「それこそまさかです……。ふむ、わからないようですね。ライドウ様は、君達への講義をそろそろ次の段階に進めても良いのではとお考えになっているのです」

『!?』

　俺達の察しの悪さに少し呆れた様子を見せながら、識さんは話してくれた。

「そのためには、常に誰に対しても自分の手札を全て晒さらして戦うのではなく、己に制約を課してより深く考え、力と技を一層磨く姿勢を持って欲しいと仰っていました。たとえば一番の切り札を隠す、とかですね」

『……』

「七人全員がこの課題をきちんとこなせたら、新しく生徒さんを迎え、君達に教育を手伝わせて自分達が学んできた内容を再度確認してもらう。その上で、講義を次の段階に進めたいと、ライドウ様から今後の相談を受けています」




　どれだけ努力を重ねても、その背中はおろか影さえ見えない人から、評価され、認められるのは──。

　──これほどまでに、嬉しいものなのか。




　俺は識さんの言葉をゆっくり噛みしめた。

　全身に力が漲みなぎる。歯を噛みしめる力が、静かに強くなる。

　足元からじゃなく、胸から全身に震えが広がっていく。顔が無意識に、笑みで歪ゆがむ。

「……勿論、私も皆さんに期待しています。是非、受講希望者の受付を再開させてください。では、これから手続きでしょうから、私は外に出ていますよ。そうですね、時間がある子は、その後に遅めの昼食を私にご馳ち走そうさせてください」

　そう言って、識さんは穏やかに笑ったまま部屋を去った。

　あの講義に次の段階がある──俺達はその受講資格を試されるところまできたんだ。

　良い試合を。出来る事を……全て。

「き、聞くんじゃなかった。緊張しすぎてやばくなってきた。下げ痢りになりそう」

　人がやる気になっている横で、ミスラが細い声で緊張感のない言葉を口にした。いや、緊張しているからこそなんだろうが、内容がなあ。

「ミスラの気持ちはわかるわ。あんな話を聞いたら適当に流すなんて後ろ向きな考えは綺麗さっぱり消えちゃった。きっついわねえ」

　アベリアは笑みを浮かべている。

「無ぶ様ざまな戦いは見せられないな。識さんに飯連れて行ってもらって、そのあと皆でまた集まるか」

　ダエナの言う通りだ。大会までに少しでもやれる事はしておきたい。

「お姉ちゃん、先生だけじゃなくて巴さんや澪さんも見るんだって。お父様達も来るし、これは凄いよ!?　わけがわからなくなってきたかも……」

「ここまできたらやるしか、ありません。別の意味で、もう諦めの境地です……」

　レンブラント姉妹は観戦者の顔ぶれに緊張しまくっているようだ。ライドウ先生が来るまではそれなりにリラックスしていたんだけどな。

　そういえば、ライドウ先生が来てからひとつ気になっている事があるんだった。

「ねえ、シフ、ユーノ。聞きたい事があるんだけど」

　と思っていたら、アベリアがレンブラント姉妹に声を掛けた。

「なに、アベリア先輩」

「なんでしょう？」

　ユーノ、次いでシフがアベリアに続きを促す。

「先生といたトモエさんとミオさんって人。本当に識さんよりも強いの？　識さんですらどの程度の強さかわからない私が言うのはおこがましいけれど、識さんクラスだってそうそういるものではないと思うのよ……」

　……先を越された。

　アベリアの質問に二人は静かに頷いたあと、口を開いた。

「ライドウ先生がそう言ったなら間違いないと思う。識さんは冒険者ギルドに登録していないからレベルとかはわからないけど、あのお二人は──」

　シフが遠い目をしている。

「私達もお父様から失礼がないようにって言われた上で教えてもらっただけなんだけど、お二人共ツィーゲでは知らない人がいない有名人で──」

　ユーノは熱のある表情で語っている。なんだ、辺境の街のエースなのか？

　ライドウ先生の側そっ近きんにしては少し肩書きが弱い気もするんだが。

　絶対に秘密だと断ったあと、姉妹はお互いの顔を見て、決心したのか大きく頷いた。

『──レベル１５００オーバーなの』

『……』

　姉妹の口から綺麗に重なって出た言葉。そして、俺達の沈黙。

　仲間内にしか聞こえない小さな声で言い放たれたそれは、聞きなれた共通語でありながら、すんなりとは頭に入ってこなかった。

　──何だって？
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「恐い顔をしているねえ、リリ皇女。僕に用があると思ったんだけど、合ってた？」

「……ファルス殿。冒険者ギルドの長おさである貴方が、どうしてあのような商人に関わっているのか、お教え下さるかしら？」

　ルトが真と別れて合流した相手はグリトニアの皇女、リリだった。

　上位竜ではなく、冒険者ギルドの長として。

　名前もルトではなく、ファルスとしてグリトニアの皇女と接する万ばん色しょくの名を持つ竜。

　会場の入り口付近で目が合い、それとなく挨拶を交わしたあと、ルトは真の集団から抜け出し、人目につかない場所で落ち合い、盗聴や窃せっ視しの類たぐいの魔術を無効化する結界を張って、ようやく本当の会話が始まった。

「へえ、彼が商人だって知っているんだ？　最近のお気に入りでね」

「その無礼な言葉遣いを今更正すつもりはありません。でも、戯言たわごとまで許容する気はありません。ファルス殿、あの男との本当の関わりは？」

　皇女に対する言葉とは思えないルトのふざけた発言に、リリは不快感を表情に出しながらも彼の真意を尋ね直す。

　彼女の話しぶりもまた、世界に影響力を持つ者を相手にしているとは思えないほど険しかった。

「お気に入りなのは本当なんだけどねえ」

「クズノハ商会は冒険者ギルドを後ろ盾にしているの？」

「まさか。冒険者ギルドはどの国にもどの勢力にも肩入れしない。冒険者を認める全ての人に、平等に協力するよ」

　冒険者ギルドの理念の一つを口にするルト。勿論、その言葉に嘘はない。

「そう……ところで、あの商会にいる巴という女。我が国の勇者が自分のモノにしたいと言っているの。無視出来ない位の強さを備えているし、私としても彼の望みとなると断りにくいのよ。でも、彼女から明確な拒否をもらっちゃってね。手に入る望みは絶たれたわ。……この際、貴方が私に教え得る範囲の情報でも構わないわ。こちらの意に沿わない連中を野放しにしておきたくないの。私の力で潰せるかしら？」

「巴を気に入るとは、帝国の勇者も面白い子だ。……質問の答えは否、だね。クズノハ商会を相手にするのは魔族と全面戦争をするようなものだよ。幾らグリトニアでもオススメはしないね」

「魔族に伝つ手てを持っているの!?」

「物のたとえさ。そのくらいの脅威になるのは確実だからね。君は目的を達成するための手札をもう十分すぎる程揃えたはずだ。あまりよそ見をするのは感心しないよ」

「ご忠告、感謝するわ。それでもね、目についたものをそのままにしておくのは性に合わないの。そう、クズノハ商会の戦力、やはり巴だけではなかったのね……」

　真が魔族と関わりを持っている事を知っていながら、ルトはそれをはっきりと告げなかった。リリもまた、対たい峙じする冒険者ギルドの長が、純粋に自分に有利になる事だけを話しているとも思っていない。その言葉から、少しでも情報を得ようと考えを深める。

「それより、こんな時期にここに来ていて大丈夫なのかい？　もうじきだよね、君の戦争おまつりの幕開けは」

「……問題ないわ。ところでファルス殿、貴方はもしかしたら私にとても似ているのかもしれない」

「あはは、君と僕が？　ないね。僕は君みたいに復讐に取り憑つかれてなどいないよ。ただ、僕にも目指すものはある。そこに至る道が、途中まで君の進む道と重なっているだけさ」

「……私としては、事前にソフィアの叛はん意いや魔族の指環の情報をくれた貴方を敵に回したくないのよ。その目的というのを教えてくれない？　協力出来る事があるかもしれないわよ」

　リリの言葉は本心だった。この、不敵な面構えのギルドマスターは、実際リリにも協力している。

　有用な情報を渡したり、忠告をしたり……何度か彼に助けられたのも事実である。

　ただ、盟友ではない。彼の目的がわからない現状は、言いようのない不安をリリにもたらす。

　だが、ルトは首を縦には振らなかった。

「その必要があればいずれね。君は勇者と共に、君の理想とする世界を目指せば良い。僕は、君が冒険者を肯定する限り、これまでの関係を続けていくつもりだよ」

「冒険者を肯定する限り、ね」

「そう。……たとえどこの誰であろうと、冒険者を肯定しギルドを受け入れてくれるなら、僕はその人の協力者だ。それじゃ、すぐ顔を合わせるだろうけど、またね」

　笑顔でそう告げたあと、ルトは張り巡らせた結界を破壊する事なくすり抜けて去っていった。リリはその後ろ姿を驚きながら見守るしかなかった。

　ルトが意味ありげな微笑みと共に残した言葉は、リリの表情を一変させる。

「たとえどこの誰であろうと……か。お前は帝国どころかヒューマンの味方というわけではないのね。亜人、魔族であっても冒険者を肯定するのならその協力者だと。そう言いたいわけ？」

　リリは唇を強く噛む。

「……最初の接触もあちらから。既に私の目的をほぼ察していた。その上で女神の力を抑える指環の存在や、竜殺しソフィアの裏切りを教えてくれた」

　ルトの助力のおかげで、帝国はこの戦争を上手く舵かじ取り出来ている。

　ならば、今はルトの真意に迫るより眼前の目標達成が重要、とリリは思考を切り替えた。

（ステラ砦の陥かん落らくが今一番の目標。この大会で、目ぼしい逸材が見つからなければ早々に帝国へ戻るべきか。現段階でファルスがライドウと接触してくれていたのは良い事だと考えましょう。あいつと私の利害が一致している間、クズノハ商会に手を出すのは奴にとって都合が悪い。だからあいつは私に情報を教えたのでしょう）




　──今度こそ、ステラ砦を攻め落とす。




　リリの瞳に、戦争への確かな気概が宿った。












　　　４






　貴族という人種を完全に舐めていた。

　念のために識を生徒達に張り付かせておいてよかったよ。

　たった一晩で、僕の生徒の大会参加を妨害するための工作が、フルコースで襲いかかってきた。

　夕食に初めて訪れた店の食事には数日間平へい衡こう感覚を失わせる毒、寮の部屋に給仕が用意する水には下痢や腹痛を持続して起こさせる類の毒、夜の間に刺客が数組……。

　全て識が未然に防いでくれたけど、報告を聞いて、予想の範囲内ながら物凄く呆れたものだった。

　そして大会当日。すなわち今日。もう災さい厄やくは切り抜けたと安心していたんだ。

　そしたら今度はレンブラントさんから突然の連絡。商人ギルドで僕に絡んだ問題があったらしく、僕の代わりにギルドへ出向いてくれたみたい。夫人も同行したため、今日はレンブラント夫妻は観戦に来ていない。何となく、これも大貴族の妨害のような気がしないでもない。

　貴族ってここまでするのか、と思ったね。と同時に、僕に代わってギルドへ向かってくれたレンブラント夫妻に申し訳ない気持ちになる。

「よくもまあ……」

　手元にある大会のパンフレットに目を落とす。

　そこにはトーナメント表が書かれている。

　昨日ちらっと見たのと明らかに内容が違う。

　戦士部門と術師部門に分かれているのは一緒。異なる山になっている二部門が決勝でぶつかる形になっている。

　うちの生徒ではジンにミスラ、ダエナとユーノが戦士部門。アベリア、シフ、イズモが術師部門だ。

　で、参加する生徒は本選出場者で四十名弱。ちなみに個人戦の後に団体戦がある。

　ジン達はどちらも出る。ついでにホープレイズ家の次男もだ。

「一回戦でジン対ミスラ、ダエナ対ユーノ。勝者が次回でぶつかる。術師部門は一回戦でアベリア対シフ、勝者がシードのイズモとぶつかる、か。トーナメント表まで操作するかぁ……」

「つまり若の生徒同士の対戦ですな。これは楽しみ」

「巴……凄い前向きな考え方だね。僕はただただ驚いてるのに。何でもありじゃないか、対戦相手まで操作するとかさ」

　巴が的はずれな事を言う。僕が言いたいのは貴族のルール無用っぷりなんだけど。

　まだ学生の身でありながらここまで見事に権力を行使するかね。

「思ったよりもずっと、ホープレイズ家ってのは権力を持っている。そして学園は公こう明めい正せい大だいな場所ではない、か。あそこにいる連中も……」

　一般席から遠く離れた、来賓席に座っている奴らを見る。

　顔しかわからない学園長の近くにいる数名は知らない顔だ。多分、四大国のどこかの人だろう。そこから少し離れた位置に座っているのは、冒険者ギルドの長であるルト。神殿関係者らしき列に並んでいる一人は、この前会ったシナイ司教。ローレルの偉い人、彩律もいる。彼女は端っこの方に座っていた。ああいうのって、格の違いで席次が決まってるのかな、やっぱ。たかだか学生の試合への工作を彼らは知らないだろう。でも、生徒が被害を受けている僕の目には、あそこに座っているであろうホープレイズ家の人間と同席しているだけで、連中も同罪に見えてきてならない。

　来賓席を眺めながら、ふと、自分がこの世界にやってきてからの人付き合いについて考える。

　異世界人というだけで、ずいぶん高貴な方とお近づきになったりしてるんだなぁ──。

　……そういう人達と関わる度、僕は相手に嘘をついたり、ごまかしたりしてきた。それは……僕がこの世界に来てからずっとだ。お世話になっているレンブラントさんにすら隠し事をしている。思えば……たくさん嘘をついてきた。その時だけは何とか出来ても、所詮は嘘だ。確実に積み重なってだんだん見過ごせない程の面倒になってきている。これじゃあ、終わりがない。

「若？」

「そんな積み重ねが、あの来賓席に集約されているのかな。限界、かもな。なあ、巴」

「は、はい？」

　なぜきょどるんだ、巴。僕が真面目な顔をしちゃ悪いか。

「若様、面白そうな物がありましたから買ってきましたわ。……一応三人分」

　澪が嬉しそうな顔をして屋台で買った食べ物を持ってきてくれた。空気が変わる。助かった。

「ありがと、澪」

「気が利きくようになったのう、澪」

　澪から紙袋を受け取るとバジルに似た香りが鼻をくすぐる。今日は香り重視かな。手には熱が伝わってきて、温かい食べ物であるともわかる。楽しみだ。

　ここまでくればもう、ジン達もやれる事をやるだけ。思う所はたくさんあるけど、僕もそれを見守るほかないよな。

　闘技大会の開催を告げる声が響いた。
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「さて、次の試合は今大会出場者の最高レベル！　何と両名ともレベル97の二人です！　まずはジンロアン！　学園高等部二年でありながら、実技成績では常に全体上位成績者に名前が挙がる秀才であります！　特に剣技に定評のある彼の戦いには注目されている方も多いのではないでしょうか！　対するはミスラカズパー！　術師から最も評価されている前衛！　鉄壁に近い防御力に加え、回復術まで扱う器用さを兼ね備えた剣士であります！」

　ハイテンションな司会の声が朗々と響いた。

　だが舞台上の二人の表情は、苦虫を噛み潰したような、何ともよろしくない顔をしている。理由は僕でもわかる。手に持つ得え物ものだ。あと、この組み合わせか。

　ジンもミスラもいつもの武器ではなく木ぼっ剣けんを手にしている。一般的な片手剣と同じサイズだ。

　他の生徒はそれぞれの愛用の武器を持ち込んでいた。中には明らかに武器の性能差で勝利している試合もあったくらいだ。

　僕は木剣でやれなんて指示はしていないし、当然、彼らの本意でもないだろう。

「まずは皆様にお断りを。今年の大会では数名がレベル90オーバーを達成しておりまして、彼らと他の生徒との均きん衡こうをはかるためにいくつかの制限を設けております──」

　なるほど。該当者はみんな僕の生徒かな。

「──彼らが持っている装備はその一つであります。では、開始前にルールの確認を！　試合時間は十分間。ダメージはドールが肩代わり致します。このドールの完全破壊は戦闘不能を意味し、その時点で試合終了となります。また戦士部門の試合では攻撃術、回復術は使用禁止となっておりまして使えるのは自己支援系統の術のみとなります。場外に出た場合は減点対象です。これは時間内に決着がつかなかった場合の判定に大きく影響します──」

　ドール。ダメージを肩代わりしてくれる便利グッズ。見た目は全長一メートル程度の瓢ひょう箪たんみたいな形状のおきあがりこぼし。こういう大会などで使われる事があり、非常に高価である。

　オーバーキルが起こった場合は残りのダメージが本人に返ってしまうので、一体の破壊で勝敗を決めるもののドールは一応一人につき一試合三体用意されていた。ブルジョワ学園の面めん目もく躍やく如じょだな。

　それにしてもミスラを虐めているとしか思えないルールだ。回復術を使うな、早期決着させなさい。回復術の使い手であり、持久戦を得意とするミスラには非常に不利な条件である。

　対してジンはこのルールで殆ど制約を受けないはず。それで容よう赦しゃするタマでもないから、ジンの一方的な攻勢で試合は終わってしまうだろう。判定になっても、当然ジンだろうな。

「それでは、ジンロアン対ミスラカズパー、試合開始!!」

　穏やかになっていた観客席からの声が、その合図を受けて怒ど号ごうと呼ぶに相応しい大音量に変わる。

　ジンが速攻で間合いを詰め、上段から木剣を振り下ろす。普段よりも格段に弱いその一撃を受け止めるミスラ。防御能力では随一のミスラだけあって、勢いに押されて体勢を崩す事はない。

　序盤だから飛ばしているのか、まさにラッシュと呼ぶに相応しいジンの連撃が、高速かつ隙の少ない所作で次々にミスラに叩き込まれる。

　予想した通り、ジンの速攻の前にミスラは有効打を放てずひたすら受けに回ってしまっている。

　多分、これも運だから悪く思うな、なんてジンの言葉に対して、それでも手は抜けない、とかミスラが言葉を返しているんだろう。実際に声が聞こえるわけじゃないけど、二人の口元の動きは確認できる。

「何ともまあ、地味で一方的な試合ですなあ」

　巴は試合を呆れたように眺めている。間違いなく見ていて面白い展開ではない。けれど剣士や近接戦闘を主とする連中なら、技術的な見地から彼らの戦いに見るべきものはあるだろう。攻撃の繋げ方、防ぎ方などが、学園のこれまでの戦闘とは違っているはずだ。

「……体当たり、とたとえたのは訂正しますけど、やはりこれだけ多くの人が見る価値のあるものかと言われると、私にはやっぱり理解できませんわ」

　澪には残念ながらつまらない見み世せ物ものに映ったようだ。ミスラの戦い方は防御主体。玄人くろうと好みの地味なスタイルである。訂正したって事は、技量については少し見直したんだろうな。

　僕の講義を受け始めた頃と比べて、明らかに打ち合っているときの二人の思考が練ねられたものになっているのが十分に伝わってくる。

　──斬りかかってきたジンの動きを冷静に観察し、半はん身みになって体を入れ替えるミスラ。いなされたかのように見えるジンはその動きすら計算に入れていたのか、一歩踏み込み素早く突きを放つ。しかしその一撃を、ミスラは的確に剣で受け止める。

　試合開始直後のように、闇やみ雲くもにラッシュを仕掛けるわけではなく、守りの硬い相手の虚を突いて一瞬の乱れを作り出そうとするジンの攻撃。

　彼の猛攻を浴びて一見劣勢に見えるが、繰り出される斬撃すべてを無駄のない動作で受け切るミスラ。相手に有効打を与えないその立ち回りは、まさに鉄壁である──。

　二人とも実によく考えて戦っているな。多分、その場の閃ひらめきだとかは既に僕よりも優れていると思う。実際、凄い才さい覚かくを持っているからなあ。

　観客もこれまでの試合より段違いに速く、多彩な技術を駆使している事に気づいたらしい。

　歓声がだんだん大きなものになっていく。しかしジンの攻撃が終わらないため、序々にミスラへのブーイングが増えている。やはり両者による激しい打ち合いが見たいのだろう。ミスラが不ふ憫びんだ。

　ミスラはジンの二刀流を捌さばける子だ。剣術のセンスはジンの方が文句なしで上なのに、講義中や自主的に行っていた模擬戦での経験を確実に吸収し、互角に渡り合っている。

　体の捌き方や距離の取り方もジンの気き勢せいを上手く殺そいでいる。流れや勢いをあれだけ殺されて、それでも攻撃を継続できるのはジンだからだ。閃きと獣の勘を両立させながら剣を振る驚異的なセンスの持ち主。まあ、この試合のみで評価するなら僕はミスラを褒めるけど。

　ミスラへのブーイングが更に大きくなっていく。試合は既に勝敗ではなく、互いの動きや力、技を確認し合うような演えん武ぶに近いものへと姿を変えている。その事に気付いている人は少数だろう。

　巴はその変化の瞬間、感心したように「ほう」と目を細めていた。察したようだ。

　凄い試合なのにどこか違和感がある。多くの人の感想はそんなものだろうな。違和感の正体は、試合なのに二人が互いに相手の次の動きを予測して技をぶつけ合っている点にある。そうわかるのは、武術における演武や型というものを見た事がある人や、巴のようにそれなりの技術を持った人に限られると思う。ちなみに僕は前者。本気で行う剣術の演武を何度か見る機会があったからだ。雰囲気として似たものをジンとミスラは放っていた。

　澪もわかっているみたいだ。彼女は退屈そうに試合を見ている。手に持ったファストフードと試合、興味は八対二といった感じだな。

　時間切れを告げる鐘が鳴った。ジンはミスラを倒しきれなかった。

「ん、試合終了か。これは判定でジンの勝ちだなあ」

「でしょうな。仰る通り、攻めていたジンと申す子が判定で勝利するでしょうが、勝負としてはミスラと申す子の勝ちですな」

「試合に勝って勝負に負ける、か……。あ、ジンの奴、わかりやすい顔してるな。凄く悔しそう。ミスラも達成感が顔に出ちゃってるし」

「いや、これまでの間抜けな試合よりはかなり楽しめました。流石は若の教え子です。今までの試合に出ていた連中は基本動作ですらトロかったですからなあ。正直、あれでは良い武器を持っていればそれだけで試合が決まりかねませぬ」

「まったくだ。ジン達は他の講義で猫かぶるのが最近しんどいです、とか言ってたけど理由がわかったよ。僕の講義以外でさっきみたいな動きをしたら、そりゃあ浮くわな。何でも僕を気遣ってくれたらしいけど、よくできた生徒をもって僕は幸せだねえ」

「良き事ですな。ふむふむ、とりあえず儂としましてはミスラに褒ほう美びを考えておきましょう。手合わせか、手合わせか、手合わせか。さてどれにしようか……」

　……一択かよ。

　予想通り、ジンが判定で勝利を掴んだ。結果とは裏腹にやりきった顔をして舞台から降りるミスラが印象的だったな。巴との手合わせは間違いなく良い経験になるだろうから、学園祭が終わってから機会を作ってやろう。

　──次に僕の生徒が出るのは、ユーノとダエナの戦士部門、それから術師部門もだな。そんなに時間は空かないだろうし、僕はこのままここで見ていよう。
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　正直、術師部門の試合は戦士部門以上に悲ひ惨さんだった。

　突っ立ったまま詠唱する、放つ。

　突っ立ったまま詠唱する、放つ──。

　以上。

　どいつもこいつもまともに動きやしない。初めに持ち込んだ障壁展開の道具を使って後は詠唱する、放つの繰り返しだ。威力の高い術で相手にダメージを与えたらほぼ勝ち。食らった方はそれ以後はまともに集中も出来ず、詠唱が完了しなくなりのろのろ逃げるだけ。

　早口言葉を競う大会でも見ている気分になったね。初めて講義に参加したときのシフが、結構優秀だったんだとわかった。

　ここは優れた戦士と術師を輩はい出しゅつする学園だろう？　もう少ししっかりしようよ、割と本気で。

　巴と澪は二人して爆笑していた。

　一試合目は沈黙、次の試合で耐え切れなくなったのか噴き出し、更にはお腹を抱えて大笑い。試合が進むにつれて、選手達の正気を疑い始めた。

「あの、若。これは魔術を競う戦い、ですな？」

「……オークの子どもの方が幾分かマシですわ。真面目にやっているのですよね？」

「至って真剣みたいだぞ。見世物としてすら成立していない気がするけど、周りのお客さんは大喜びで喝かっ采さいを送っているし」

　頭が痛いな。観客の盛り上がり具合を見るに、今年が特に酷いんじゃなくて例年このレベルなのか。これを見て採用を考える国防の担当者がいると信じたくないぞ。僕なら全員不採用。

「まさか、今からやる若の生徒もあんなのじゃないでしょうな……」

「見るに堪たえません。一瞬、ツマミの味を忘れてしまったほどの酷さです……」

　幾ら術師の主な役割が後方支援だと言っても、これはなあ。

　音こそ派手だけど、コマンド式のバトルでも見ているかのような戦士部門の方がまだマシだ。ただの砲台鑑賞だぞ、これじゃあ。

「おお、動いたぞ！」

「ようやくまともな術師の戦いが見れそうですわ」

　二人の試合が始まった。

　アベリアとシフ。残念ながら勝敗はもう決まりきっている。この舞台とルール、それに二人の術師としての力量を考えると奇跡が起きてもアベリアの勝ちはない。そもそも本来の武器である弓を持たせてないしな。他の生徒に対してのハンデとしてはともかく、相手がシフだと……。まさか二人が一回戦で当たるとは思ってなかったしね。ごめんな、アベリア。

　アベリアがどうと言うよりも、シフの力が純粋に、桁外れに優れているんだ。たとえレンブラントさんが見に来ていても、安心して観戦を勧める事が出来る。

　場内は一瞬静まり返った。それはそうだろう。まずは障壁を展開させるのかと思っていたら、シフはいきなり杖をアベリアに向け、対するアベリアはシフに向けて突進したのだから。

　シフの杖は家から持参している愛用の物ではなく、いかにも練習用ですと言わんばかりの細い木の杖だ。一応先端に魔力制御を最低限助ける宝珠が装着されている。

　アベリアの突進は良い手だと思う。撃ち合いでシフと勝負になるとは彼女も考えてないだろう。

　シフの持ち味は、ずばり火力だ。土の精霊を使った戦場支援などもこなせるが、基本的には相性の良い火属性の攻撃を得意としている。

　僕の講義で一撃の威力が最も上がったのはシフだと断言出来る。……マグマとか正直反則じゃないかと思うね。溶岩弾とか初めて見たときは、メテオだ、って思ったし。

　アベリアがシフとの距離を詰めるため前進したのは非常に有効だ。

　得てして術師は中距離から遠距離の戦闘に特化しているから、相手に接近されると対処が難しい。

　更にアベリアは戦士としても術師としても高いレベルにある。戦士に必要な軽かろやかな身のこなし、術師に必要な魔術の詠唱能力、どちらも優秀だ。まさに一石二鳥。

　しかしシフはアベリアの動きに戸惑う事なく、赤い光を纏ったスタンダードなアロー系の魔法を撃ち出す。矢というよりは尾を引く弾丸って感じだけど。詠唱が完成するまでの時間はこれまでの試合とは比較にもならないほど短い。観客から大きなどよめきが起こる。

　走るアベリアがシフの魔術の完成を見て、速度を緩めて短く何かを呟く。そのまま左方向へステップし、再度シフに向かって走り出した彼女の杖は淡あわく光っている。ステップしたときに詠唱を終わらせたか。

　アベリアの奴、こんなに詠唱速かったかな。火事場の何とかかも。

　……いや、これはイズモの機動詠唱？　まさかアベリアも使えるのか？

　華麗なステップでアベリアがシフの放った火矢を回避した──かに思えたのだが、火矢もまた方向を変え、アベリアを追尾していた。

　……シフは、以前一回だけ見せた攻撃魔術を誘導する術をものにしていたのか。凄いな。一転してアベリアが不利だ。

　再び沸き起こる歓声。

　まだ開始して数分なのに、展開が速い。

　火矢がアベリアに当たっ──。

　！　いや、避よけてる!!

　追尾を想定していたかのように、一瞬後方を振り返り、淡く光る杖を突き出して火矢の軌道を逸そらしたのだ。

　あれも、僕が識を相手にした模擬戦の中で見せた記憶がある。僕がやったのは拳に魔力を纏まとわせて、避け切れそうになかった槍状の光を力任せに殴り散らしたんだけど。アベリアがやったのはそんな乱暴なやり方じゃなかった。

　アローにぎりぎり触れるくらいの場所に杖を突き出して、ごく弱く纏わせただけの光を炸裂させて少しだけ軌道を変えている。何て器用な奴だ。矢に魔力を付与する出で鱈たら目めな戦法をいくつも思いつく彼女ならではなのかもしれないが、実に末恐ろしい。

　攻撃の憂いを絶ったからか、勢いを増して加速するアベリアにシフが何事か語りかけている。アベリアもそれに短く返す。お互いの健闘でも称たたえ合ってんのかね、あの二人は意外と仲が良いしな。

　と思ったら、アベリアの表情が歪ゆがんだ。そして、何故か足を止めて後ろを振り返る。どうした？

　瞬間。

　先ほど逸らした火矢がアベリアの方へ戻ってきて彼女のやや後方で爆発した。相手の回避まできっちり考えてたか。さっきの会話でそれを告げたのかな。それとも起爆させる合図だったのか。

　距離があるから界を展開しないと会話の内容まではわからない。読どく唇しん術じゅつなんて使えないんで。

　後方からの爆風がアベリアを襲う。回避は不可能と判断した彼女は、素早く障壁を展開する。

　うん、良く練習しているんだろうな。詠唱もスムーズだ。複雑な術はあまり得意じゃない代わりに基本的な術の扱いはとてもこなれているのがアベリアの長所だ。その事を褒めたら「何が凄いんだ」という顔をされたのを覚えている。長所って意外と本人は気がつかないものなのかもしれない。

　しかし、想像以上の威力だったのだろう。障壁を展開したにもかかわらずアベリアは吹っ飛ばされた。彼女のドールの一部が、契約者のダメージを受ける。左肩に当たる場所が無残に砕けている。爆風とはいえ、決して軽くないダメージだったんだな。

　その様子を見たシフが、何を思ったのかアベリアとの距離を詰めた。なんで!?

　接近し、杖の石いし突づきで舞台を一つ叩くシフ。

　それに呼応するかのように舞台に敷かれている石いし畳だたみがうねり、大きな石の手に変化した。……精霊魔術か。

　突如現れた大きな石の手は、体勢を立て直せず伏ふしているアベリアを掴んだ。

　そのまま二メートルほど持ち上げられたアベリアに、シフが杖を向ける。

　捕らえられているアベリアは、目を閉じ、天を仰あおぐように上を向いた。

　……決着、だな。

　アベリアの口から敗北宣言が漏れる。

　試合終了の合図とともに、大歓声が彼女達に降り注ぐ。

　大きな石の手がアベリアの拘束を解いて舞台に降ろす。役割を終えた手が元の舞台に戻る。精霊魔術は元々詠唱が短いから、使えると非常に有利だな。

「これはこれは。良い試合でしたなあ。お互い相手の技量をよく知っているが故の短期決戦。限られた条件の中ではシフが優勢だったようですが、実戦ではさてどうなるのか。面白い二人ですな」

　巴は満足そうな顔をしている。

　三分とかからない短い勝負だったけど、二人とも良くやった。

　巴はアベリアの引き出しの多さを感じたようだった。確かに、武器の制約も禁じ手もない実戦なら、シフは確実に手こずるだろう。今回は使用できなかったけど、攻撃魔術のみならず支援や結界術まで矢に付与してしまう彼女の存在は、戦いの幅を大きく広げるに違いない。

「まだまだ詠唱に時間を取られていますけど、これまでの連中よりはずっとマシですわね」

　澪は辛しん辣らつだねえ。こいつの場合、大概の魔術を詠唱なしでぶっ放すから感覚が根本的に違うよな。

　観客の歓声は鳴りやまない。今の試合でアベリアにブーイングかます奴はいないみたいだ。

　術師らしからぬフットワークの軽さと高度な詠唱技術を見せつけたんだし、当たり前か。

　でもプライドの高いアベリアの事だ。後で試合を振り返って凹むんじゃないだろうか。識がそれなりに慰めるだろうからほっとこうかな。識とのふれあいを邪魔して彼女に恨まれるのも嫌だし。

　試合の終了を告げられて気が抜けたのか、座り込んでいたアベリアにシフが手を差し出す。その手をしっかりと握り、立ち上がるアベリア。

　二人は、笑っていた。

　……シフはなあ、術師部門では楽々優勝しちゃうだろうなあ。

　歓声を浴びて舞台から降りていくシフとアベリアを見守りながら、僕は次の組み合わせでシフと当たるイズモの不幸を哀あわれまずにはいられなかった。
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　来賓席は静まり返っていた。

　戦士部門の一回戦、というか真君の生徒の試合があってから、ずっとだ。

　今は術師部門一回戦、アベリアホープレイズとシフレンブラントの試合直後。

　くく、くくく、前の戦士の子四人も含めて六人とも真君の生徒。彼はどこまで僕を楽しませてくれるんだろう。

　僕は今日、冒険者ギルドのマスターとして来賓席で闘技大会を眺めている。学園祭最大のイベントにして、自国の軍に入隊させようと各国のスカウトが目を光らせる、見本市のような性質も持ち合わせている。

　……まあ、見ていて面白くない。実に退屈な大会だ。大体、ダメージをドールに転てん嫁かしたら緊張感が薄れてしまうだろうに。毎年毎年、拷ごう問もんに等しいつまらなさだ。マスターの職務の中でも有数のきつい仕事だ。

　……いや、「だった」だね。今年は真君のおかげで実に楽しいから。

　そういえば真君達の世界では、就職するにあたって『シュウカツ』という熾し烈れつな戦闘を繰り広げ、自らの能力を雇い主に示すらしい。こんなお馬鹿な見世物と違ってさぞや見応えがあるに違いない。いつか、一度で良いから見てみたいものだと切に思う。その事を教えてくれた人間は、まだその戦いに参加した事はなくて、参加する前にこっちの世界に来れて良かったとしみじみ語っていたから、きっと相当苦しい、本気の戦いなんだろうな。

　──攻めきれるか、守りきれるかの戦士部門一回戦。あれは守りの少年、ミスラが実に良かったな。

　普段から見知った相手だという利点こそあれ、明らかに天性の素質があるジンの攻撃をほぼ完全に捌ききったんだから。ドールの損傷も何ヶ所か小さな傷が入った程度、勝負という意味では彼の勝ちだろうね。

　もう一組の真君の教え子の試合はとにかく素早さと手数が目立つ試合だった。ダエナという名の短剣を使う少年がクロスレンジに持っていこうと、槍を扱う少女、シフの妹であるユーノ相手に手数で血けつ路ろを拓ひらく展開になった。ただユーノが守りに入ってなかったのがその前の試合との違いだったかな。槍の距離と短剣の距離、その間にある僅かな空間をどちらが支配するかの息の詰まる、だけど凄く楽しめる試合だった。見所は手数に圧倒されて槍の距離から短剣の距離になりかけた瞬間だった。ユーノが槍の柄を持つ場所を瞬時に変えて取り回し速度を上げて窮地を凌しのいだ場面。あれは思わず息が漏れた。凄い発想と実力だ。手数ではダエナが優っていたけど、足を使った瞬発力はユーノに分ぶがあったようで、再び距離を取られてお互いのエリアを削り合う試合がその後も続いた。槍の持ち手を変えれば長さを調整できる。口で言うのは簡単だけど、よくそれを実践できたと感心するばかりだった。

　途中から攻撃のパターンを読まれ出したのか、ダエナが手数を有効に使うようになってユーノを押し始めた。苦しい展開になったけどあの子は最後、自分の武器である槍を囮おとりに使って手放して格闘戦を挑もうとした。あんな年齢の少女がよくあそこまで戦えるものだ。もっとも、短剣の得意なエリアに入る事にもなる博ばく打ち。実際、ダエナは背後から放たれたユーノの蹴りにカウンターを決めて試合を制した。いや、決着の瞬間、思わず溜めた息を吐く良い試合だったよ。

　そして今回。

　女の子同士の戦いだったけど、型破りな展開から始まった。誰も彼もが障壁展開したのち得意魔術の詠唱に繋ぐお決まりのパターンを崩した異例のスタートだ。

　突進を仕掛けたアベリアは戦士部門でも十分に通用しそうな速さだった。それでも、シフは攻撃魔術の詠唱をその距離を半分も詰められない内に終えていた。へえ、学生ってのが信じられないね。実戦レベル、その中でもかなり速い詠唱速度じゃないかな。

　惜しい事にこの来賓席からでは使用している言語や詳しい詠唱までは聞けなかったけど、あれは明らかに詠唱そのものをアレンジして、威力の減げん衰すいや術の成功率をある程度承知の上で詠唱を短略化している。素晴らしい。未だまともな実戦を経験していない学生が、一部の優秀な冒険者がごく稀に辿り着く発想に至り、更に実践するなんてね。煌きらびやかなローブに身を包んで戦場で仲良く並んで同じ詠唱をしている軍属の術師なんて目じゃないな。

　アベリアは魔術の発動を確認すると、すぐに真っ直ぐ進んでいた進路を左前方へ修正した。ステップにあまり無駄がない。彼女は器用に色々こなすタイプかもしれない。

　シフの繰り出した魔術、ファイアアローは僕の予想に反して有り触れた仕様じゃなかった。……まさか、追尾を組み込めるなんてね。だけど驚きはそこで終わらない。アベリアは杖をアローの軌道に合わせて突き出し、その光を解放か炸さく裂れつかさせて自分への直撃を防いだ。

　そこで何事か言い交わす二人。直後、アベリアの背後でアローがいきなり爆発した。この試合で初めての轟ごう音おんが場内に響き渡る。威力も十分。いや、本当に大したものだった。

　最後は、シフが精霊魔術で作り出した石の手に掴まれたアベリアが敗北宣言をして試合終了──。

「……先ほどの戦士部門の試合と言い、実に不愉快ですな」

「ま、まったくだ！　あのように浅ましく手数に固こ執しつしたり、初めから勝つ気がないかのような守るだけの戦い方をしたり。今の試合など、満足に魔術を扱えない者が小手先で足あ掻がく、正当な術師にあるまじき姿勢！　くだらない小細工ですよ、あんなものは！　あのような戦い方を黙認するなど、学園は一体何を考えているのか！」

「勝った生徒は、悪名高いレンブラントの娘。……貴族でもない癖に貴族寮に子どもを住まわせる成金の事です、金にモノを言わせて詠唱を短縮する高価な道具でも手に入れたのでしょう」

　ようやく口を開いたかと思えば、素晴らしい試合を展開した生徒への批判が始まった。彼らの言葉を皮切りに、そこかしこから生徒達のやり方を批判する言葉が漏れ出す。あれはリミアの貴族達か。あそこの大貴族、ホープレイズの取り巻きの家の連中が声高に真君の生徒の試合を罵倒している……愚かな。彼らと自分の身内や関係者が試合をするときの言い訳を今から始めているつもりか？　あれだけ偏かたよったトーナメントや彼らの武器について物言わぬ学園の執行部も含めて、この豚どもは本当に救いがない。金や権力の介入を許せば、独立した教育機関として優れた人員を輩出する事を願ってこの学園を創立した「彼」の思想はたちどころに失われてしまうというのに。どうして、ヒューマンは物事の本質よりも自身の利益や欲望を大事にするのだろうか。

　今回、色々と暗躍しているのはリミアのホープレイズ家のようだった。道理でリミアの貴族が騒ぐわけだ。真君、君は一体どうやって遠く離れた場所の、かの家と揉めたのか。次男がここに通っているとは言っても、広大な学園だ。そうそう知り合う機会もないだろうに。

　……この会話の流れは実に不愉快だ。

　退屈な観戦に彩りをくれた子達の名誉を少し守ってやるとしようか──。

「お止めなさい、見苦しい」

「止めよ、馬鹿ども」

　あれ。先を越された。

　リリ皇女に、リミア王？　これはまた珍しい二人の意見が合ったものだ。

　騒いでいた連中の内、その言葉を向けられたリミアとグリトニアの関係者が押し黙る。主に文句を言っていたのはリミアの貴族達だったから、学生への批判はすぐにたち消えた。

　発言の後でお互い顔を見合わせた皇女と王はしばらく次の言葉を発さずにいたけれど、王が一つ頷いて見せると皇女がゆっくりと口を開いた。

「……彼らの戦いは実に素晴らしいものでした。レベル90を超えているのも納得出来る強さでしたし、現状の戦法に満足せず、新しい手法を試そうとする考えは見事です。彼ら以外の生徒がしたような、例年のようなありふれた戦いを良しとしていては、魔族と相対した瞬間に蹴散らされてしまうでしょう。ヒューマンの未来を照らす有望な若者だと私は感じました。彼らは、称賛されこそすれ、貶おとしめられるべきではありません」

　リリ皇女の発言は、リミア貴族の発言に乗った自国の貴族に対するものだった。

「しかし皇女、あのような戦い方は卑いやしく下げ劣れつであり、およそ軍人や騎士の在り方とは──」

　皇女とはいえ、小娘に諭さとされた事実を受け入れられない貴族のちんけな自尊心がそうさせたのか、リリ皇女にひとりのグリトニア貴族が反論した。

　が、彼の言葉を遮るようにリリ皇女が詰きつ問もんする。

「では、空から機動力を活かして魔族を打ち払う我が国の勇者様はどうなのです？　彼の戦いも下劣ですか？　その彼に救われた軍人や騎士は、卑しくはないのですか？　……貴方達の考えは根本から間違っています。彼らは自身の能力をしっかりと把握し、それを最大限発揮しているのです。それは卑しくも浅ましくも、まして下劣でもありません。今、ゆっくりとではありますが帝国軍が取り入れつつある新たな戦い方とその源流は全く同じであると何故わからないのですか？」

「……っ!?　皇女、その発言は」

　国の機密事項を他国の人間がいる場で言ってのけたリリ皇女の行いに、貴族の顔色が豹ひょう変へんする。

「機密に当たる、ですか？　馬鹿馬鹿しい。我ら帝国と共に戦って下さる王国は、既に魔族がどれほどの脅威かその身で思い知っています。彼らと対峙するために我らが戦法を変えようというのなら、それは機密ではなくヒューマン全てが共有すべき情報でしょう。貴方も、今下らない発言に同調した者も、己の考えを改めなさい。……リミア王、発言を妨げ失礼致しました」

　心にもない事を。

　時にイカれた人間の言葉は誰よりもまともな事を言っているように聞こえる。ちょうど、今の彼女のようにね。

「……いや、余よが思うところもほぼ同じであった。気になされるな。良いか、伝統や格式で戦場の被害は減らぬ。領土も守れぬ。真に守らねばならぬものと、そうではないものを履はき違えるな。お前達が否定した三つの試合は、すべて余が心惹ひかれた試合である。思わず、王国に降臨されたばかりの勇者殿の戦いぶりを思い出したわ。貴様達の発言は勇者殿への侮ぶ辱じょくとも取れる、実に不愉快な言葉だった。仮にも我が国の貴族であるなら、誇りと驕おごりを履き違えるでない」

　王の言葉に反論はなしか。リミアの貴族は萎い縮しゅくしてしまっている。

　それにしても意外な発言。神殿の関係者や、ローレルの連中も王の言葉に驚いている様子だ。

　僕の記憶では彼自身、誇りに拘こだわる古いタイプの王なんだけど。驕っている様子もあったし。

　あの完璧勇者は、王様の在り方まで少し変えたみたいだね。

　勇者の影響も馬鹿に出来ない。彼女の目指す理想は、やはり民主主義による統治なのかな。この世界に来た多くの人間がそれを最も良い政治形態だと信じ込んでいるようだからね。何故そんな考えを持っているのかはわからない。そういう教育でも受けているのかも。真君とも話してみようか。

　さて、静かになった。

　何もしてないと真君に思われるのもアレだから、僕も一言くらいは言っておこうか。彼の場合、どこの誰と繋がっているか予想できない部分があるからな。この大会はなんだかんだで拘束される時間が多くて、彼に協力出来ない事も多いし。

　ひとつ咳払いをして皆の注目を集め、僕は口を開いた。

「……王と皇女の後に発言するのは畏おそれ多いのですが、私からも一言。彼らの戦い方は実に素晴らしいと言わざるを得ません。女神様の祝福やお力を否定する意図はございませんが、彼らのように力と技、そして魔術。全てを活かして己の力を高めていこうとする人の姿はとても好ましいものと考えます。その彼らがいざ戦場において女神様の祝福までもを得たならば、素晴らしい戦いぶりを見せてくれるに違いありません。もっとも、私としましては、彼らには是非、次代を率いる冒険者として活躍して頂きたいです」

「……ギルドマスターであるファルス殿が女神を否定するとは考えておりません故、その言葉は純粋に彼らに期待するという発言と受け取りましょう。貴方の仰る通り、彼らに女神の祝福を与えられれば、その力は更に高まると私も確信しております。……このような戦いをする学生を初めて見たので、彼らへの評価は今すぐに出来るものではありませんが」

　神殿の大司教は、僕を牽けん制せいしつつ学生の擁よう護ごには賛成する立場を取った。

　彼の視線を追うと、そこにはロッツガルドの司教がいた。

　……なるほど、彼らの存在をどうして把握してなかったのかと言いたいのか。最近赴任してきたばかりなんだから、むしろその責任は死んだ前司教にあるだろうに、災難だね。多分この後、お叱りを受けるんだろう。

「そろそろ二回戦が始まるようですねえ。昼食も楽しみですが、闘技大会も実に楽しみです」

　気の抜けた事を言ってこの重くなっていた空気を霧む散さんさせる。やっぱり観戦は気楽にいきたいよね。それが娯楽になるほど見応えがあるのなら余計に。

　出来れば一般客席で真君達と一緒に楽しみたかったけど、流石にそれは無理というもの。

　ふふふ、この分だと団体戦もかなり楽しめるはず。

　彼らの戦いを見て学園の生徒達に少しでも意識改革が起これば、初代学長も喜ぶだろうな……。

　僕は今は亡き友人の顔を思い出し、郷きょう愁しゅうの念に目を細めた。
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　恋は盲もう目もく、恋は闇、恋に上下の差別なし。人の恋こい路じを邪魔する奴は馬に蹴られて死んじまえ、か。

　あの後、アベリアを慰めに行かなくてよかったなぁ。

　識の右腕に腕を絡ませる彼女を見て切に思う。

　特に何があったというのでもないだろうけど、彼女は至し福ふくの時間を過ごしたに違いない。

　困った顔でアベリアの扱いに悩んでいる識には、そのままジンとシフのフォローを頼んだ。

　既に敗北した面々にも手伝わせるよう伝えると、識は一礼してアベリアと席を離れていった。

　食事を挟んで始まった午後の部もつつがなく進行し、個人戦も今は佳か境きょう。

　戦士部門ではジンが二回戦でダエナを下して、その後は余裕を見せてあっさりと勝ち進んだ。

　相手の武器を弾き飛ばした後に軽い連撃を当て、トドメにドールが二体粉砕する一撃を打ち込む。

　ドールは値が張るから一体の破損で済むように加減してやろうとは思わないようだ。そんな部分が気になるあたり、僕も商人らしくなってきているのかも。

　持っているのは木剣だというのに大したものだ。攻撃を繰り出す間だけ身体強化を使うという、変わった魔術の使い方をしている。

　限定的に発動させる事で効果が高まるのだろうか。見ている限りでは、ジンの普段の身体強化よりも攻撃力が高いように感じる。

　しかし、あいつは今日この日まであんな特殊な使い方をしてなかった。

　……ミスラ、あるいはダエナとの試合で何かを掴んだ？

　この日のための秘密兵器、とは考えにくいしなあ。もしそうならミスラとの一戦で使っているだろう。ミスティオリザードとの模擬戦でも見た記憶がないし。

　まあ、変態的なセンスって事で納得するしかないか。

　まったく、優秀な生徒達だ。戦いの中で、着実に成長しているんだからね。

　個人戦で残っているのは戦士部門と術師部門の決勝戦、そして両部門の優勝者による覇者決定戦だけ。総合優勝者は覇者という背中が痒かゆくなるような称号をもらえるらしい。

　まだそれぞれの優勝者は決まっていないけど、ここまでの圧勝ぶりを考えれば戦士部門がジン、術師部門はシフで決まりだろう。

　……覇者になるのはシフかな。

　愛娘が「覇者」なんて呼ばれるのをレンブラントさんが喜ぶかどうかは別にして、自分の生徒が総合優勝するのは僕としては嬉しい。

　戦士部門も術師部門も僕の生徒が大会を席せっ巻けんした。術師部門はアベリアとイズモを相手にして完勝したシフがまさに海内かいだい無む双そう。

　二回戦でシフと対戦したイズモもいい線いってたんだけどなぁ。

　開幕後、すぐにシフが土の精霊術で石壁を自分の周囲に展開。イズモはまずその壁を壊さなくてはいけなくなった。

　石を自在に操る事が可能な土精霊の力のおかげで、シフは石壁に囲まれながらもイズモに対して正確な攻撃を加える事が可能であった。地味だけど凶悪な、文字通り地の利。

　……善戦したな、イズモ。

　石壁がどんどん再生してもめげない根性は、評価に値すると思うぞ。

「ふむう、シフは凄まじく有利な状況ですな。ツボにはまるとは正にこのような状況を言うのでしょう。ジンが勝つ見込みは……」

「ありませんわねえ。剣圧をある程度の威力で飛ばせるなら勝負のやりようもありますけど、出来たとしてもこのルールでは攻撃魔術と看み做なされて反則扱いされそうですし。場外の活用も不可。更に戦士側の遠距離攻撃がかなり制限されるこの状況ではシフの属性は圧倒的に有利ですわ」

　巴も澪もシフの勝利で決まりだと思っている。

　状況を味方につけられるとは、勝ち組の持つまこと恐ろしい能力だね。

　悲しい事に、誰も部門別決勝戦について考えていない。

　シフの相手は、それなりに硬くて一撃のある術砲師台だ。

　何の問題もない。

　砲台が弾を発射する前に勝負は終わる。

　ジンの相手は、ホープレイズ家の次男様。

　試合を見たところ、驚いた事にそこそこやれる子だった。

　明らかに他の者とは格の違う武器を使ってはいるけど、技術もそんなに悪くない。

　僕の生徒以外の体たらくからすれば、彼の力量には好感を覚えた。

　伝統や格式に固執するらしいリミアの貴族にしては戦い方も柔軟で、現実的だ。

　ただのお坊ちゃんじゃなかったんだな。

　ただ、彼が家の蔵くらから出してきたという得物の剣はかなりの業わざ物もの。彼の腕では宝の持ち腐れだけど。

　でも、それだけに惜しいな。

　ジンは多分、叩き潰すつもりだ。

　あいつがここまでの試合で発していた、何かに耐えるような雰囲気はホープレイズとの試合に向けたものだったのだろう。

　自分以外はどうでも良いような事を口にする癖に、あいつは仲間思いだ。

　なんだかんだ言っても自分を頼ってくれる人を見捨てられない奴。それが、ジンだ。

　皆が気合を入れて挑んだ大会なのに、貴族の横槍が入ったせいで、仲間のほぼ半数が一回戦負けになったんだから。

　そんな彼らの無念を背負い、吐き出したい怒りの衝動を必死に堪えてここまで戦ってきたのだ。

　憎き首謀者との決戦で全てを発散するために。

「若？　この後の戦士部門決勝に何か？」

「見るまでもなく結果はわかりますわ。若様、それより次の試合までにおやつでも食べませんか？　お飲み物も追加しましょうか？」

「澪、食べる方は大丈夫。お前が欲しければ買っておいで。試合に思うところはないよ。相手がホープレイズだなあって思っただけ」

　向けられた言葉にそれぞれ答える。

「ああ……リミアの。たかが貴族の次男ごときが、若にちょっかいを出すとは」

「さて、ジンはどう決める気かね。果たして明日からの団体戦にホープレイズ君は出られるのか。それが問題だ、なんてね」

　僕は司会が戦士部門決勝に出場する選手を紹介する声を聞いてステージに視線を移す。

　残り三試合。

　闘技大会一日目もいよいよ終わりが近づいている。





　　　　　◇◆　ジン　◆◇






「勝者、シフレンブラント！」

　戦士部門から行われる予定だった決勝戦は急遽、術師部門から先に行われる事になった。

　ホープレイズの馬鹿が時間稼ぎでもしたのだろう。何かまた姑こ息そくな手を用意しているのか。

　勝者はシフ。ついさっき宣言された通り。

　大会に参加している術師の中でも、あいつの強さは突出している。それに加えて戦っている舞台と精霊魔術の相性が良すぎるんだ。精霊の力が使用禁止ならば、まだ戦い方もあるんだが……。

　シフの対戦相手は俺達よりも学年が上、なんでも卒業後はリミア王国に宮廷仕え兼研究者として内定している気鋭らしい。

　その気鋭様は今、舞台の石畳から首だけ出して半泣きなんだけどな。

　二人は試合前に言葉を交わしていた。恐らく、その内容がシフの気に障ったんじゃないだろうか。

　それも、かなり。

　戦いが始まって少しした頃。シフと対峙した男、髪をオールバックにまとめた自称学園生最大火力殿は、足元にぽっかり開いた落とし穴に落ちた。

　と思ったら首から上を残してその穴はすぐに塞がれた。

　勝敗はあっけなく決まったかに思えたのだが、男のドールは落下の衝撃でわずかに壊れた程度。シフは威力の調整をして、その術を拘束に留めたようだった。

　一瞬で杖も障壁も失い、体の自由をも奪われた彼の視界に映るのは、近づいてくる女の足。

　恐る恐る見上げると、そこには邪悪な笑みを浮かべたシフの顔が……そんな感じだろう。

　右手に持った杖の先端で、左の手のひらをポンポンと叩く。まるで講師が生徒に説明するときの仕草みたいに余裕たっぷりの様子。

　両者の距離が一メートル程に縮まったとき、シフが杖の先端を相手に向けた。

　男もさっさと降伏宣言すればいいものを、何か喚いているだけで降参はしてないようだった。

　あんなのでも一応は先輩だと言うのだから笑える。

　杖の先端にある珠で、男の顎あごをくいと持ち上げ、審判を見るシフ。

「まだ判定しないの？」とでも言いたげだった。

　再起不能なダメージを受けたわけでも、男が敗北を宣言した訳でもないが明らかにシフの勝ちなのだ。とっとと宣言してやればいいのに。

　これ以上やっても、とどめの魔術で相手の心に傷が生まれるだけだ。

　嘆息したシフが目を細める。

　そして、口から漏れる短い詠唱。

　……馬鹿な奴だ。

　復学後のシフを見て、彼女がとどめをさせない優しいお嬢様にでもなったと勘違いしていたのか。

　ギリギリまで起き死し回かい生せいの手段を探っていたのかはわからないが、どちらにしても愚かだ。

　男の目が大きく見開かれる。

　そしてその口が、恐らく降伏を告げようと開かれた瞬間。

　珠に収束した赤い光が、男の目の前に静かに放たれた。

　あれか、と思った。

　当たり。

　男の眼前で熱と炎が一気に炸さく裂れつし、その光が太陽の光で十分に明るい会場を更に明るくした。

　え、えぐい。

　ドールが一瞬で三つ弾け飛んだかと思うと、男の聞くに耐えない悲鳴が響き渡った。

　規模から見て加減はしている。

　でも、ドールを全部ぶっ壊す、か。

　あの魔術はやばい。

　シフがツヴァイさんの接近に対処するために編み出したフレアピラー、火柱を作る術のアレンジ。

　発動地点を地面から少し下に設定し、かつ発動までに一瞬の溜めを作り爆発力を増加、相手の足元から斜め上方に噴き上がる炎と、溶けた土や石の奔ほん流りゅうを発生させる。

　あんなものを目の前でやられるなんて拷問と変わりない。

　やっぱり、あの女の本性は変わっていないと再認識した瞬間だ。

　先生も感じる所があったのか、何やらぼそぼそと呟いていた。

　継続時間はごく短く、男の悲鳴が消える前にその炎は消え去っている。

　迫力満点の魔術を目の当たりにしたからか、客席は大歓声に包まれている。

　男は頬に火傷やけどを負い、髪の一部を焼かれていた。

　ガタガタと震えている様さまからは、試合が始まる前の自信など欠片も窺えない。

　あの程度の負傷なら控え室で治療を受ければ容易たやすく治るだろう。跡も残らないはず。

　ただ、心に負った傷は尾を引く気がする。

　審判がシフの勝利を宣言した後、彼女は生首状態の男の眼前で膝をついた。

　か弱く見える細腕が首に添えられる。

　そのままシフが立ち上がるのに合わせて埋まっていた男が何事もなかったように持ち上がり、女子生徒が男子生徒を片手で持ち上げる奇妙な絵が完成する。

　怯えた顔でただただ立ち尽くす敗者には以後目を合わせる事もせず、シフはそれぞれの方向から観戦する客に向けて何度かお辞儀をして舞台を後にした。

「お見事」

　俺は控え室に戻ろうとするシフに一声掛ける。

　あんな圧倒的な試合では対策も思い浮かばない。

　素直な称賛だった。

　覇者、出来れば取りたいんだけどなあ……。

「ありがとう、ジン。もっと早く決めても良かったんだけど、彼、明日はホープレイズのチームみたいだし。ちょっと脅かしちゃいました」

「ちょっと、じゃねえだろ。流石のシフもこのトーナメントにはお怒りか？」

「……ご想像にお任せします。でも、戦士部門にいる貴方が羨ましい、と言っておきますね。ジン、わかっていると思いますけど」

「ああ、勿論だ」

「良かった。もっとも、お金の力や権力が時にあれほどの醜しゅう悪あくを引き起こすのだという事には、私も多々自じ省せいする所はあるのですけれど。……なら私は安心して覇者になるべく作戦を練っていますね。見ておりますから、ご武運を」

　シフはなぜか残念そうな顔をして俺との会話を終え、控え室に続く廊下に消えていった。

　ホープレイズにかつての自分を重ね、自己嫌悪でもしているのだろうか。

　……まあ、以前のシフは今のホープレイズと大差ない感じだった。

　決して口には出さねえけど。

　シフが自分でホープレイスをぶっ倒したい気持ちはわかる。でも、それは戦士である俺の役目だ。

　ミスラとダエナを倒し、この場所に自分がいる事の意味と重圧をひしひしと感じる。直接は戦ってないけどユーノの分も。

　ライドウ先生の講義を共に受けている仲間みんなの気持ちを背負って、俺は戦うんだ。

　だから……さ。お前のやりようってのが気に入らないんだよ。

　──イルムガンドホープレイズ。




「ジン、ジンロアン！　決勝を始めます、急ぎなさい！」

　係の人が俺に呼びかける。

　そうか、時間か。

　やっと、あいつとやれるんだな。

「……すぐに行きます」

　身を翻ひるがえして、自分が入場する側の廊下へ急ぐ。

　まっすぐ続く廊下を歩いていると、見知った幾つもの気配を近くに感じた。

　識さんとアベリア、ミスラ、ダエナ、ユーノ、イズモ。

　卑怯な事をされてないか周囲を警戒してくれているんだろうか。

　試合前に顔を出さなかったのはそういうわけだったんだな。

　最近、時々こういう事がある。

　極度に集中しているとき、周りの様子が何となく感覚で掴めるんだ。

　良いね、調子は最高だ。

　廊下を進み、外に出る。視界が一気に明るくなった。

　客席を見回す。

　上の方には先生と、側近のお二人。

「先生、見ていて下さい」

　意気込みを静かに、誰に向けてでもなく呟く。

　目の前には戦いの舞台。

　さっきの術師決勝戦の興奮がまだ残っているのか、観客の熱気は既に最高潮。

　踏みしめるように舞台への階段を一歩一歩進み、ついに上がる。

「ジンロアン。試合時刻は厳守しなさい。減点します」

「……すみませんでした。気をつけます」

　別に良い。

　減点など、判定にならなければ関係ない。

　視線を奴に合わせる。

　……この卑怯者め。

　明日の団体戦出場に響くほど痛めつけはしない。

　明日から二日、団体戦で俺達の引き立て役をやってもらわないといけないからな。

　──ドールを一体でも壊したらそれで終わってしまう。三体全て壊すと、あいつにダメージが通って何を言われるかわからない。

　これまでの数試合で練習は済んだ。

　きっちり二体、壊して終わりにしてやる。

「ん……？　おいおい、これは俺の家に伝わる由ゆい緒しょある武具だ。このような格式ある場所や戦場へは必ずこの装備で出向くのが我がホープレイズ家のしきたりなのだよ。だから、そんな目で文句を言われても困る。ルールでも認められているのだからな」

　俺の視線に気づいた奴が、生意気な顔で何か言っている。

　無言で睨にらんでいたからか、何か不満があるように思われたのかもしれない。

　が、それはまったくの見当違いだ。

　別に、お前の装備が準決勝までより更に強力になっていようとどうでも良い。

　その準備のための時間稼ぎで試合が後回しになったのも、どうでも良い。

　俺はただ、お前をどう終わらせるかを考えていただけだ。

「文句を言うつもりはない。良い試合にしよう」

「……気に食わんな。早々に勝負を諦めて来賓の皆様を退屈させるなよ。ライドウの講義を受けているのが、お前の不運だったと思って必死に足掻け」

　来賓。

　そうか、そんなのもいたな。

　例年なら俺も、必死に彼らや各国のスカウトの目を気にして戦っていただろう。

　今はもう、どの国の誰が見ていても気にならないけどな。

「お互い全力を尽くそう」

　本音を隠し、言葉だけは礼儀正しく応じる。

　それが澄ましていると思われたのか、奴の両手、とりわけ右手が一層強く剣を握るのがわかった。

　審判が奴からの合図に頷くと手を大きく挙げた。

　ははは、完全に買収されているのかよ。

「それでは！　イルムガンドホープレイズ対ジンロアン！　ロッツガルド学園祭闘技大会、個人戦戦士部門の決勝戦を始めます!!」

　不思議だ。

　目の前には見る事さえ稀まれな凄い装備に身を包んだ、秀才と名高い先輩がいる。

　だというのに、普段の制服に木剣一本を手にした後輩である自分はまったく恐くない。

　蒼あおい鱗うろこのリザードマンとの戦いの日々がそうさせるんだろうか。

　それとも、レベル70を数えるホープレイズに対して、俺のレベルが90を超えているからなのか。

　剣を持つ右腕を前に出して、半身に構える。

　重厚なプレートアーマーを着込んでいるとは思えないほど軽やかな動きで、イルムガンドがこっちに向かってくる。

　武具の全てに重量軽減か身体強化かの付与魔術がかかっているかのようだ。

　だが、動きが素直すぎる。

　両手で大きな剣を振りかぶって上段から振り下ろす狙いがありありとわかる。

　遅い。

　コマ送りのように感じる。

　気合の声と一緒に振り下ろされる、煌こう々こうと光る大剣。

　避けようかとも思ったが、すぐにその考えを改めて一歩前に出る。

　せっかく両手で持っているのにあの大剣、ほぼ右手だけで支えている。

　左手は添えているだけだ。

　木剣を下から打ち上げて、大層な篭こ手てを付けた奴の右手に叩きつける。

　俺の狙い通り、見た目だけは両手で握った大剣を手放して落とした。

　静まり返る場内。

　あえて背を向けて少し距離を取り、再び奴に向けて木剣を構える。

　追撃はしないし、してやらない。

　俺の意図を察したのか、剣を持ち直した奴の表情は、早くも怒りに満ちている。

　おいおい、相手に自分が冷静じゃない事を伝えてどうするんだよ。

　隠せよ先輩……俺みたいに。

「……」

　まあ、恥をかくのは嫌だよな。

　お前の国の王も、親類も見ているであろうこの試合で。

　トロトロと身体強化の術を詠唱している。いいだろう、かけ終わるまで待ってやる。

　やっと術をかけ終え、イルムガンドが攻撃の構えをとる。

　なんだ、もう得意技の出番か？

　……引き出しの少ない奴。

　おっと。そうだった、さっきの一撃。

　ドールの破損は……見た目には殆どないな。

　あってもヒビがどこかに入った程度か。

　随分と防御効果の高い鎧を用意したもんだ。

　身体強化後の低い姿勢からのダッシュ、相手を剣の間合いに入れた瞬間に必殺の横よこ薙なぎ。

　前情報通りの動作でダッシュしてくるイルムガンド。

　俺は奴の情報なんてそれほど熱心に集めちゃいない。

　なのに、得意な攻撃から必殺のパターンまで次々に聞こえてくる。

　隠そうとしていないのだから、当然でもある。

　移動するためだけのダッシュ。攻撃と連動していないため、やろうと思えば幾らでも接近を妨害できる。本当に隙だらけだな。

　悠ゆう長ちょうに近づいてきてからようやく攻撃へ展開。遅すぎる。

　身体強化するまでもなく回避できるな。

　ライドウ先生の講義を受けていくうちに磨いた、戦闘中の思考能力。

　これのおかげで、今の俺には相手の動きが遅く見えるのかもしれない。

　やっと迫ってくる横薙ぎの一撃。

　その大剣の腹に俺は全力で木剣を打ち付けた。

「っ!?」

　またも地に落ちる剣。

　良い剣なんだろうけど、使い手がこいつじゃ何の意味もない。

　奴は剣を持っていたはずの両の掌を、その場で上向けにして震わせていた。

　……衝撃で痺しびれて、また剣を落としたのか。

　呆然としているイルムガンドの顔に、かなり加減して木剣の薙ぎ払いをお見舞いする。

　ドールが衝撃に揺れ、その顔面が大きくひび割れる。

　まだ試合は終わっていない。

　俺はもう一度、奴から距離を取り、剣を構えて待つ。

「──ッ！　審判!!」

　片手で顔を押さえながら審判を呼びつけ、もう一方の手で俺を指差して怒鳴るイルムガンド。

　……剣士なら、まずは落とした剣を拾えよ。

　それを聞いて、何度か頷く様子の審判。

　今度はなんだ。

　まさか、素手でやれとでも言うのかね。別にこっちはそれでも一向に構わないが。

「ジンロアン。先程から相手の出方を窺う待ちの姿勢ばかり見受けられます。己の力を出し切って、積極的に攻めるように」

　何を言い出すかと思えばそんな事か。……そろそろ潮時だな。

「わかりました。もう終わらせます」

「っ!?」

　俺の殺気が一気に濃くなったのを察知したのか、慌てて剣を拾い、立ち上がる。

　鍛えてなお、白さが自慢だったらしい肌は酔っ払ったみたいに紅潮していた。

　……さあ、最初で最後の本気といこう。

　ボッコボコにしてやるのは団体戦のときだ。

　個人戦でも団体戦でもしっかり恥をかいてもらうために、今回はこのへんにしておいてやる。

　大体、俺だけで再起不能まで追い込んだら、後で皆に何を言われるか。

「ジンだったな！　ジンロアン！　貴様、貴様許さんぞ!!　なっ──」

　審判の開始のジェスチャーを確認した後、俺は初めて自分から前方に駆けて間合いを詰める。

　ただそれだけなのに、イルムガンドの口から吐かれる脅しは中断され、驚きょう愕がくの声が漏れた。

　慌てて剣を構えるイルムガンドに、俺は剣の間合いより内側に入り込んで鎧に守られた腹に蹴りを食らわせる。

　鎧に守られているため、肉体へのダメージはない。しかし、衝撃は伝わるため奴は後方に吹っ飛んで尻餅をついた。追撃を浴びせるためすぐさま追いかける。そしてその頭に上段斬りを放つ。

　ところが、イルムガンドが頭を守るよう反射的に掲げた剣によって攻撃が遮られてしまう。このまま斬り込むと木剣は真っ二つだ。

　咄嗟に上半身を引いて剣の軌道を手前にずらし、奴の剣と打ち合うのを避ける。

　奴の前方で上段斬りを刺し突とつに変化させる。

　両手を挙げてがら空きになっている顔面を狙った突きは綺麗に決まり、イルムガンドの頭が後方に大きくのけぞった。

　イルムガンドの二体目のドールの頭部が弾け飛ぶ。

　だが俺は構わず、まだ伸ばしきっていない腕を前に出して突きを完成させる。

　奴の後頭部が石畳にのめり込んだかと思うと、舞台が大きくひび割れ、低く鈍い音が場内に響いた。

　イルムガンドの三体目のドールが、爆発した。

　舞台の上で無様に大の字になって倒れたままのイルムガンド。その額ひたいからは血が流れている。

　誰の目にも勝敗は明らかだ。

「審判、ドールは三つとも壊れましたが」

　冷静にそう問いかける。

　……やりすぎた。

















　ドールを全部壊した挙句、あいつの額を少し割ってしまったようだ。

　幸い、この場の治療で治る程度の浅い傷だ。団体戦を欠場するような深刻なもんじゃない。

　ちゃんと、出てこいよ？

　これだけコケにしてやったんだ。

　団体戦ではもっと姑息な手段を使って復讐してくれるよな？

　──イルムガンドホープレイズに恥をかかせて圧倒して勝つ。しかし、過度に負傷させない。

　所期の目標は達成出来たと思う。

　識さんと先生からの感想がもらえると嬉しいんだけどなあ。

　戦士部門優勝者として自分の名が呼ばれる中、俺はそんな事を考えながら舞台を後にした。





　　　　　◇◆◇◆◇






　今年の覇者は予想通りシフだった。

　開始早々舞台上をゆるめのセメント状に変えられてしまったら、ジンにはどうしようもない。機動力なんてがた落ちだ。

　その上シフ自身は沼みたくなった舞台を自在に動けるんだからなあ。

　サーフィンにでも乗ってるみたいに表面をスイスイ滑ってた。

　ロナさんが扮ふんしていたカレンが僕の講義で使ってた、デムレイとかいう爆発するビームみたいな術。あれをシフが使ってみせて、しかもそれをジンが躱かわすでもなく魔術の付与を施した木剣で真っ二つに切り払った時は思わず唸ったけど……ジンの見せ場はそれくらいしかなかった。

　巴と澪は面白い事をする、とか言ってたな。

　アベリアがシフの術の軌跡を変えてみせた時も同じような様子だった。

　多分、二人にはジンやアベリアがやってみせた芸当が自分にも出来る技術に見えているんだろう。

　正直僕が習得しようと思ったら結構な苦労がありそうな気がする。少なくともちょっとやってみた、で出来るとは思えない。

　シフが術師部門の決勝で使ってみせたフレアピラーのアレンジは、今回は出番がなかった。

　彼女が初めて使ったのを見た瞬間、密かに僕が某有名格闘ゲームの必殺技と重ね合わせた術。

　思わず口から技名が漏れちゃったんだよな、あれは衝撃的だった。

　絵面もそうなんだけど、接近された時の対処として用意した術というよりは、接近して叩き込む技、いや術だ。

　シフは出来るだけ遠距離で完封する戦いを目指している様子が窺えただけに本当に意外だった。

　魔術である以上、発動地点をずらしてみたり、発動を時限式にしたりすればアレンジは幾らでも利くし使い道はかなり広そうな術だと思うんだけど、シフはまだそこまで考えていないようだ。

　凄い要塞になりつつあるな、シフは。

　それに……。

　巴と澪が耳聡く僕の独白を聞きつけて、何やら目をキラキラさせて術の様子を思い返して呟いていたのが、微妙に嫌な予感をさせてくれた。

　いや、お前らが使うような術じゃないと思うぞ？





　　　　　◇◆◇◆◇






　暗い部屋。目をこらせば猛獣が暴れたかの如く室内が荒らされているのがわかる。

　寝台に腰掛け、貧乏ゆすりをしながらぶつぶつと何事か呟く男。額には痛々しい生傷。

　数刻前、彼のもとに報告しに来た者がいたが、用を済ませるとそそくさと部屋から出て行った。

「……わかっている、迷ってなどいない。……全部、わかっている……俺を、俺を誰だと思っているんだ!!」

　一際大きくなった声が部屋に響く。

　祭りの夜の喧けん騒そうも何一つここには届かない。

　俯うつむいた男の声は夜通し止む事はなかった。
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「すまん、ライドウ殿。力が及ばなかった」

［気になさらないでください］

　生徒の健闘を労ねぎらった後、商会に戻った僕を待っていたのはレンブラントさんの謝罪だった。

　どうやら商人ギルドからの呼び出しは僕絡みの案件だったらしく、結果は芳かんばしくなかったらしい。

「商会としての活躍以上に、君は注目されている。恐らく、一個人、一組織などという規模じゃない。どうやら国が動くレベルらしい。それも複数が」

［国、ですか。妨害されるような心当たりはないのですが］

　関心を持っている国はあると思う。でも、目に見えて妨害を仕掛けられる覚えはないんだけど。

「関心を持たれているだけで、十分なのだよ」

　レンブラントさんは僕の心を読んだように話し始める。

　どういう意味だろう？

「どこかの国がクズノハ商会に、またはライドウ殿に、関心を持っていて彼らの情報を得たいと考える。国のそうした動きはね、思いの外ほか早い段階で我々商人に伝わるのだよ。国の役人は城に出入りする御用商人も情報源にするからね。そして国の御用聞きをするような立場であっても商人は商人だ。商人同士の横の付き合いというものから情報は広がっていく。速度の差こそあれ、ね」

　うん、その理屈は何となくわかる。懇こん意いにしている、国の用を聞く商人がいれば情報収集の一環で話を聞いたりもするだろう。そこからギルドなり個人的な付き合いなりのネットワークを介して商人間に話が伝でん播ぱするのは想像に難かたくない。アイオン王国のように、商人自体が諜報活動を担う事もあるようだし。

「ここまではまだ良い。だが、問題はここからでね。情報を得た商人は、時にそこに自身の意向を反映させるんだよ。たとえば、私がリミア王国の政務に携わる方と懇意にしているとしよう。その彼が、ライドウという新人商人の事を何か知らないか、と言ってきた。そこで私は彼に『そういう話でしたら、私の方から商人ギルドに色々調べてもらうよう話してみましょう』という風に答える。なぜだかわかるかね？」

［……レンブラントさんが顧客のために調べてあげようと動く、という事ですね］

　僕の見解にレンブラント氏は笑みを浮かべる。

「違うよ。この場合、私はリミアのために動くのではなく、自分のために動くのだよ」

［え？］

「たとえ話の中での私は、リミア王国と太いつながりを持つ自身の既得権益が君によって脅おびやかされる可能性を想定したのだよ。そこで『リミア王国がライドウに興味を持っている』というだけの話を『リミア王国がライドウという商人の存在を不審がっている』という風に改変して、ギルドを通じて流る布ふし、新たな商人の台たい頭とうを妨害する……。こうした事は意外と横行しているものだ。国に使われるだけじゃなく、彼らを自分の利益に利用する。まあ、私もやっているからあまり他人の事を言えた立場ではないが」

　……ええと、結構えげつない事しているんですね。

「商人ギルドとしても特定の国から危険視されている可能性のある商会を野放しには出来ない。多くの声が集まれば、特にね」

［クズノハ商会は多くの国に関心を持たれ、かつ、この街の同業者にはよく思われていないと］

「全てではないだろうが、そういう連中も少なくないだろうね。つい最近も神殿から君について何か言われたと聞いた。発ほっ端たんが本当に神殿だったかどうか怪しいものだがね。神殿とて商会から献金を受けているから彼らの声を無む下げには出来ない。商人による多少の情報の誇張には目を瞑つむるだろう。そちらについては、私は意図的に距離を置いているから疎うといが。……ツィーゲはあの通り、神への信仰という点では少し問題がある街なのでね」

［同業者とは上手く共存していきたいのですが、難しいですね］

「仲間とはいえ、利益を奪い合う関係でもあるからね……私とて、ギラついていた時期に君が近くで開業していたら、何か手を打とうとしただろう」

　そういう、ものなのかな。

「覚悟を決める時期かもしれんな。同業者との競争にしても、早めに決着をつければその分再起も容易だ。幸いこの都市は周りに衛星都市がいくつもある。機会はそれなりにあるさ。もっとも、君が負ける側になるとは思えんがな」

［ご忠告、ありがとうございます］

「偉そうな事を言っておいて大して力になれなかったんだ。礼など言われたら困るよ。娘は闘技大会で大きな怪我もせず、覇者という最高の結果を出せた。君には世話になりっぱなしだ」

［彼女の実力ですよ。明日の団体戦はぜひ観戦にお越しください。私は行けそうにないですが］

「……商人ギルドでは君の商会の流通経路について、厳しく問い詰められるだろう。魔族との関わりまで疑われているらしい。何らかの証を立てておくか、相応の罰則金を用意して金で事を収めるか、何にせよ対策はきちんとしておくべきだよ。必要であれば、レンブラント商会の名を出してもらっても構わない。ツィーゲでは軒先を貸りる間柄であるし、いろいろと便宜を図ってもらっているといえばその場は切り抜けられるだろう。他にも私に出来る事が──」

　証ね。立てようがないな。巴か識に暗示をかけてもらう手があるけど、根本的な解決にはならない。

　それよりも、うちの商会の流通経路か。

　黄金街道どころか、普通の街道さえ利用してない。亜空を経由した、途中一切妨害されない手段。

　転移を利用した輸送は一般的ではない。成功率が低いからだ。

　そこに成功率百パーセントの転移輸送をしていますなんて言えば、技術、ここだと転移の術の詠唱の公開と共有を求めてくるに決まっている。そりゃ、国が出てきてもおかしくない。

　やっぱり、やるしかないかな。

［十分良くして頂いていますよレンブラントさん。大丈夫です、後は我々で］

「そうか。余計な心配だったね。では失礼するよ、娘が休む前に一言労ねぎらっておきたいんだ」

［お気をつけて。おやすみなさい］

「ああ、君もな。おやすみ、ライドウ殿……まあ、若いのだから何事も経験、だな」

　シフを讃たたえ、ユーノを慰めるためにレンブラントさんが帰っていった。ん、最後、背を向けてぼそりと何か言ったような……？　まあ、いいか。

　労うって言ってたけど、明日は団体戦だし、シフとユーノはもう休んでいるかもしれないな。その場合は起こすんだろうか。それは止めた方が良い気がする。

「……ライム、いるね」

「へい」

　時代劇の隠おん密みつみたいに、ライムが物陰からすっと現れた。

「一応、レンブラントさんの帰宅を見届けて。もし不穏な気配があるようなら、一晩誰かと交代しながら彼の警護をして欲しい」

「わかりやした」

　識とアクアには生徒の事をお願いしてある。

　……やれやれ、商売とは違う所で皆に仕事を頼んでるなあ。
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　待たされる事なく、僕は「代表室」と書かれた部屋に通された。

　商人ギルドでは、各支部の長は代表と呼ばれている。

　商会設立の際、申請者を代表とするのもここから来ているのかもしれない。あるいは逆か？

　呼称なんてどうでもいいけどね、特に今は。

　案内してくれた受付の青年は部屋に入らず、一礼して去っていった。

　中にいたのは、立派な椅子に腰掛け、豪勢な机に肘をつく代表らしき人物が一人、とその護衛が二人。護衛、と言ったけど、もしかしたら副代表的な役職の人かもしれない。漂わせる雰囲気が用心棒を感じさせるからそう思っただけ。

　この街に来てそれなりになるけど、これまでに商人ギルドの上層部となんて会った事がない。

　用があって来る事はあっても、大体受付で完結するから、こうやって奥のエリアまで来るのが初めてだった。

　もしそれより上と話が必要な時も、幹部というより中間管理職っぽい人が相手をしてくれるのみ。何人かと会ったけど、名前を覚えている人はそんなにいない。

　それだけ、面倒事として認識されているんだと思うと気が重くなる。

「よく来てくれた、ライドウ殿。座ってくれ」

　座っていた代表は自分の椅子から立ち上がりながら僕に着座を促す。

　一応彼がこちらに来て、応接用のスペースで僕が先に座るのを待ってから彼が着席した。

　対面する配置でソファーが二つ。間に机が一つ。

　深く沈み込み、かつ快適に身を支えてくれるソファー、透明ガラスの天板に、細工の施された脚が付いた机。

　どちらも見た感じ、かなり高価な印象。

　この世界ではガラスは高級品だ。

　水晶みたいな希少金属を加工して作るため、それに見合ったお値段となっている。

　つまり、僕が知っているそれとは、名前が一緒なだけの別物に等しい。

　安価な地球のガラスを作れば、いい商売になるかもしれないな。

　それにしても──。

　僕の仕事部屋とはえらい違う雰囲気だ。

　簡素な机に応接スペースも最小限、こんな風に高価な品を使って絨毯を敷いていたりしない。

　来客を考えてもう少し気を遣うべきかもなあ。

　でも、相手を萎縮させるのも何だし。

　おっと、さっさと話を進めよう。

［お呼びとの事でしたが、私にご用件とは？］

「……ああ、会話が出来ないんだったな。〝はじめまして〟、私が商人ギルドロッツガルド支部をまとめている、ザラハーディスだ」

［ライドウと申します。お会い出来て光栄です］

「……今回は少々残念な話をせねばならないのだがね」

　彼、ザラさんはやや顔をしかめつつ僕を見た。

「本題に入る前に、まず聞いておきたい。君がロッツガルドを訪れ、もうだいぶ経つ。店舗の開店も済んでいるな」

［はい。おかげさまで］

　対面に座る彼が僕の返答に、言葉を止め、目を閉じた。

　小さく漏れる吐息。

　……僕の容姿への嫌悪も少しはあるかもしれないけど、なんだ？

　それ以上に僕に対して不愉快に思ってる事があるみたいだぞ？

「それで、何故これまで私に面会を求めなかった？　普通に考えるならば、ギルドに所属する商人が拠点とする街で店を開く際、ギルドの代表に挨拶するのが当然だと思うが？」

［実は、何度かご挨拶に伺おうとは考えておりましたが、こちらのギルドはどなたも多忙で、約束を取り付けようにも一月は待たねばならない状況でした。こちらも何かと立て込んでおりましたので、落ち着いてから面会のお約束をさせて頂こうかと］

「面会の予約など、何度か手続きでギルドに来た時にでも出来たと思うがね……それも予約自体は君自身がやる必要などない。従業員として使っている者なら別にヒューマンでなくとも手続きは出来る。何より君は……いや」

［何でしょうか？］

「……いい。で、落ち着いて、という事は学園祭が終わった頃にでも予約を申し込むつもりだったと、そういう事でいいのか？」

　ザラさんの表情が心なしか険しくなった。

　いい雰囲気じゃないな、これ。

　挨拶が後回しになってた事でだいぶ機嫌を損ねているみたいだ。

　何か僕特有の理由を言いかけたようだけど、なんだろう？

　思い当たる理由がない。

　講師もやってるからやる事が多すぎて、細々した案件が抜けてしまっていたのは反省だな。

［はい。ご挨拶が遅れ、申し訳ありませんでした］

「随分と機を逸した謝罪の言葉だな。……ふぅ、まあ事情は汲もう。学園の講師もやっているそうだからな、君は。さぞ忙しかろう」

［いえ私が未熟でした。事情をご理解頂き、本当にありがとうございます］

「では、ギルドの定例会においてクズノハ商会の出席者が毎回従業員で、代表の君が出たのは一度きりというのも、忙しさ故か」

［実務を私同様に把握している識という従業員がおりまして、彼に出てもらっておりました。まだ店も開いたばかりですし、恥ずかしながら仕事に追われ、私自身はあまり出席できていませんでした。重ねてお詫びします］

「……。近隣の商会の代表との寄り合いにもさして参加してないようだが？」

［残念ながら、店の機密を探ったり価格について談合じみた話し合いを行う、あまり好ましくない場でした。私としては自身の努力でお客様に提供できる最高の品を、限界の安さで提供したいと考えております。彼らと関わりを深くしても得るものがありません］

　ザラさんにも釈明した通り、ギルドの定例会は必ずしも代表が出席する必要はないし、区域の寄り合いは談合会議とさして変わらない場だった。はっきり言って、無駄な時間だと思っている。

　勿論、定例会の議題については識から報告を受けてはいるけど。

「得るものがない、かね。……そうか、わかった」

　代表がソファーに置いていた資料を机の上に載せ、僕を改めて正面から見据えた。

「君に関する幾つもの疑惑がギルドに寄せられている」

［疑惑、ですか］

「そうだ。普通、学園祭の期間にはこうした問い合わせは減るもんなんだがね」

［そうなんですね］

「……ああ。だが今回、四大国のリミア、ローレル。それ以外の諸国からも数件。各商会ギルド代表を通して、国からの命によってクズノハ商会が扱う品物やその流通について詳細な調査を要求された。中には極めて危うい意見も──」

［極めて危うい意見？］

　穏やかじゃないな。

　ただでさえ僕を見る目がきつい代表が、更に眉間に皺しわを寄せる。

　言葉を遮るのもどうかと思ったけど、思わず尋ねてしまった。

「……クズノハ商会は、品物の調達と流通手段に……魔族の協力を受けている。つまり君が魔族と手を結んでおり、ヒューマン全てを裏切りながら利を貪むさぼっていると、そういう意見だ」

　レンブラントさんの言っていた通りだな。

［心外です。我々はヒューマン社会の原理に則のっとって、真っ当な手段で商売をしております。誓って魔族に商会活動の援助などしてもらっておりません］

　商いに関して、魔族とのつながりがない事はこの場ではっきりと伝えておこう。

「恐らく、事実はそうだろうな」

［え？］

　代表がぼそりと小さく呟いた言葉に僕は反応する。どういう事だ？

「……品物については、何故かはわからんが神殿からその品質と製造方法は保証すると連絡があった。意見を寄せた商会の者も、この件を伝えたら品物については意見を取り下げた」

　僕の疑問の声は無視され、彼の言葉が続いた。

　神殿。

　この前のあれか。

　となると、あの色っぽい声の司教さんはちゃんと約束を守ってくれたわけか。

　ヒューマン、とりわけ女神に関わる連中は信じてないんだけど、約束が守られていた事に少し安心した。

「問題は流通の方だ。ギルド直営の市場にて原材料を購入しているのは我々も確認している。ただ……クズノハ商会の仕入れ用と思われる荷車や馬車の類の通行記録が、どこの街道でも確認できないのだよ。いったい、どんな経路を使用しているのかね？」

　レンブラントさんから事前に話を聞いていたとはいえ、対面して問われるとドキッとしてしまう。

　でも亜空の話をするなんて絶対に出来ない。ここはなんとかごまかそう。

［……仰る通り、ギルド直営の市場にて原材料その他を調達させて頂いております。調達した品物を運ぶ経路に関しましては、他の商会と同じように街道を使用しておりますが、ツィーゲで懇意にしていただいておりますレンブラント商会の荷車や馬車をお借りしているのです。そのため、クズノハ商会名義での通行記録がないものと思われます。……お恥ずかしい話ですが、立ち上げて間もない商会ですのでいろいろと便宜を図って頂いている次第です］

　レンブラントさんの名前を出す。これで切り抜けられるか？

「……なるほど。経路についてはわかった。しかし、これはどうだろう？」

　代表はそう言って、胸元から一枚の紙を取り出して机に置く。

「これは、市場が君らに売った原材料のリストと、実際にクズノハ商会で販売されている商品に使われている原材料のリストを比較したものだ。市場で購入していない原材料が多々使用されているのが一目瞭然ではないかね？　中には入手がかなり困難なものも含まれており、立ち上げたばかりの商会にはおよそ似つかわしからぬ行いだと感じているよ。市場以外にも何か仕入れの手段があるのは明白だ。……こうした調査結果から、我々は君の商売に魔族が一枚噛んでいるのではないかと考えているのだが──」

　……。

　こんな事まで調べていたのか。正直、考えていた以上だ。

［そのような調査がされていたなど初耳です］

　とにかく相手の発言を一度断ち切って落ち着きたい。

「……看過できぬ意見が寄せられている以上、ギルドも動かねばならん。疑惑の内容を鑑かんがみたうえで、内偵というかたちを取らせてもらったわけだよ。君らへの苦情が表立って増えたのは最近だが、前々から不穏な情報はもたらされていたからね」

　なぜ、当事者の話を聞かずに物事を進めようとしているんだ。

　自身に後ろ暗い部分があるのは認めるけれど、勝手に調べられるのは心外だ。

［……一言頂ければ、調査にご協力できました］

　怒りを可能な限り抑えて絞り出す。

　代表はそんな僕の態度を鼻で笑い、そこで態度を変えた。

「協力だと？　我々ギルドがなぜ嫌疑のかかった者にわざわざ協力を要請せねばならないのかね？　君の商会がクロかシロかはギルドが調査をして判断する事だ。容疑者が提供する情報に価値などない」

［調査に協力して、自身の疑いを晴らしたいと思うのは当然の考えではないでしょうか］

「……君は甘いよ。よくそれで商会を運営できるな。立場や状況に合わせた、適切な振る舞いがなぜ理解できないのかね？　こんな素人が順調に商いをしている、いやそのつもりになっているなど、驚きだよ」

　……。

　なんでここまで言われないといけないんだ。間違った事を言ったか？

　このまま話していても埒らちがあかないし、怒りも収まらない。単刀直入に聞いてみるか。

［率直に伺います。私に、何をしろと言いたいのでしょうか？］

「……なんだ、一応振る舞い方がわかっているではないか。よし、本題に入ろう。君の流通手段を知りたい。そしてそれを即時ギルドに提供し、共有する事を約束して欲しい」

　流通手段を聞きたい？　そしてそれを差し出せ？

　僕が呑めるはずない条件をあえて出してきて、金をせしめようって魂こん胆たんなのか？

［……お金で解決する手立てはありませんか］

　とりあえず提案してみる。レンブラントさんも罰則金がどうたらって言ってたし。

「金で、か。勿論可能だろう。商人の世界において、金で解決出来ぬ事などない。ただ、それが今の君にとって現実的な解決手段になり得るかどうかは別の話だがね」

［流通手段の技術については生憎あいにくと共有出来る代しろ物ものではありませんので、お金で解決したいと思います。幸い、商売が順調ですので、ある程度まとまった金額は用意できるかと］

「……お前、本当に商人に向いていないな」

　代表の目つきが変わる。

「っ!?」

　僕への明確な侮ぶ蔑べつの念が、隠される事なく代表の表情に浮かんだ。

「今、お前は最初隠そうとした流通手段の存在をあっさり吐いた。つまり、嘘をついた分だけ余計に信用を損そこなったわけだ。何も得のない、ただの損。まともな商売人なら、そんな真似はしない。更にそのあと、金で解決できないか聞いてきたな？　それも有り得ない悪手だ。お前に苦情を寄せた商会がどの程度の規模なのかちゃんと理解しているのか？　俺は言ったはずだぞ、国の命を受けた商会の連中からだと。影響力も資金力もクズノハ商会とは桁けたが違う。そんな商会連中相手に金で解決？　設立して間もない商会が？　商会の規模に見合わない金を持っていますと宣言しているようなものだろう。まったく、判断力も理解力もまるで足りない。お前は無能で、運がいいだけの子どもだよ」

　絶句。

　一気にまくし立てられた僕は、彼の言葉にただただ驚いた。

　荒々しく、攻撃的な雰囲気を纏った代表が嫌な笑いを浮かべた。

「何を呆けてる？　体たい面めんを取り繕うなんてのは出来て当たり前だろ？　じゃなきゃ商売の世界でやっていけるか。……ったく、あのレンブラントがわざわざ辺境のツィーゲから出で張ばってきてまで口を出してくるからどれほどの器量の持ち主かと思えば……ギルドとの関わり方も、他の商人との付き合い方も、そして商売というもの自体さえまともに理解していないときた。下らん、期待外れも良い所だ。流通について、口頭で良いからさっさと説明しろ。お前に聞きたいのはそれだけだ。とっとと吐いて帰れ」

　説明して、帰れ？

　こいつ、どこまでムカつく奴だ。

　自分の体から怒りが漏れているのがわかる。

「怒りや殺気も抑えられんのかよ。見た目以上にガキだな。俺も顔は人のこたあ言えないがな。それでも会う人、いる空間に合わせた振る舞いはわかっているつもりだ。あんまり無様だから忠告してやるが、お前さんは俺より酷い顔してるんだから、もっと内面に気を配った方がいいぜ」

　彫りの深い、エキゾチックな雰囲気の代表が、とうとう容姿にまで言及してきた。

　あんたのどこが不細工だよ、十分格好良いじゃないか。

　僕ら日本人よりも一段濃い、浅黒い肌も彼の魅力を引き立てているように見える。そりゃ、多少険しい雰囲気もある。でもそれは厳つさとかそういうもので、美醜の基準とは別物だと思う。

　そう言えば、最近どこかでこんな感じの人に会ったな。

　どこだったか……。

　いや、今はそこじゃないな。

　説明したら、帰っていい？

　しかも口頭で良いだなんて。

　信用云うん々ぬんから考えるとおかしい気がする。

［帰れ、とはどういう意味でしょう］

「言葉通りの意味だ。お前もクズノハ商会も相手にする必要がなくなったんだよ」

［それはどういう？］

「良いから、さっさと説明しな。それでおしまいだ」

［理由をお聞かせ下さい］

「……だってお前、金払うんだろ？　なら先方も意見なんぞ取り下げるさ。そういう事だ」

［幾らほど用意すれば良いのでしょうか］

「ああ、今すぐ用意する必要はないぞ」

［今すぐは必要ない？］

「そうだ。まあ毎月の売上の九割でも差し出せば誰も何も文句は言わんさ。金を稼ぐため商人をやっているんだ。多少目障りなのがいても、もらえるものさえ貰えて、かつ障害にならないってならそれでいいんだよ。たとえ、クズノハ商会が本当に魔族と関わっていたとしてもな。お前以外、誰も損しないんだからさ」

［売上の九割!?］

　しかも毎月!?

　い、いつまでだよ？

「払うんだろ？　さっきそう言ったじゃねえか。年間でお前の商会の数十倍、数百倍の売り上げを叩き出している連中が、金貨何枚下さい、なんて言うはずないだろうが」

［……その強請ゆすりは、いつまで続くのでしょうか］

「人聞きの悪い言い方だな？　金を払うと言ったのは自分のくせに……まあそれはいいとして、そうだな、クズノハ商会がなくなるまでじゃないか？」

［明らかに不当な要求です。ギルドは黙認する気ですか］

　ありえない要求。毎月売上を九割ももって行かれたら商売が成り立たない。

　流石に呑むわけにはいかないよ。

「不当って、お前が金での解決を提案したんだろう。今の話はあくまで俺の予想だからな？　実際に幾ら払う事になるかは商会同士の相談で決めるこった。ギルドは黙認するのかって質問だが、その通りだ。というか、黙認も何も、ただの商人同士の交渉事に過ぎんじゃないか。ギルドが関知する話じゃない。ギルドは子守をしている訳じゃない。商売の手助けはしてやるが処世術は自分で学びな」

［出る杭は打たれるってわけですか、真摯に商売を志す人は報われない］

　思わず口を突く言葉。

「つくづく、甘い。……ああ、お前のとこ、亜人ばっか雇っているんだったよな。いっそ、客もあいつらだけにしてヒューマンの街で商売するの辞めた方がいいんじゃないか？　今の物言いを見ても、お前にはそっちのが向いてるよ」

　代表は哀あわれみの目で僕を諭す。

　嫌味じゃなく、本当にそうしているように感じた。

「本来商人を目指す者は、先せん達だつが作り上げた商会の門を叩き、商売の基本を学んで人脈を築き、そこの代表に認められ、そしていずれ店を持つんだよ。金はあります、商売します、がまかり通るなら、小金稼いだ冒険者がちょいと勉強でもすれば誰でも商人になれちまうだろうが。まあ実際なれちまうんだが、そんな連中はたいていすぐに潰されるんだよ。冒険者の力なんてのは、殴り合いにしか使えん。お前が言うようにギルドは不当な行いは処罰するからな。相手の商人と諍いさかいがあったから実力で排除して半殺しにしました、殺しましたなんてのは間違いなく不当だ。商人の世界じゃあな」

［そんな──］

「レンブラントから少し聞いたが……お前、強い従者がいるんだって？　それに自身もそこそこはやるんだろ？　その力は商売にそのまま使えないってのを理解するんだな。この状況でそれをやれば……クズノハ商会は一瞬で魔族の仲間でヒューマンの裏切り者になるぜ」

［馬鹿げてる］

「違う、お前がおめでたいのさ。……悪い事は言わん、店をたたんでツィーゲに帰れ。お前にこの街はまだ早すぎる。あの男の下で商売を勉強し直せ。……金の件についてはギルドが介入して、ロッツガルドに店舗がある限りって一文を加えてやるから安心しな。それくらいしないと、お前の店が本当に潰れちまうからな」

　なぜ、この期ごに及んで優しくしてくるんだ？　さっきはギルドは関知しないとか言ってたくせに。

［私を馬鹿にする割に、親身になってくれるんですね］

「……馬鹿野郎。お前に随分と入れ込んでいるあの男は、俺にとって相当やりにくい強敵でな。勘違いした新米の尻しり拭ぬぐいをあいつへの貸しに出来るなら得なだけだ」

［レンブラント氏ですか］

「丸くなってきたとは聞いていたが、こんなでけぇ弱みまで作るとはな。老おいたもんだよ。お前にとっては幸運だろうがな。……ただ、流通についてはちゃんと聞かせてもらうぞ？　さあ、お前の流通手段を話せよ」

　──幸運。

　レンブラントさんに損をさせて無事を得る事が？




　僕は代表に、転移を使って品物を行き来させている事を話した。

　勿論亜空の事は伏せている。何度かの長距離転移を使うだけの魔力を持った従者がいると説明した。

　そして、解放された。

　意見をギルドに持ち込んだ商会の面々との面会日を代表から聞いて一層憂ゆう鬱うつになりつつ──。

　レンブラントさんに迷惑をかける。

　亜空を隠すためにまた嘘をついた。

　僕は。

　どうすれば良いんだ。

　皆と、相談しないと。

　自分が追い詰められている事を自覚しながら、帰り道をゆっくりと歩いて、店へ戻る。

　生徒達の団体戦について考える余裕は、今の僕にはなかった。
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　──闘技大会、団体戦初日。選手控え室。

「ルール変更、あると思う？」

「あるね、間違いなく。昨日の試合を見ていて手を加えないなら、ホープレイズもいよいよ諦めたって事なんだろうけど、それはないだろう」

　アベリアの問いに、ダエナが冷静な口ぶりで答える。

　個人戦での策略の数々から、彼はこの大会に干渉している貴族の執着ぶりを理解していた。

　だが、口調は感情を込めたものではない。

「団体戦は個人戦よりも縛りが少なくなるもんね～。そう考えると誰かの思惑が割り込む余地はないし、そんなに難しく考えなくてもいいんじゃない？」

「ユーノ。あまり油断しては駄目よ。先生にはそういうの、多分見抜かれるわよ」

「うっ、気をつけます」

「まあまあ。ユーノの気持ちもわかるよ。『覇者』様がこの万全っぷりだし、僕らのチームには準優勝のジンまでいるんだ。そこまで緊張しなくても大丈夫かもねえ」

　レンブラント姉妹の会話にイズモが割り込む。

「お待たせ」

　五人が談笑している部屋にジンとミスラが戻ってきた。

「お帰り、ルール、弄いじられてた？」

「ああ、予想通りな。だけど、それより重大な報しらせがある」

　ミスラが苦虫を噛み潰したような面持ちで口を開く。

「何？」

　ジンの落胆した表情を見て、アベリアが不安そうに尋ねる。

「先生、今日は見に来れないそうだ」

『っ』

　五人の表情が揃って変化する。

　その感情は様々だったが、失望や落胆の色は誰の目にも共通していた。

「識さんは!?」

　真っ先に反応したのはアベリアだった。

　先生である真は二の次である。

「識さんと、あのお付きの二人、巴さんと澪さんは今日も観戦するってさ。先生本人は来れないけれど、ちゃんとあとで報告が聞ける体制にはしているみたい」

「なんで来られないんですか？」

　次はシフだ。ユーノやイズモ、他の面々も頷いている。同様の疑問なのだろう。

「なんでも、商人ギルドに呼ばれているんだとか」

「お父様だけじゃ、駄目だったんだ……」

「みたいね、こんな日に呼ばれるくらいだから結構な面倒事だわ。あれほど、ライドウ様にご迷惑がかからないように取とり成なして欲しいってお願いしましたのに……」

　レンブラント姉妹の目に、穏やかではない光が宿る。

　数秒で消えたものの、ジンは密かに彼女達に恐怖を覚えた。

「まあ、それは仕方ないわね。で、ルールはどんな変更があったの？　ミスラの様子からすると、相当きついみたいだけど……」

　識が来るなら問題ないと言わんばかりに、既に気を取り直しているアベリアが尋ねる。

「あ、いや……ミスラの様子がヘンなのはちょっと別口だ。団体戦のルールだけど、変更は一点だけだった。正直腹は立つね……あの程度で俺達を倒せると思っているあたりが」

　言葉を切り、ジンが不敵に笑った。

　その笑みは、変更されたルールにではなく、それによって自分達を倒せると思っているであろう首謀者の浅はかさに対するものだった。

「ふぅん、勿体ぶってないで教えてよ」

「パーティ全体のレベル制限。合計３６５以内にする事、だとさ。もしもオーバーするようなら数値内に納まる人数に調整する事、だそうだ」

「……三人でやれってわけね。狙い撃ちみたいな数字」

　苦笑いを浮かべるアベリアの言葉通りだった。

　上限いっぱいである七人でパーティ申請してあり、受理もされている。にもかかわらず、実質三人でしか出れないルールに急遽変わったのだ。四人目を入れると、確実に制限レベルを超えてしまう絶妙なラインの設定だった。

「事実狙い撃ちなんだろうよ。ホープレイズのパーティは七人全員で３６３らしいぜ。つまり、この条件に引っかかるのは大会出場チームで俺達だけだ」

「呆れたものねえ。でもジンの言う通り、その条件なら私達には問題ないわよね。この程度で何がどうなるものでもない。少人数の方が連携しやすいからね……。で？　ミスラはどうしてそんなに追い詰められた顔してるのよ？」

「それは……」

「……稽古をつけてやるって、言われた」

　ミスラが蒼そう白はくな顔でぼそぼそ話す。彼には珍しい話し方だった。

「誰に？」

　ユーノが続きを促す。特に追い詰められる事ではないと思ったからだ。

「……あの、先生の側近やってる青い髪の……巴さんって人に」

『嘘っ!?』

　レンブラント姉妹の声が綺麗に重なる。

「それが本当なんだよ。俺との試合を見ていて感心したらしくて。学園祭が終わった後に手合わせしながら稽古してやろう、って」

「……すっごーい」

「あの、巴様に。ツィーゲでも稽古をつけてもらえる程目をかけてもらえた冒険者は殆どいないのに。ミスラさん、凄いですよ」

　姉妹の驚きはもっともだった。

　ツィーゲで冒険者の面倒を時折見る巴だったが、澪と同様、誰かを弟子に取ったり個人的に稽古をつける事は殆どなかった。

　いつの間にか冒険者ギルドに引退を伝え、個人的に巴に心しん酔すいしているライム、後は澪がリミアから来た黒髪の女性冒険者一行の面倒を見ていた程度である。

「なんだけどなあ。脅かされてすっかりビビってんの、こいつ」

「だって、お前。あんな事言われたら誰だって──」

「何て言われたのさ？」

　ミスラの怯えっぷりが面白くなってきたのか、イズモが笑顔で尋ねた。

「……肩に手を置いて、『死んでくれるなよ』って真顔で言われた。手加減してやるけど、若に叱られたくないからって」

「……うっわあ」

「な、な!?　レベル１５００とか無茶苦茶な人にそんな事言われたら顔色悪くもなるだろ!?」

「死んでもきっと識さんが生き返らせてくれるわよ。じゃ、本調子じゃないミスラはまず一回戦は待機と。あ、ジン。これって途中でメンバーの入れ替えは出来るの？」

「な!?　やるよ、やりますよ俺も！　昨日は不完全燃焼もいいとこだったんだから！　勝手に除外するなーー！」

「……鬼だなアベリア。あ、各試合ごとにメンバーの入れ替えはオッケーだとさ。ただし出場できなくてもチームが負ければ全員がそこでおしまいな」

「試合よりもこっちで揉めそうね～。んじゃ、さっさと決めますか」

　青い顔をしたミスラをイズモがからかい、そこにアベリアが加わった。こっそりミスラを最初の試合のメンバー枠から外そうと企むも、ミスラ自身によってそれは阻まれる。

　団体戦への緊張とはまったく関係ない所でジン達七人の白熱したひとときが始まった。
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　グリトニア帝国の皇女リリは、団体戦を目の当たりにして心の中で舌打ちをした。

　三対七で行われている試合。

　普通に考えれば、七人が圧倒するはず。

　だが、眼前には真逆の光景が広がっている。

　三人で戦っている方が七人を翻ほん弄ろうしているのだ。

　正面から力で勝負をするのが至極当然の戦闘方法だと考えているヒューマン達からすれば、それは異質な戦い方であった。

　──連携や技術、作戦をもって不利を覆す。

　ヒューマンと魔族の全面戦争初期において、女神の加護を受けたヒューマンに圧倒された魔族が取った行動。

　工夫し、地じ力りきの差を埋める。それは弱き者が強き者に挑むやり方なのだ。

　だが、限りなく有用であるのは事実。

　リリが帝国の軍にも試験的に導入を考えていた知識でもある。

　それを見事に使いこなし、更に地力でも相手を圧倒する学生がいる。

　個人戦を見ていたときから普通ではない、とリリは感じていた。

　が、団体戦で彼らが観客に見せつけている力は、彼女の想像を遥かに超えていた。

　個人戦以上のワンサイドゲームになるのは間違いない。

　今戦っているのは、個人戦準優勝のジンロアン、見事な槍捌きを見せたユーノレンブラント、術師として出場していたものの、戦士を思わせるフットワークを見せたアベリアホープレイズ。今回アベリアは、杖ではなく本来の得物である弓を使用している。

　自身が理想とする戦いを繰り広げる逸材を発見できたのは、リリにとって喜ばしい出来事だった。ジン達の存在は、対魔族の希望の光でもあるのだから。

　通常ならば、リリは彼らを何としても確保しようとしただろう。それこそ条件に糸目をつけず。

　──だが、それは出来ない。

　なぜなら、彼らは真の息がかかった子らだから。

　リリにとってこんなに腹立たしい事はない。

　勇者である智樹、ドラゴンサマナーのモーラをもってしてもただ圧倒されたあの存在、巴から聞いたクズノハ商会が関わっているのだから。

（まるで案山子かかしや木もく人じんを薙ぎ倒す訓練でも見ているよう……）

　両者の試合は、もはや戦いとも呼べないものだった。

　ジンが相手の前衛に素早く斬りかかる。圧倒的な速さと強さ、正確さをもって敵を先頭から崩す。その攻撃は直接ジンの攻撃を受けていない中衛、後衛に至るまでプレッシャーを与えていた。

　隊列が乱れたところで、ユーノがすかさず槍を繰り出す。なす術なく、前衛、中衛はその役目を放棄し、自身の身を守るだけになった。

　反撃に出ようと試みた後衛の生徒は、アベリアの放つ弓と魔術で射抜かれ、まともに詠唱すらさせてもらえない。

　明らかに集団戦闘に慣れている。そして、完全に遊んでいる。

　リリの目には自分達の動きを誰かに見せようと丁寧になぞっているように見えた。

　その気になればおそらく、ジン一人で全員を倒してしまえるのだ。それほど個人的なレベルも違う。

　だが敢えてそれをせず、連携を使って相手に攻撃と追撃を畳み掛けている。

　見せるのではなく、魅せる。

　彼らの意図が皇女にも伝わる。

　戦場で出会ったならば数秒で蹴散らされる実力差の対戦相手は、彼らの戦い方の選択によって五分程度生き延びた。

　結果は全滅。

　ただの一度も有効打を与える事も出来ずに敗北。

　真の生徒達は汗一つかいていない。

　勝利を喜ぶわけでもなく、早々に舞台を降りて仲間と合流、七人で話しながら控え室へ戻る姿は涼やかでさえある。

　──学生の身で、どうしてあそこまで集団戦闘に習熟しているのか。

　──学生の身で、どうしてあそこまで冷静な思考を保てるのか。

　リリは悩む。

　自身の心の中に、彼らへの強い興味が湧くのをはっきりと実感しているからだ。

　しかし、巴の警告を守らねばならない。

　そうしてクズノハの一切に関わらない態度でいくのなら、彼らに連絡する事は出来ない。

　それでも彼女は知りたかった。

　真の指導方法。そして、あの学生達の実力。

　リリは周囲を見渡す。すると、リミアの王も、ローレルの巫女派も、神殿から見に来た大司教らも、解説役として呼ばれた学園のエリート講師や学園長らも食い入るようにその試合を、そして学生達を見ていた。試合が終わった今、彼らはそれぞれが部下に耳打ちし、外に走らせた。

　彼らは、もう無名の学生ではなくなったのだ。

　個人戦で集めた注目は、今日の団体戦で確実なものとなる。

　グリトニア帝国には既に勇者という切り札がいる。

　彼は巴の一件の後、人が変わったみたいに修練に励み、その実力を高めている。

　十分頼りとしているが、ライドウと学生も捨て難い。

　激しさを増すだろう魔族との戦争において使える駒は多いほど良い。

　ヒューマンの力押しとは根本的に違う勇者の柔軟な思考と、同じような考え方が出来る者はこの先何人でも必要になる。しかも真の生徒である事があの学生達の強さの源にあるのだとしたら、彼を帝国に引き込めばあの学生達のような兵士を量産できるようになる。

（となれば、礼を尽くした上で学生の件を前面に出して講師であるライドウに接触する、この方法なら巴との約束も果たしたままでいられるかしらね。ライドウ、商人を名乗っているようだけど、これほどの育成能力を持っているのなら巴だけじゃなく彼も欲しいわ……。他の国に渡すのはあまりにも惜しい。そして危険過ぎる）

　団体戦が進む中、リリの思考はクズノハ商会と前向きな関係を模索する方向に変化し始めていた。
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「世にはまだここまでの傑けつ物ぶつがおるものなのだな」

「はい、父上」

「響ひびき殿どのを見ていても常々そう思わされるが、まさか伝統的な教育を良しとするロッツガルドの闘技大会であのような者らに会えるとは全く予想もしておらんかった」

「現在、彼ら全員の個人情報を可能な限り集めさせています」

　団体戦一日目が終わった。

　準決勝に残った四つのチームが紹介されてお開きとなったが、リミアの王である彼と付き添う第二王子の会話はただ一つのチームの事で占められていた。真の教え子達のチームである。

「うむ……。彼らの実力は勿論認めるが……。本当に確認せねばならんのは講師の方かもしれん」

「彼らに共通している講義は一つのみでしたので、その担当講師の調査を開始させております。あと……その者は既にホープレイズ家が調査しておりましたので、資料の提出を命じております」

「んん？　ホープレイズか……。何やら学園に働きかけているのは知っておったが、まさか講師に関わる事だったのか……。これは余の勘かんに過ぎぬが、先ほどの彼らは才能あふれる学生に違いない。しかし、真に驚くべき力を持っておるのは、彼らの能力を引き出し、傑物への道筋をつけた者ではないかと思えてな」

「……彼らは、生み出された傑物、と仰るのですか」

　王の私し見けんに驚いた表情を見せつつも、王子は静かな声音でその意味を確認する。

　まるで自国の勇者のような方法で戦いを進める学生達には王子も驚かされた。

　もしその学生達を『作り出した』講師がいるとするなら──。

　まず接触するべきなのは、その講師に違いない。

　もし今回、リミア王国があの学生達の争奪戦に敗れたとしても、彼らの講師である真を手に入れれば、今後王国の兵士達が化けるかもしれない。だとすればとんでもない戦力の向上になる。

「あくまで余の想像に過ぎんがな。……しかし、ホープレイズ家の次男の様子を見るに、まずい事をしでかしている可能性もある」

「闘技大会の不自然な進行具合を考えると、あの者が彼らを狙い撃ちにした嫌がらせを仕掛けている事も考えられますね」

「今更止めても手遅れかもしれぬが、ホープレイズ家当主にこれ以上の干渉を禁止しておけ。それと……その講師の名はわかっているのか？」

「かしこまりました。……名はライドウ。クズノハ商会という新興商会の代表でもあります」

「ライドウか。会う段取りは付けられそうか」

「やってみます。しかし、一つ疑問が残ります」

「なんだ？」

　表情を暗いものに変えた王子が真の通称を出した後、王に向けて問うかの如き言葉を発する。

　対する王は、その態度を気にするでもなく先を促す。

「ホープレイズ家の次男、イルムガンド殿についてです。私の記憶では、幼い頃から我が国の貴族の在り様に疑問を持っておられました。長子にして次期当主であるウォーケン殿の予備として扱われる事を逆手に取り、自身の思想を体現するため、精力的に学園で実力を磨く青年であったと覚えております。その彼がどうして、我が国の悪あしき貴族の代名詞のような行いに走っているのか……」

「……それは余にもわからん。前線に出ているウォーケンが戦死するような事があればイルムガンドは跡を継ぐ身。奴には余も響殿同様に期待しておったのだがな」

　王と王子の語るイルムガンド像は、真やジン達に対する態度や振る舞いとまるで違うものだった。

「ロッツガルドで暗あん躍やくする商人どもに何か吹き込まれたか、あるいは……」

「彼についても調べますか」

「いや、よい。そちらはホープレイズ家の問題であるからな。我が子の異変を放置するとは思えぬ。調査はクズノハ商会を優先せよ。……本格的な接触はステラを落とした後になるが」

「……ステラ砦の奪還、いよいよですね」

「響殿の気の乗り方もこれまでで一番のように思えた。密かに滞在されたツィーゲで大きく成長され、頼もしい味方も連れ帰った」

「冒険者達ですね。王国のそれとは明らかに毛色が違いました。いずれはご命令通り、響様直属の部隊として独立した権限を与える予定になっております」

「それで良い」

　リミア王は、遥か先を見つめる。

　王国に降臨した勇者、音おと無なし響は王国に多くの変化をもたらしている。

　民主主義国家で生まれ育った響は、王政に疑問を呈する事もある。大貴族の中には彼女の態度を危険視している者も多い。

　王は表向きは響を牽制しながらも、内心では彼女を受け入れている。

　だから彼女に利するよう様々な協力をしていた。

　彼女がツィーゲに向かう事が出来たのも、連れ帰った冒険者達をスムーズに受け入れられたのも、そういった王の口添えがあったからだ。

　響一行と王の窓口になっているのは第二王子である。

　王の意図は第二王子を通じて響に伝わっており、その関係は良好と言ってよい。

「グリトニアのリリ、ローレルの巫女派、アイオンから広がる世界の果て。依然中立を守り続ける冒険者ギルド……。響殿には、魔族との戦いに集中してもらいたいのだが、ままならぬな」

「魔族を討てば世界が平和になるわけではありません。あの方もそれはおわかりのご様子でした」

「なれどその憂い、減らすに越した事はない。ヨシュア、面倒をかけるが頼むぞ」

「はい、なんなりと御命令を……父上」

　リミア王国の第二王子、ヨシュアは穏やかな微笑を浮かべ王の言葉を受け入れる。

　──クズノハ商会。

　彼らもまた、その名に行き着いた。
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　商人ギルドに召喚された真に代わり、客席からジン達の団体戦を観戦している巴と澪。

　二人は、ホープレイズ家の策略により三対七という変則的な試合を強しいられている主の生徒の戦いぶりを眺め、嘆たん息そくしていた。

「詰まらんの～。流石にここまで実力差があると戦いではなくショーじゃな」

「ですから、私は昨日からそう申しているではありませんか。若様の生徒でなければこうして観みもしませんわ」

「自分の教え子じゃったらまた違う楽しみ方も出来るんじゃろうが……澪、その異様に膨らんだ袋は何じゃ？」

　頭の後ろで手を組み、いかにも退屈、といった様子の巴が澪に尋ねる。

「何って、露店で買ったどこどこ名物のあれこれに決まってますわ。どれも美味しそうですわよ」

　澪が何を当たり前の事を、とでも言いたげに答える。

「答えになっとるようでなっとらん。儂が聞きたいのはその量じゃよ。いくつあるんじゃ？」

　巴が隣に座る澪の更に奥に置かれた、大きな茶色の紙袋の山を半眼で眺めながら問う。

　観衆が犇ひしめく客席の中、堂々と席を陣取る大量の紙袋。

　澪の名誉のために説明すると、これは本来真が座る場所であり、彼が急に来られなくなって空きになったため、有効利用しているだけである。

　断じて食べ物を置くために誰かをどうにかしたわけではない。

「帰りまでには食べてしまいますからお気になさらず。……分けて欲しいなら素直に仰ってくださいね」

「いらぬよ……。胸焼けしそうじゃ」

「ふん、これがお酒なら無言で持っていく癖に……」

　二人は舞台で繰り広げられる団体戦をのんびり眺めながら他愛のない話をしている。

　総じてレベルの低い試合。肝心のジン達の試合にしても、相手が弱すぎて面白くもなんともない。

　更には主人である真の不在。

　これだけの条件が揃うと、彼女達に真剣に試合を見ろというのも酷な話である。

「この様子だと、明日の準決勝と決勝も期待は出来ぬなあ。まあ、若と過ごせるなら別に良いか」

「それは同感ですわ。若様と一緒にいられるなら、場所なんてどうでもいいですもの」

「ふむ、……やっと終わったようじゃな。む」

「っ」

　巴と澪が同時に何かに気付く。

「澪、若がお呼びじゃ。戻るぞ」

「わかってますわ。少し落ち込んでいらっしゃるようですし、急ぎましょう」

　主からの念話を受けた巴と澪は、お互いに頷いて席を立った。

　短く端的な念話。

（相談事があるから商会に戻って欲しい）

　勢いがなく、落ち込んだ様子。

　二人は不安に駆られながら、途中で識と合流し商会へ向かった。
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　商会に集まってくれた巴、澪、識に、商人ギルドでの出来事を説明する。

　代表が僕に向かって暴言を吐いた事を話し始めたところで、澪が静かに呟いた。

「──とりあえず、その代表を殺してくればよろしいのですわね」

「澪、まだ話はすべて終わっておらんだろうが。落ち着け」

　早々に不穏な空気を醸かもし出す澪を巴が宥める。

「何馬鹿な事を。私は落ち着いていますわ。もうやるべき事は明確じゃありませんの」

　止めなければこのまま商人ギルドへ特攻を仕掛けそうな気配の澪を、なおも巴が制止する。

「まだ待てと言うとる。話は終わってないんじゃから、もう少し待て」

「若様に向かって暴言を吐くなど……。どうしてくれようかしらね……」

「澪。ひとまず若の話を最後まで聞けと言っておるじゃろうが」

「……」

　すでに立ち上がっていた澪の肩を巴が押さえる。ようやく冷静になったのか、澪は無言で席に座りなおした。

「やはり、我々の誰かが一緒に行くべきでした」

　椅子に座っている巴と澪の後ろに立っていた識が、沈痛な面持ちで口を開く。

　結果的には彼の言う通りだ。

　僕が三人の誰かを同行させていれば、違った結末を迎えられたかもしれない。従者の誰かを伴えば、きっと彼らが力で解決してくれただろう。

　……でも、そこまでする必要はないかな、と思っていた。

　ツィーゲとロッツガルドで商会活動が順調に進んでいた事で、僕の心に慢心が生まれていたんだ。

　──レンブラントさんが話してくれた、『商人達の悪意』がどの程度のものか知りたい、なんていう浅はかな好奇心。学園への試験や実際の学校生活を通して、この世界のヒューマン全体をこれまでよりかなり下に見ていたのも事実だ。

　以前、初対面の彼にルビーアイの瞳を届けに行ったときだって上手くやれたんだし、相手が商人であればある程度の話は出来る気でいた。

　従者を連れて恫どう喝かつみたいな手段を取らなくとも何とかなると思っていたし、そんな手を使いたくないとすら思っていた。そうした甘い考え、驕った心がこんな結果を招いたんだ。

　無茶苦茶な要求を押し付けられ、馬鹿にされて帰ってきた。

「ごめん、一人で行きたいなんて言って」

「儂らの誰かが同行しておれば、その場が血の海になっておった可能性もありますから……全ての結果が悪い事ばかりでもありますまい。そうお気になさらず」

　巴が擁護してくれる。

「巴さん、なぜ若様にも非があるような言い方をなさるの!?　若様は何も悪くありませんわ！　ギルドが全て悪いのです！」

　僕を慰めようとする巴の言葉に澪が反論を挟む。

　彼女の健気けなげさが、今は辛い。

「……思えば、我々には商いに通じた者などおりません。皆が素人から始めているようなもの。ギルドのやり口には怒りを禁じ得ませんが、事前に策は打てたかと……。レンブラント商会から商売に慣れた者を紹介してもらって基本から教わるなど、やりようはあったのかもしれませんね」

　かもしれません、じゃない。

　そうするべきだった。

　僕自身、商会というものを舐めていたんだと思う。まだ立ち上げて間もないのに、他のものにあれこれと手を出しておいて、かといってどこに注力してきたという事もなかったのは事実だし。真っ当な商人として、しかも誰かから紹介されたような人物がそんな様ざまでいたら、真面目に取り組んでいるとは受け取ってもらえないのも仕方ない。

　でも、商売はそれでも上手くいっていた。

　……いや、今思うとそう見えていただけか。ここのギルドのトップに挨拶に行くのを遠回しにしてたのも、良くなかった。

「識、お前まで！　どうして若様が辛い思いをされなくてはいけないのですか！　若様は、レンブラント家で呪病に苦しむ者達を見て、それで命を落とす者を不憫だとお思いになり、薬がない事で辛い思いをする人を生み出さないため、商人を志されたのでしょう!?　何故、金儲けしか考えていない、意地汚い商人どもに恨まれないよう立ち回る処世術など覚える必要があるのですか！　皆にとって良い事をしようとしているのに、どうして！　こんなのはおかしいではないですか！　貴方達にはそれがわからないのですか！」

　どこまでも僕を庇かばおうとする澪の言葉が心に突き刺さる。

　……そうだ。

　僕は、薬を安く皆に行き渡るようにしたかった。そのために、国や人種といった括りに関係なく、広く商売をしたかった。付随して色んな雑貨を扱うようにもなっているけど、それはおまけだ。

「……澪、それは綺麗事じゃ。タダで配るでもなく、あくまで商売でやっている以上はこういう事にもなる。若がまったく悪いとは言わんが、些いささか無防備であったのは事実じゃ」

「……私も、同意見です。勿論、従者である私達がもっと上手く立ち回るべきであったのは確かです。己の不用心に申し訳の仕様もありません」

「っ!!　どうかしてますわ貴方達は！　若様は絶対なのに！　愚かなのは目先の欲しか見ていない商人どもでしょうに！」

　澪は、きっとどんなときでも僕を肯定してくれるんだろう。

　たとえ僕が外道になっても、世界中の敵になっても。

　同じ場所まで堕おちてくれる。

　だから、僕がしっかりしなくちゃいけないんだ。

　しばしの沈黙。重苦しい雰囲気が室内に広がっていく。

　そんな空気を打ち消すように、巴が切り出した。

「……若。その代表、許し難い暴言を吐いたようですが、良い提案もしてきたようですな。人外相手の商い……どうでしょうか、この際ヒューマンは見限り、亜人達に物を売る商会として、彼らの集落に店を建てていくのも一つの手かと存じます」

「亜人だけを相手にか」

「はい。何なら魔獣や魔物を相手にしても良いかと思います。……話は少々逸れますが、以前、若にご覧頂いた地図の場所──。あそこを確保するために魔族とも関係を持つおつもりなのでしょう。なれば彼らと商いするのも悪くないのではないでしょうかな。このままヒューマンの社会でやっていくのに心を砕かれてばかりでは、いたずらに若のご負担が増えるだけかと愚考しますが？」

　巴の提案を満足げな表情で聞いていた識が続く。

「魔族は、ヒューマンには憎しみを露あらわにしますが他種族には寛容な部分があります。商会で働く亜人達に嫌悪感を示す事もないでしょう。巴殿の提案は、十分考慮する価値があるかと思います」

「私は……難しい事はわかりません。でも若様の純粋な善意につけ込もうなんて輩の下にいる必要はないと思います」

　……。

　純粋な善意、か。

　どっかでそんな風に上から見ていたのかなあ。

　そして、周りにもそう思われていたんだろうか。

「僕は……」

　喉元まで出かかっていた言葉を呑みこむ。

　彼らは、この考えに賛同してくれるのだろうか？

　そんな風に心配しているところがあって、言い淀んでしまう。

「若、どうか、若の考えをお聞かせ下さい。儂らは若が望まれるのなら、どこの誰とでも戦います。そして……どこの誰にでも頭を下げましょう」

　巴の言葉に澪と識も頷く。

　……そうだな、彼らに隠し事をする必要なんてない。

　僕の、この世界での家族なんだから。

「……僕は、巴が言った通り、魔族と関係を持つつもりでいる。魔将の一人と話をして魔王との面会を約束した。学園祭が終わってからになるだろうけど、僕は魔王と謁えっ見けんし、巴が見つけてくれた亜空に四季の生まれる場所一帯を借り受けるか譲り受けるつもりだ」

　三人は無言で耳を傾けている。僕は続ける。

「それで魔族に大きな借りを作る事になるかもしれない。魔王と話してみないとはっきりとはわからないけど。この世界の覇権を賭けたヒューマンと魔族の争いに参加する事にもなるかもしれない。理想を言えば、甘いかもしれないけど魔族と繋がりを持ちながらヒューマンともこのまま商売が出来たらと思っているけどそれは状況によってどうなるかわからない……そんな感じ、かな」

　俯き気味に一気にまくし立ててしまっていた。

　顔を上げて三人を見ると──。




　巴は希望の光をその瞳に湛えて、力強く頷く。

　識は納得したように目を閉じて、静かに頷く。

　澪は僕の言葉をただ受け入れて、笑顔で頷く。




　僕の拙つたない言葉だけで、全てを理解し、受け止めてくれている。

　実際に言われたわけじゃないけど、表情を見ればわかる。

　彼らとならば、どんな困難も一緒に乗り越えていける。僕はそう、確信した。





　　　　　◇◆◇◆◇






　これからの方針についてもう少し詳しく伝えなければ──。

















　そう考えた僕は、さっき巴が話してくれたこの世界の妙に日本に似ている地図を棚から持ってきて、執務用机の上に広げた。そして、巴が以前報告してくれた場所を指し示す。

「ここだったな、巴」

「はい、そこでございます」

「元エリュシオン傘下ケリュネオン国……日本地図と重ねてみると山形県月がっ山さんあたりになるのか。ある意味凄い偶然かも……」

　亜空に四季を与える場所。

　そして僕と、僕が知り合った二人のヒューマンに深く関わる場所だ。

「ヤマガタ？」

　識が首を傾げた。っと、県名なんて言ってもどうしようもないじゃないか。ちょうど、月読様ゆかりの山だったから、つい……。

「いや、それはこっちの話。大事なのはその前、ケリュネオンって国の名前だ。そこは……僕の両親の生しょう国ごく、らしい」

『!?』

「僕の両親はそこで出会い、後に冒険者になって旅をして世界を転移した。つまり、僕にとって一応祖国、的な場所。勿論、それは四季と関係ないから今は流してくれて良い」

　あわよくば両親の情報が少しでも手に入ると嬉しいけど、滅亡した国の事だ。どこまで記録が残っているかわからない。魔族が侵攻したときに、全てを灰にしていなければいいんだけど。

「しかし若様、ケリュネオンと言えば確か司書のエヴァとゴテツのルリアが……」

　識が思い出したようにアーンスランド姉妹の名を挙げる。

「そう、彼女達の生まれ故郷でもある。だから、僕は彼女達それぞれにある決断を求めようと思う。もし二人とも頷くのなら、僕は──」

　アーンスランド姉妹に僕が要求する予定の決断の内容を三人に話す。

　それは苦肉の策。いや、策とも言えない馬鹿げた思いつきでもある。

「ふっ、ふふふ。面白いではないですか、若」

「ですね。上手く成ったなら、今抱える問題を解決する切り札にもなり得ると思います」

「若様のお決めになった事なら文句などありませんわ。それに、そこにある力を使わずに悩むなんて馬鹿げてますもの」

　僕の家族は受け入れてくれた。




　ならばもう、クズノハ商会のライドウとして──。

　そして、この世界に降りた三人目の異世界人として──。




　……なあ。勇者がもう二人もヒューマンの側についてるんだ。

　イレギュラーな存在の三人目が、魔族側にちょっと肩入れしても……問題ないよな、クソ女神。
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　彼はロッツガルドに学ぶ学生の一人だ。

　しかし、ただの学生ではない。

　大国リミアの誰もが認める大貴族、ホープレイズ家の次男。

　文武に優れ、正義感も強い。正にサラブレッドである。

　長男は貴族としての義務を果たさんと、そして己の経歴に箔はくをつける意味でも、魔族との戦いの前線に参加している。次男である彼は、長子に危険が及ぶ可能性を鑑み、学園でエリート教育を受ける事になった。

　つまりいざというときの保険、スペアとして扱われている。

　特別な話ではなく、貴族の家では当たり前の事である。

　彼、イルムガンドホープレイズもまた、その現実を正しく理解し、受け入れていた。

　だが、彼が当主に対して従順な息子であるかと言えば、それは否だ。

　イルムガンドはリミア貴族の腐敗した実態を嫌悪し、憎んでいた。物心ついた時からずっと。

　それでも素直に父親に従うのは、親の前で物分りの良い子を演じているに過ぎない。

　──今はまだ、雌し伏ふくの時。

　彼は貴族の改革を心に秘めている。

　高貴なる者の責任。

　貴族として生まれたのならその血に恥じぬ生き方をし、弱者を庇ひ護ごし彼らの剣となり盾とならねばならない。

　王に純粋な忠誠を誓う事で与えられた土地で正しい政治を為なし、そこに住まう民から慕したわれる存在とならねばならない。

　それこそ、イルムガンドが抱く理想。




　彼のそんな考えに強い影響を与えた二人の女性がいた。

　一人は、幼少の頃、交こう誼ぎのあったある家の娘──。

　子供ながらに彼が口にした夢物語のような理想を満面の笑みで肯定し、拍手を送ってくれた。

　格好をつけたにすぎなかった花畑での経験は、イルムガンドの心に強く刻まれた。

　あのときの拍手と笑顔は、彼にとって女神の祝福よりも荘そう厳ごんな記憶として鮮明に残っている。

　もう一人は、リミアに降臨した女勇者、音無響。

　ある日突然、王国に降臨した彼女は、貴族主義や王政に囚われない自由な発言をした。

　多くの貴族にとって危険なその意見は、大きいばかりで曖昧だったイルムガンドの夢と理想に、骨こっ子しを与えてくれた。彼が理想を強く意識して具体的に思い描くようになったのは、かの勇者に出会ってからだ。

　自身の出来る範囲で彼女に協力もし、共に剣術も鍛えた。響は勇者としての素質からかめきめきと腕を上げ、あっという間に武芸自慢の貴族達を出し抜いていった。

　そんな彼女を妬む者も少なくなかったが、イルムガンドは尊敬こそすれ、嫉妬などするはずもなかった。

「イルム君が学園を卒業して王国に戻ったら、是非一緒に戦いましょう。貴方の力を貸してもらえれば、皆も、勿論私も凄く頼もしい。共に戦う同志として戻ってきてくれる日を待っているわ」

　ある日、ついに彼は響から念願の言葉をもらう。

　本心を言えば、その場で即座に学園を中退してでも彼女の力になりたかった。

　そして、彼女のそばでその思想をもっと聞きたかったのだ。

　響は自身と同じくらいの年齢だとイルムガンドは聞いていたが、彼には彼女が大人びて見えた。

　それは、響が紡ぐ言葉が、彼の目指すものや考えの更に先にいる事を思わせたからかもしれない。

　イルムガンドは欲求を抑え、ホープレイズ家の意向通り卒業までは学園に通う事を決めた。

　魔族との戦争は数年で片付く規模ではなく、もしも自分がホープレイズを継ぐ立場になったら、貴族を改革するのに卒業の証を得た方が都合が良いと考えたからだ。

　響に協力するためにも、学園での勉学やそこで得られる人脈は無駄にはならないとも思っていた。

　この決断が、彼の人生の分岐点となった。




　響が戦場に赴いた年の春。

　彼は休日の学園都市で、ある女性と再会する。

　容姿はお互いに随分と変わっていた。

　だが、彼女が身に着けていた特徴的な装飾品のおかげで、イルムガンドは彼女を思い出せた。

　鈴とリボンが付いた黒のチョーカー。

　幼い彼女と今の彼女では、同じアクセサリーでもその存在感は当然違う。が、彼の記憶は正確に二人の女性を結びつけた。

「ルリア？　ルリアアーンスランドか？」

　思わず間の抜けた声で横を通り過ぎた女性を呼び止めるイルムガンド。

　意外すぎる人物の名前だった。

　彼にとって忘れえぬ、だがもう、二度と会う事はないはずの女性の名。

「……」

　名前を呼ばれ、無言で振り返る女性。

　給仕服を着た彼女は、仲間と街を歩くイルムを声の主と判断し、彼を見る。

　冷めた目をした、覇気のない娘だった。

　チョーカーにつけられている鈴は、彼女の振り向きに合わせて音を奏でる事はなかった。単なる飾りのようである。

「どうして、お前……」

「誰、ですか？　どこかでお会いした事がありましたか？」

　女性はイルムガンドを覚えていない様子であった。

「俺だ！　イルムガンドだよ！　リミアの、ホープレイズ家の！　昔、ケリュネオンのアーンスランド領に何度か行ったじゃないか。覚えて……いないか？」

「っ！」

　ルリアと呼ばれた娘はイルムガンドでもホープレイズでもなく、ケリュネオンというフレーズに身を硬くして反応した。

「俺は覚えてるよ。アガレストの花畑で遊んだ……おい、ルリアなんだろう!?　どうして行こうとするんだ！」

　明らかに動揺した様子で立ち去ろうとするルリアにイルムガンドは叫んだ。

「わ、私、先を急いでいますので。失礼します！」

「待てよ！」

　ルリアの手を掴み、彼女の動きを制するイルムガンド。

　その瞬間。彼女は身を大きく震わせ、怯えたような目で掴まれている腕に視線を落とす。

　イルムガンドの取り巻きの一人が、ケリュネオンの名を聞いて考え込むような仕草をした。

「あの、イルムさん。ケリュネオンって、大侵攻の初期に滅亡したエリュシオンの周辺国でしたよね。前の講義で地名が出てきた……」

「あ、ああ、そうだ。彼女はそのケリュネオンで栄えた貴族、アーンスランド家の息女のはずだ」

　そう言ってルリアを見るイルムガンド。取り巻きも彼女に視線を送る。

　その無遠慮な視線を拒否するかのように、ルリアは俯いていた。

「おかしくないですか？　あの国は確か魔族に一気に滅ぼされた国ですよね？　そこの貴族なんて皆殺しになっているはずじゃ──」

「おい！　やめないか！」

　無神経とも取れる取り巻きの言葉をイルムガンドは諌いさめる。

　至極当然の疑問だったが、目の前の女性が知ち己きであると確信していたイルムガンドは、彼女の心情を考えて言葉を遮ったのだ。

「あ、すみません。いや、その……」

　自身の言葉で怒らせてしまったと思ったのか、恐縮した様子でしどろもどろになった学生の一人が恐る恐る声を荒らげたイルムガンドを見る。

「ルリアのはずだ。その首に巻いた、鳴らない鈴のチョーカー。彼女も同じ物をつけていた。覚えているんだ。それに俺の話に確かに反応していた。お前は……ルリアなんだろう？」

　イルムガンドは、彼にしては珍しく自信のない口調で問いかける。

　文武に長たけ、常に自信を滲にじませている彼が戸惑う様子は、取り巻き達もあまり見た事がないようで珍しいものを見る目をしている。

　ケリュネオンは魔族に完かん膚ぷなきまでに滅ぼされた国の一つ。

　普通に考えれば、その国の貴族の娘が無事に生きているはずがない。

　そんな常識が、イルムガンドから自信を失わせていたのだ。

「……はい。私は、確かにルリアです。幼少の頃の事はあまり覚えていませんが、貴方様に会ったのも多分私で間違いないと思います」

　女性は、逸らされる事のないイルムガンドの視線に観念したように、自身がルリアだと認めた。

　自分が亡国の貴族である事を。

　実際、ルリアはイルムガンドを欺あざむこうと惚とぼけていたわけではない。




　──両親によってかろうじて戦火を逃れたルリアと姉のエヴァは、行く先々で酷い扱いを受けた。

　筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいその屈辱から逃れようと、彼女は幼い頃の記憶を自身の中から消去しており、アーンスランド領での生活はもう殆ど覚えていなかったのだ。

「すみません、痛いので離して頂いてもよろしいですか？」

　イルムに強く握られた腕を指し示し、彼にそう頼むルリア。

「……すまない」

「……いえ」

　言葉が上手く繋がらない二人。

　早く立ち去りたい者と、少しでもこの場に留めようとする者。

　相反する二つの思いが交わる事はない。無理もなかった。

「……ルリア、君はどうしてこの街にいるんだ？　君は、君の国は、魔族との戦いで滅んだはずなのに、貴族である君が……」

　イルムガンドの言葉は、彼の本心とは大きくずれたものとなってルリアに放たれた。

　本当ならルリアの無事を喜び、湧き上がった感情のままに抱きつきたかった。

　ルリアは彼にとって、紛れもなく初恋の相手であったから。

　夢や理想、そんな綺麗なものでコーティングされた美しい思い出の女性。

　しかし、仲間が一緒にいる手前、それは出来なかった。

　代わりに出たのは、彼が信じる貴族の在り方に矛盾する非難めいた言葉。

「私は……逃がされたようです。両親に。まだ幼かったのではっきりとは覚えていませんが」

『っ!!』

　ルリアの言葉はイルムガンドに大きな衝撃を与えた。

　高貴なる者の責任、その理想を共に誓った相手。

　自分より先に、花畑で語り合った貴族の理想を胸に、民を守って殉じゅんじたはずの女性。

　だが、実際には生きていた。

　イルムガンドの中で激しい葛藤が起こる。感情が幾つも生まれ、ぶつかって、弾ける。

　どう言葉にしていいのか、まるでまとまらない。




　──あのときの誓いはどうしたのだ。

　──生きていてくれた。それだけで嬉しい。




　──誰も守れず、悪しき貴族として生き延びるなど恥だ。

　──ご両親を失うなんてさぞ辛かっただろう。




　──勇者様は今も先陣で魔族の脅威から民を守ろうと全力で戦っておられるのに。

　──もう大丈夫だ。これからは俺がいる。




　相反する感情が、イルムガンドの中でせめぎ合う。

　全てはイルムガンドの独りよがりな想い。しかし、彼にはそれがわからなかった。

　間違った感情であると気付いてはいるが、それを理解する事を拒んでいるのかもしれない。

「……領地も民も捨てて、逃げたのかよ。冗談だろう？」

　取り巻きの一人がルリアを蔑さげすんだ目で見て言葉を吐く。

「お前、最低だな。貴族なら領民を守るため、最初に敵と刃を交えるべきなのに」

「給仕に身を落としてまで命が惜しいのかよ、恥晒しが」

　最初の言葉を皮切りに次々とルリアに侮蔑の言葉が吐きかけられる。

　今、イルムガンドと行動を共にしているのは、彼の高貴なる者の責任に共感した仲間達だ。

　それ故、ケリュネオン滅亡後のルリアの足跡に、強い嫌悪感を抱いたのである。

　心ない言葉の数々。だがそれは、イルムガンドの感情の一部の代弁でもある。

　故に、彼は仲間達の言葉を制止できなかった。

　相手がルリアでなければ、イルムガンドも取り巻き同様、彼女を全力で否定していただろう。

　ルリアは諦めたような、好きにしてくれと言うような投げやりな顔でそれを受け止めている。

　反論はなかった。

　イルムガンドはそんな彼女の様子に、感情を抑えられずに言ってしまった。

　その一言を。

「……ヒューマンの恥だ。アーンスランド家も、君も。今も俺達は魔族を打ち倒そうと、日々学園で学んでいるというのに。皆の言う通りだ、高貴なる者の責任を放棄して領地を捨て、平民に成り下がってまでも生き延びようなんて、恥晒しでしかない！」

　心の迷いがそうさせたのか、イルムガンドはルリアの目を見て言い放つ事が出来なかった。

「……本当に死ぬかもしれない目に遭った事もない癖に。私がどうやって生きてきたのかも知らないのに、勝手な事を言わないで下さい」

　イルムガンドの言葉にルリアが眉を僅かに震わせて反論した。

　小さく、弱い口調。

　彼女もまた、ただ逃がされて楽に生きてきた訳ではない。

　この街で給仕の職につき、今の生活を得るまでに様々な屈辱を受け、苦しんでいた。

　やっと掴んだ今の生活さえも、過去の亡霊に追い回されていつまで続けられるかわからないのだ。

　裕福な環境のまま、学園で何不自由ない生活を送る彼らに思うところもあったのだろう。

「……」

　イルムガンドが口ごもる。

　先の自分の発言は不用意だったのではないか。

　そう思い、再度声を掛けようとしたとき──。

「なんだと!?」

「裏切り者の臆病貴族が俺達を侮辱するのか！」

「お前みたいに命にしがみついて戦いから逃げたりするものか！」

「潔いさぎよく死ぬ覚悟など出来ている！」

　取り巻き達が口々に怒りを露わにした。彼らの勢いに押されたイルムガンドは、出かけた言葉を呑み込んでしまった。

　彼らをじっと睨みながら、ルリアが呟く。

「そうやって偉そうに勇ましい事を言う人ほど、こんな弱いもの虐めしか出来ないんですよ。……平和で安全なところにいてぬくぬくとお勉強なんてしている貴方達に、命を懸けた戦争なんて出来るわけがありません」

「うるさいっ！」

　ルリアの反論に激げっ高こうした取り巻きの一人が、彼女の肩を突き飛ばす。

　よろめいて後退するルリア。ここまでされても彼女の目は未だに冷めたままで、ただ相手を見つめるだけだった。

「おい、何とか言えよ！」

「ルリア……君はどこまで……それでも……」

　イルムガンドはルリアの変へん貌ぼうに驚きながら──彼女の存在に心をかき乱されていた。




　──初恋の相手。

　──生きていてくれた。

　──しかし、理想を共有したはずの彼女が、自らの眼前で生き恥を晒している。




　何か言わないと、と考えた彼が口を開こうとしたそのとき。

「あー、そのくらいにしなさい？」

　二人組が割って入って来た。どちらも術師風の出いで立たち。

　注目すべきは背の低い若い男の容姿だった。

　かなり醜悪な顔をしている。

　この世界のヒューマンの基準から言えば、間違いなく底辺。

　獣系の亜人、そう、猿系統の亜人だと言われても違和感のない容姿。

　どちらでも通用するギリギリのラインではないか、などとイルムガンド達は彼に対して失礼な感想を抱いた。

「……なんだ、お前ら」

「おいおい、この服見えないの？　お前ら馬鹿なの？」

　取り巻きがロッツガルド学園の制服を示して二人組を追い払おうとする。

　先程までの感情が切り替えられず、無関係な二人に取り巻きがきつい態度で話しかける。

　本来あるべきではない、いずれ上に立つべきヒューマンの振る舞いではないのはイルムガンドもわかっている。

　だが、今はそれよりもルリアの事で頭が一杯だった。

　──とにかく、二人で話し合いたい。

　そう思っていた。

　だが。

　この二人組が、イルムガンドの運命を大きく狂わせるのだった。





　　　　　◇◆◇◆◇






　圧倒的な暴力。

　真と識が見せた力。

　それは、イルムガンドの脳裏に鮮やかに残されている。

　抵抗すらかなわず、彼とその取り巻きは遁とん走そうするしかなかった。

　真との邂かい逅こう後、イルムガンドは何とかルリアの勤め先を突き止める事に成功した。

　ゴテツという名の飯屋兼酒場。

　だが、ルリアと会おうとすると悉ことごとく真率いるクズノハ商会の邪魔が入る。

　真本人とは顔を合わせる事はなかったが、商会の従業員がルリアと会おうとするイルムガンドを妨害してきたのだ。

　──時に策で。

　──時に力で。

　屈辱だった。

　ルリアとの接触を阻はばまれ、イルムガンドは焦しょう燥そう感に駆られた。

　彼女と再会したときに放った言葉は不用意だったと彼は後悔している。

　──だから、もう一度会って、彼女に一言謝りたい。

　とにかく誤解を解きたかった。

　生きていてくれて嬉しいのも、イルムガンドにとっては間違いなく事実なのだから。

　しかし、それが一向に叶わない。

　実家にも支援を仰ぎ、状況を打開しようと試みるも失敗続き。

　──何の恨みがあって、俺の邪魔をするのか。

　イルムガンドのクズノハ商会への怒りは、少しずつ憎しみに変わっていく。

　当のクズノハ商会にはイルムガンドの願いを妨害する意図はなく、真と識も関与していない。

　ルリアが、ゴテツに食事に来た商会の従業員にそれとなく「イルムガンドに付きまとわれているから気にかけて欲しい」とお願いしただけに過ぎない。

　ライムラテ、森鬼のアクアとエリス、エルダードワーフ──。

　彼らはルリアの要望を聞き入れ、彼女にイルムガンドやその息がかかった者が近付くのを防いでいたのだ。

　無論、イルムガンドにその事実がわかるはずもない。

　そのため、クズノハ商会も、そして真も、一緒くたに彼の憎しみの対象になったのだ。




「イルムガンドホープレイズ様ですね」

「何者だ」

「力が欲しくありませんか？　……聞くところによると、色々上手くいっていないご様子ですが」

　そんなとき、イルムガンドはある学生に声をかけられた。

　明らかに不審な男。イルムガンドは警戒する。

　もっとも、ロッツガルド学園は広大だ。教育機関であるため、生徒の入れ替えもある。見知らぬ生徒から声をかけられても不思議ではない。

　それでもイルムガンドが警戒したのは、相手の意い味み深しん長ちょうな物言いが引っかかったからだ。

「力？　俺の実力を知っていて言っているのか？」

「勿論です。貴方様の実力も、そして更なるお力を望まれている事も」

「っ!?」

「今のままで勇者様のお力になれるのか？　……邪魔者一つ排除出来ない自分に。そう思っておられるのではないでしょうか？」

「お前、何者だ！」

　思わず声を荒らげるイルムガンド。

　謎の学生は冷静に話を続ける。

「落ち着いてください。私達は貴方様の味方でございます。今、学園で開発されている魔法薬に、身体能力と魔力を全体的に底上げする画期的な物があります。すでに何人かの生徒で試してみて、ある程度の効果は確認してある品。イルムガンド様がご存知の生徒ですと……」

　謎の学生はイルムガンドも知っている何人かの生徒の名を挙げた。その誰もが、短期間で不自然に感じるほど力をつけた学生達だった。

　イルムガンドの心が揺れる。

「副作用を感じない上に、学園が認めている品ですから如何なる検査でも問題になる事はありません。イルムガンド様のように特に優れた方にどれほど効果が見込めるかを確認した後、学園で普及させていく予定になっています。どうでしょうか、失礼な言い方ではありますが、学園の発展のため、検体としてご協力願えませんか？」

「学園が認めている……強くなる薬」

「はい。望みを実現する強さを、貴方様に……」

「……わかった。協力しよう。何か条件はあるのか？」

「私共の上司であるこの計画の責任者が定期的に貴方様に念話で連絡をしますので、その折に経過報告を兼ねてお話をして頂くだけで結構です」

　学生はそう言って錠剤の入った瓶の頭を、親指と人差し指で摘んでイルムガンドの前に差し出す。

　イルムガンドは右手を出し、それを受け取った。

「……一日に一錠お飲み下さい。それより多く摂取していただいても健康被害はありませんが、効果もありませんのでご遠慮下さいませ。飲みきる前に上司に言ってくだされば、追加分は私がお届けにあがります」

　受け取った瓶を無言で見つめるイルムガンドに、学生は服薬について簡単な注意事項を伝える。

　しばらく薬を見つめていたイルムガンドが再び顔を上げると──。

　すでにその学生は立ち去った後だった。
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　ライドウが学園の講師として赴任した。彼の講義は一部の学生に好評を得ているらしい。

　イルムガンドにとって面白い話であるはずがない。

　彼は、以前学生から渡された薬を服用するようになっていた。説明の通り副作用を感じる事はなく、身体能力も魔力も強力になった。

　その強化は今も続いている。

　高まった能力は彼のレベルアップを速めた。レベルはすでに70に届こうとしている。

　だが、イルムガンドの苛いら立だちは治まらなかった。

「……ライドウ、あいつは学内でもちょろちょろと！」

　力を得てもなお、イルムガンドはまともにルリアと会えていない。

　それどころか、ゴテツには真や識が出入りしていて、ルリアと仲良く楽しげに話している姿が取り巻き連中から何度も報告されている。

　面白いわけがない。

　自分の居場所であるはずの所に土足で入り込み、自分が受けるべき笑顔を享受している奴ら。

　そこにいるはずなのは真ではなく、イルムガンド、彼自身であるはずだったのだから。




　一度、真の講義を継続して受けている学生の一人に敗北を喫きっした。

　彼の生徒に敗北など、あって良い事ではない。

　しかもその生徒は、イルムガンドを倒した瞬間にこう言ったのだ。

「あ、しまった。加減間違えちゃった」

　ひときわ強い一撃を受けて膝をついたイルムガンドを横目に、彼女は小さくそう呟いて生徒の列に戻っていった。一対一の戦闘技術に関する、ある実技講義での事だった。

　イルムガンドに聞こえるように零したというよりも、独り言が漏れた感じだった。

　知らない顔ではなかった。確か名前は、アベリアホープレイズ。イルムガンドはだいぶ前に一度気になったその名前を思い出した。

　ホープレイズ。

　イルムガンドと同じ家名。

　同じリミア出身で貴族の出だと言うのなら遠縁の親類である可能性はあるが、アベリアはグリトニア出身でしかも田舎の平民の出だ。学園にも奨学生として通っている。

　国が違えば似たような家名も幾らでもある。だからイルムガンドはアベリアと己の家名がただ偶然一緒だったのだと結論づけ、それ以上彼女について詮せん索さくしなかった。

「手加減？　この俺が手加減された？」

　重要なのは敗北した女の名前ではなく、『手加減された』という事実だった。

　学年も下、レベルも下、更に女神の祝福もない状態の女に、最高学年にしてトップクラスの実力者である自分が手加減されて負けた。

　加えて、アベリアは憎きライドウの教え子。

　認められるわけがなかった。

「ライドウの！　あのライドウの生徒にか!?　ふざけるな！　ふざけるなあああああ!!」

　往来である事も忘れ、怒りを爆発させるイルムガンド。

　──少しずつ、無意識に、彼は感情のコントロールを失っていく。

　それはゆっくりと、しかし止まる事なく静かに進行していた。

　彼はその容貌も厳しさときつさが日に日に増し、取り巻きの数は減っていた。

　部屋に帰ったあとの彼の奇妙な様子も、少しずつ噂になって広まっている。

　室内の調度品を破壊する音、そして喚き声──。耳障りな音は部屋の外にまで響いていた。

　ひとしきり暴れたイルムガンドは寝台に腰掛け、突如怒鳴り出す。

「おい、出ろ！　おい、いないのか!?」

　声に出す必要もないのに、念話の発言を口に出すイルムガンド。

　相当苛立っている証拠だった。

（……ごめんなさい、手が離せなかったものですから。イルム様、どうされました？　お薬がなくなりそうですか？）

　応じたのは、落ち着いた艶つやのある女の声。

　経過の報告などをしている、薬の開発責任者である。

　イルムガンドは当初男性だとばかり思っていたが、念話に応じてみると女性であった。

　彼女はイルムガンドが発する感情むき出しの声にも、極めて落ち着いて対応する。

（違う！　あの薬の効果がたかが臨時講師の講義に負けるとはどういう事だ！　あの男もお前らみたいな、学園が秘密で進めている計画の一つだとでも言うのか!?）

（……イルム様、落ち着いて下さいませ）

（これが落ち着いていられるか！　俺は今日、ライドウの講義を受けている女に負けたんだぞ！　レベルも一回りは低い女にだ！）

（そのような計画はないはずですが……。ライドウ、その講師の名前はライドウと言うのですか？）

（そうだ！　あの不細工……商人ごときがどこまでもこの俺を馬鹿にしやがって!!）

　イルムガンドの激高ぶりは、彼が常々愚かだと侮蔑してきた貴族が起こす癇かん癪しゃくそのものだった。

　しかし、イルムガンドが、自身のその滑こっ稽けいな姿に気づく事はない。

　──副作用を感じない。




　確かに。

　当人たるイルムガンドは、自身に起きている異変を意識出来ずにいる。

　相変わらず落ち着いた声で念話を続ける女は、ライドウの名が出た事で少し考え込む。

　もう少し時間がかかるかと思っていた。

　──少しずつ、彼女は念話を通して、イルムガンドの心の平静を崩してきた。

　──彼の心が負に傾くように。

　薬と言葉と。その二つを巧みに使って彼の心に憎しみや嫉妬、怒りや憎悪が強く常在する状態を作り上げていったのだ。あくまでもイルムガンドのまま〝壊す〟のが彼女にとって都合が良いから強力な暗示や催眠の類は用いていないだけで、情けをかけたりしているわけではない。

　だから、結実までは早くともまだ半年は必要だろうと目星を付けていたのだ。

　しかしイルムガンドは思ったよりも早く追い詰められ、良い感じに仕上がりつつある。

　だが同時に、進行がやや早過ぎるという懸念もあった。

　加速度的にイルムガンドが壊れていく要因である、ライドウという名の講師。

　その人物を一度見ておく必要があると彼女は感じていた。

　何よりも、強化したイルムガンドを一回りもレベルの違う女生徒が倒せるとは思えない。

　少なくとも、普通のヒューマンには。

　直接向かう必要はなかった学園都市に、彼女の興味が向いた。

（わかりました。イルム様の無念、よくわかりました。もう少し体を慣らされてからと思っていたのですが、次の薬を処方しましょう）

（!?　次の薬だと!?　そんな物があるなら最初からそれを出せ！）

（申し訳ありません。こちらの薬には軽い副作用がございます。感情を自制出来ない方には危険を伴いますし、何よりお体にも負担が……）

（構わん！　感情など自制できている！　俺を馬鹿にしているのか貴様は！）

（申し訳ございません、出過ぎた事を申しました。お許し下さい、イルム様。……では、いつもの者にすぐに届けさせます。それから、首飾りを一点お渡しいたします。魔術への抵抗を高める効果を持ったものです。こちらは私共からの贈り物です。一緒にお送りしますのでお使い下さい。嵩かさ張ばるものではございませんので、邪魔にはならないかと存じます）

（ふん！　その程度の貢みつぎ物で薬を出し惜しみした事を償つぐなえると思うなよ！）

（勿論です。今後も一層の協力を惜しみませんので、どうかご容赦下さいませ）

（その言葉、忘れるな!!）

　そう言い捨て、イルムガンドは一方的に念話を切断した。





　　　　　◇◆◇◆◇






　薄暗い室内。

　イルムガンドから一方的に念話を切られた女は、そんな彼の態度に嘆息する事もなく、静かに歪んだ笑みを浮かべていた。

「ふふふ、随分と良い風が吹いてきているみたい。感情の自制は出来る、か。笑わせるお坊ちゃんねえ。ホープレイズはこれで崩れた。リミアは動かざるを得なくなるでしょう。だけど……ライドウ？　だったかしら。いき過ぎも困るし一度どんな輩か確認しておこうかしら」

　青い肌に角のない頭。

　ただ一人部屋に佇たたずむ女、魔将ロナは思案げに手を口元に添えた。




　彼女がカレンフォルスと偽って学園にやってくるのは、それから数日後の事である。





　　　　　◇◆◇◆◇






　タイミング。

　時機を見誤ってはいけない。

　これは作戦の最後の詰めだ。

　念入りに仕込んだ仕掛けの、最終段階。

「ここまでは本当に面白い位、上手くコトが進んでいる。リミアはともかく、グリトニアからどの程度の高官を引っ張れるかが問題だったけど、リリ皇女が釣れるとは思わなかった。しかも彼女がリミア王を釣ってくれるし。笑いが止まらないわね」

　一つだけ懸念はある。

　学園の講師にして商会の代表でもあるライドウ。

　中立だと口にしたが、彼もヒューマンだ。不安材料ではある。

　恩は売りたいが、作戦に支障が出ても困る。

　最悪、彼が事態の鎮圧に動く事も考えられる。

「ライドウ、魔王様への謁見を了承したんだからそれなりに私達に興味はあるんでしょう？　それなら今回は大人しく見逃しなさいよ……」

　誰かに祈るような響きだと我ながら呆れる。

　祈る神など、私達にはいないのに──。

「ロナ！」

　今回の作戦の相方、同じく魔将である巨人イオの大声が響く。

　さあ、結実の時だ。

　陛下にかの者の死を、そして我らの勝利をお伝えしよう。
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　気が重い。

　もうじき僕は、ここにいる人達全員を裏切るに等しい行為をする。

　ロッツガルドでの商売も続けるのは難しいと思っていた方が良いな。

　まだ会ってないけど、この街を牛ぎゅう耳じる大商会の何人かに目を付けられてしまったようだから。

　レンブラントさんに頼めば……なんて事は流石にやる気になれなかった。

　彼にはただでさえお世話になりっぱなしだ。

　ツィーゲでクズノハ商会が上手くいっていたのは、それとない彼のフォローがあったんだろう。

　あっちの商売が上手くいっているから、僕も商売に慣れてきたなんて勘違いもいいところだった。

　ザラさんは、僕を一人前の商人としてすら扱ってくれなかった。

　途中からなんて完全に馬鹿にされてたもんな。

　レンブラントさんへの貸しにしたいから、街を出ていけば今回は見逃してやるとまで言われた。

　あれは、本当に腹が立った。

　今思い出しても湧き上がってくる怒りは、彼へのものと自分の不甲斐なさへのものが入り混じっている。

　あの代表は、金こそ至上、その価値観で世を生きる感じの人だった。

　彼がやり難いと表現していたのを見ると、レンブラントさんも身内が病気になる前はあんな感じだったのかもしれない。

　だって、あの代表と対等以上に渡り合うなら甘い事なんて言っていられないと思うから。

　悔しいけど僕が商人として不出来なのは事実。

　言われた事だって、わかる。甘かったのも、確かだ。

　結局、僕は逃げて魔族と関係を持とうとしている。

　最悪の場合、ここだけじゃなくツィーゲの店舗も、そしてあの街で築いた関係も全部……。

　幾らレンブラントさんがあんな事を言ってくれたからといって、ヒューマンと敵対して女神とも揉めている、そんな僕が彼の負担にならない訳がない。

　異世界にまで来て僕は何やってるんだか。

　満員の観客が熱気を放つ闘技場で、巴と澪が確保してくれていた席に座った僕は、誰もいない舞台を見る。

　闘技大会団体戦も、残すは決勝のみ。

　もう会う機会がなくなるかもしれない生徒達の試合、きちんと見届けないとな。

　レベル制限なんてあからさまな嫌がらせも、彼らにはあまり効果がなかったみたいだ。

　ミスティオリザードとの模擬戦のおかげで、連携しての戦闘に慣れているだろうし。

　ただ、少し気になる事がある。

　あのホープレイズ家の次男だ。

　彼の準決勝の試合での様子、普通じゃなかった。

「あれは、良くない感じがするな。巴、わかるか？」

「あの貴族ですか。ふむ……何らかの魔術か薬物で能力を高めていて、その副作用では？」

「澪は、どう思う？」

「不ま味ずそうな感じがしました。ヒューマンに混ぜ物でもしたような、気持ちの悪い色合いに見えますわ」

「亜人みたいって意味？」

　ヒューマンに混ぜ物って。

　どんな意味なのかわからないぞ、澪。

「いえ、何て言えばよろしいのか……。ええと、ヒューマンと亜人は、種類は違うのですがケーキとしては同じ括りに入る感じで、さっきの気持ち悪いのは中に何か埋め込んだような……ドライフルーツ入りのパウンドケーキみたいな……」

　わかるような、わからないような。

「そう、か……」

　僕としては巴の意見に近い印象だ。

　正気を失ったようなどこか虚ろな雰囲気。

　異様な膂りょ力りょくをもって相手を叩き潰す──ヒューマンというよりも魔物に近い感じを受けた。

　彼のパーティメンバーも、彼ほどではないにせよ、普通とは思えない。

　建前上、この大会では魔法薬などの使用は禁止されているけれど、彼のやってきた事を考えると薬を服用していてもおかしくはない。あと可能性として考えられるのは魔術だろうか。

　まあ、力はありそうだけど見たところツヴァイさん以下。

　技は言うまでもなくアオトカゲ君以下。

　三人で挑めるなら、僕の生徒が勝つだろう。

「識、そろそろ戻ってくる頃だと思ってたよ。どう、あいつらの様子は？」

「若様直伝のジャンケンで熾し烈れつな選手争奪戦をしておりましたよ」

「ふふ、緊張していないようで何より」

　生徒達の控え室へ行かせていた識が戻ってきた。

「識、お前はあのホープレイズの子、どう思った？　個人戦のときと比べてもだいぶ印象が違うんだけど？」

「……ええ。私も確かな事は申せませんが、何かされているように思います」

「されている？」

「はい。正気を失いかけています。あの雰囲気は魔法薬の類かと。昔、私が扱っていた物にも似ていますが……」

　やはり薬か。

　本当になんでもアリに出来るんだな。

「ちなみに識が扱っていた薬はどんな効果だったの？」

「ヒューマンをグール……半死の幽ゆう鬼きに変えて使役する効果の魔法薬です。もっとも、その薬は即効性はあったのですが、出来上がったグールは使い物にならないくらいひ弱でして……失敗に終わりました」

　さらりと言ってはいるが、昔の識の所しょ業ぎょうには真っ黒なものも少なくない。

　これもその一つだな。

「使役かあ。彼は少なくとも操られている感じはしないし、ひ弱でもないなあ」

「はい。まあ、暴走するような事態になった場合、最悪我々が止めれば問題ありません。生徒には危なくなったら棄き権けんするよう伝えてありますから。むしろ私があの者の事で気になりましたのは──」

　言葉を続けようとする識に割って入る。

「……識？　あいつらに棄権の話をしたの？」

「はい、申しましたが」

「ああ～、お前にそう言われたら、アベリアを筆頭に無茶するんじゃないか？」

　彼女じゃなくても、絶対にそんな事にはならない、圧倒的に勝ってやる、くらいに意気込みそうだよね。

「彼らの身を案じたが故だったのですが……」

「最悪、反則負けになっても僕らが止めに入ってやれば良いか。それで、さっき言いかけた気になったのって何？」

「ええ、ホープレイズについて気になる点が。彼が身につけている首飾りなのですが──」

「首飾り？　あの子、また何か実家から持ち出していたのか？」

「魔術抵抗向上の効果が〝偽装〟されていました」

　偽装？

　それは、確かに変だな。魔術抵抗向上の効果なら装飾具に付与するものとしては妥当だし、偽装として付与する意味は本来ない。となると、それを目くらましにした隠された効果が別にあるって事になる。

「もしかして覚醒してパワーアップする系？」

「覚醒？　いえ、何かを集積する作用かと思うのですが……機能している様子がないので、少々気がかりで」

　識が言い淀むなんて珍しい。

「なんだか、嫌な感じですわね。この街全体が、妙な感じです」

　澪が空を見上げて呟く。彼女なりに異変を察知しているのか？

「……一応、ジン達が使えそうな武具を店から持ってきてくれる？　あの子達の控え室に置いておいてあげて。それが終わったらここで一緒に観戦しよう」

「わかりました」

　もしかしたら、それがジン達にしてやれる最後の事になるかもしれない。

　武器なんて、降りかかる厄介事を振り払う一助にしかならないけど。それでも身を守る足しにはなる。あの子達自身が危険に晒されたとき、何かの力になればそれでいい。

　何ヶ月か一緒に過ごした子達だ。情だって多少は移っている。

　……いや、かなり移ってる。そうはならないように気を付けていたつもりだったのに、全然駄目だな、僕は。

　今は、守ろう。

「お待たせいたしました!!　これより闘技大会団体戦決勝を始めます!!」

　朗々とした声が、舞台に上がった男から放たれた。
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「よし！　行くぜ！　ちびっ子共、ホープレイズには一切手加減するなよ！」

「ちびっ子じゃない！　手加減なんかするもんか。ジンのやってた瞬間身体強化、僕もやっと実戦で試せるんだ！」

「身体的特徴をからかうのってなんか子どもっぽいですよね、ジン先輩！　そんな事言って油断してたら、見せ場全部頂いちゃいますからねー！」

　肩、膝、肘といった場所に厚革の防具をつけ、戦闘講義時の制服を身につけた三人の学生が明るい雰囲気で話をしている。

　一際背の高い少年が最初に言った言葉が、彼らを良く表していた。

　ジンとちびっ子コンビ。

　そう表現するのがしっくりと来る。

　今回の戦闘に参加する事が出来ず、どんよりとした空気を纏った残りのメンバー四人もそう思っていた。

「なんで、俺はあそこでグーを出した！」

「あんたがあそこであいこにしなきゃ私出れたのにぃ……」

「四連続でパーとか荒らしですか！」

「い、一回も出られなかった……」

　選手争奪戦の敗者達である。

　意い気き揚よう々ようと各々の武器を取る三人とは対照的な落ち込みようだった。

　スタンダードな片手剣を取るジン、体に不釣り合いな大きさの槍を取るユーノ、申し訳程度の効果を持った宝珠を先端に付けた杖を取るイズモ。

　この三人が勝者だった。

　出場こそ出来ないが、残る四人も彼らに続いて舞台付近まで来る。

　そのまま舞台に上がるジン達。

　既に待機していた七人の対戦相手と対面する。

「潰す、潰す、潰す……」

「おいおい、今日はオクスリでも使ってきたのかよ、センパイ。今更無駄だって」

　ジンが呆れたような口調で、様子がおかしいイルムガンドを揶や揄ゆした。

「明らかに普通じゃないし、何かやってるのに、審判見えない振りだし……」

　イズモは冷たい目で審判とイルムガンドを交互に見る。

「キモ……」

　ユーノの、ただ馬鹿にした一言。

　据わった目でぼんやりとジン達の方を見るイルムガンドホープレイズの手には、個人戦のときと同じ、業物の大剣が握られている。

　相手の異質な様子に気負う事なく、ジン達三人も整列した。

　選手が順番に紹介されていく。

　妙に浮わついた雰囲気の六人と、容貌からして明らかに普通ではない一人の七人。一方、そんな相手を前に臆した風もなく、ただ不敵に笑う三人。

　観客席と来賓席から注がれる、例年を超える試合への強い関心の目。

　本来この場所に立っているという事は、学園に通う生徒にとっては最高のシチュエーションなのだが、この決勝は奇妙な空気に支配されていた。

「はじめっ!!」

　戦闘の開始を告げる号令の直後から、戦況は激しく展開する。

　ジンの両脇にいたユーノとイズモ。

　彼らがいきなりそれぞれ左右に弾けた。一見連携を無視したようにも見える行動だが、ジンに慌てた様子はない。三人が試合開始前に打ち合わせをしていた作戦通りの動きだった。

　身体強化の術を利用した急激な加速、それは、二人が個人戦で見せていたものよりも更に速い。

　ジンが使っている瞬間的な身体強化を、彼ら二人もごく短い間に習得していたのだ。

　対するイルムガンドは、個人戦での遺い恨こんからか一直線にジンへ突進をかます。

　その速度はユーノとイズモには劣るものの、大柄な彼が防具を全身にまとって大剣を持ってのものだ。迫力は二人とは比べ物にならない。

「センパイよお！　これが最後の試合だ、覚悟しろよおおお！！！」

　イルムガンドの突進を、ジンは嬉き々きとして受け入れる。

　望むところだった。

　イルムガンドの陣営にいる残り六人には、両脇からユーノとイズモが迫っている。

　そちらにジンが心配する事は何もない。

　四人いる術師は詠唱を始めたところだし、残る二人の戦士もそれぞれ個々に迫ってくる二人を迎え撃とうとしているため、ジンは安心してイルムガンドと相対する事が出来る。

　愚かだ、とジンは口元を歪めてそう思う。

　相手は、こちらの二人が何を考えているのか読めていないと、確信できたから。

「邪魔なゴミはあああああああ、潰すううううう!!」

　個人戦で見事に攻略された、加速からの横薙ぎを懲りずに放ってくるイルムガンド。

　ジンはその攻撃を受け止める。個人戦の時のように攻撃の出鼻を挫くじく必要などない。

　だが、予想外の力が打ち合った剣からジンに伝わる。

　魔力を付与して一度くらい打ち合っても問題ない状態になっているはずの木剣に刃が食い込み、ジンの体が押し込まれる。

「ちっ!!」

　舌打ちを漏らしつつ、剣を引いて攻撃を流そうと身体の動きを切り替えるジン。

　そこにまた予想外の攻撃が加えられる。

　得意の薙ぎ払いを受け流されて体勢が崩れかけたイルムガンドが、無理矢理一歩前に足を踏み込んで持ちこたえ、同時にジンとの距離を詰める。そのまま空いていた手で拳を作り、ジンに突き出した。

　明らかに体の負担なんて考えていない、無茶苦茶な動きだ。狂気さえ感じさせる一撃。

　ジンは油断していた。

（よけられねえ、野郎っ）

　顔に迫る拳。

　回避出来ないタイミングだと悟ったジンは、半ば本能的に腕を上げて防御する。

　正確には肘でのガード。

　大したものではないとは言え、そこには防具を着けている。

　奇跡的にその防御は間に合い、イルムガンドの拳はジンの右肘と激突した。

　ジンの防御など意にも介さず、そのまま振り抜かれる拳。

　ジンはやや後方に飛ばされて転倒してしまう。

　しかし即座に立ち上がり、剣を構え直すジン。

　肘への思わぬ衝撃にも剣を離さないのは、流石だった。

「貴族様の戦い方かよ、それ。ちっ、先生が見てる前でやってくれやがって」

　ジンの目に激しい怒りが揺らめく。

　一撃をもらったのは彼の油断も大きいのだが、戦いの高揚でそんな事は思考に入らない。

「ユーノ、イズモ。悪ぃな、先始めるわ」

　小さく。

　ジンの呟きが漏れる。

　再び彼に向け突進するイルムガンドを制するように、今度はジンも駆け出した。
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　一方イズモとユーノは左右から隊列を組んで待ち構える六人に接近していた。

　戦士二人は既に剣と槍を構えていたが、術師の詠唱はまだ発動まで時間がかかる状態。

　最初に動いたのは、ユーノだった。

　まだ最も近い戦士との間合いも詰まっていないのに、彼女は手に持った槍を二人の戦士の間を縫うように投とう擲てきする。

　真っ直ぐに鋭く飛んだ槍は、ユーノから見て一番奥にいた男術師の胸に吸い込まれるように直撃した。

　木製で、その上先端は鈍く丸められていたため、貫通はしない。

　槍が勢いを失ってその場に落ちるのに対して、攻撃された術師は大きく仰のけ反ぞって仰向けに倒れる。

「め～いちゅ～～!!」

　朗ほがらかな声が舞台に響く。

　心底楽しそうな声だ。

　ユーノは一瞬たりとも止まらない。飛んでくる槍に気を取られていた戦士がその突進を止めようとするが、彼らの足は動かなかった。

　イズモだ。

　相手がユーノの挙動に注視するあまり自分への警戒が薄れた時を見逃さず、高速移動を止めて詠唱を完成させ、彼らの足元から氷気を昇らせて膝下まで氷で包んでしまっていたのだ。

　そのまま戦士二人の傍で何やら術を詠唱し始めるイズモ。

　相手の注意がユーノからイズモへと移る。

　すると、今度はユーノが動く。

　戦士の間を器用にすり抜けると、彼女は迷わず一番近くにいた術師の懐に体勢を低くして入り込む。

　未だ完成せず、杖の先に集まっただけの魔力を一瞥すると、彼女はおもむろに術師の下顎を見据えて右手の掌しょう底ていを突き上げる。

　小柄な少女の放った一打。

　しかしそれは、下半身をバネのように活かして体重と勢いを十分に乗せた一撃だ。

　受けた男の頭部は跳ね上がり、その身は僅かに宙に浮く。

　湧き上がる歓声の途中、ユーノはトドメとばかりに晒された腹部に肘打ちを見舞う。

　どれもが肉体強化を施した上での攻撃なので、肉弾戦が不得手な術師には耐えられない。

　舞台外にまで無様に転がり落ちた彼のドールが弾け飛ぶ。

　一際大きな歓声が場に満ちる。

「ひとーっつ!!」

　ユーノの目はもう次の標的を見据えている。横一線に並んだ術師全てが彼女のターゲットだった。

　最初に槍を受けた男は激しく震えながらも何とか立とうとしている。

　それさえ、彼女にはわかっていたのだろう。

　故に、「ひとつ」だった。

















「ア、アウムル、リイッ、ひっ！」

　横で仲間が吹っ飛ぶ様子を目の当たりにした女術師が焦りで詠唱を中断してしまう。

　ユーノレンブラントの次の標的と見定められた事を彼女の獰どう猛もうな目から察した故だった。

「ふたつめっ、いただきまーっす!!」

　出鱈目に振り回された杖を容易く掻かい潜くぐり、相手を翻弄するユーノ。

　至近距離でどうしてこんなに目まぐるしく動けるのか、術師の女子生徒には訳がわからなかった。

　彼女の視界にはもう、ユーノはいない。

　どこに消えたのか、敵が見えないその恐怖を感じる前に首の後ろに鈍く強い衝撃。

　彼女が覚えていたのはそこまでだった。

「おまけっ!!」

　術師の背後に移動していたユーノは、彼女の延えん髄ずいに回転を加えた肘を打ち込んでいた。

　かなり危険な攻撃と言える。

　当然ながら彼女の身代わりであるドールも、頭部分が大きく破損して力なく揺れるばかり。

　まだ辛うじてリタイアの判定ではない。

　だが、おまけ、と言い放ったユーノの一言と一緒に腕を極きめられ、そのまま残る術師に向けて投げ飛ばされ、更に追撃の蹴りを受けた事で彼女のドールは砕け散った。

　僅かな時間に恐ろしい体術で二人の術師を打ち倒したユーノ。

　まだ終わりではない。

　ユーノの舞の如き攻勢はまだ続いている。

「はい、みっつっと!!」

　仲間を投げ込まれ、彼女を避けるために体勢を崩してよろめき膝をついた術師の生徒が前を向いたとき、もう彼女はそこにいた。

　膝立ちになった彼女の、膝に片足をかけている。

　ユーノのもう片方の足が、その膝が女子生徒の視界を埋めたときには勝負は決している。

　彼女はそれが、地球で有名な蹴り技である事を知らない。

　ただ出来そうだからやってみせただけだ。

　後方に控える術師を完封していくユーノ。

　最後に残った一人にターゲットを定めた。

「槍回収～っと。でもって、よーっつ！」

　ユーノは投擲した槍の場所まで辿りついて武器を回収しようとする。

「あっ、が!!」

　そのついでに、ようやくダメージから立ち直りかけた男術師が持っていた杖を槍で打つ。

　その一撃で、杖が乾いた音を立てて転がっていく。

　次いで、そのまま寝ていろとばかりに術師の頭を槍で横殴り。

　再び沈んだ彼はピクリとも動かなくなった。

　ドールも粉砕している。

「おしまい！　ふっふーん、私の勝ちだねイズモ君！」

「もう少しだったんだけどな、負けたよ」

　振り返ってイズモを見るユーノ。

　その動きは勝利宣言と一緒だった。

　彼女の視界には崩れ落ちそうな戦士の満まん身しん創そう痍いの後ろ姿があった。

「風の刃、短詠唱からの連続発動にするとやっぱり威力がかなり落ちる。数で押し込む感じになっちゃったよ。はぁ……」

　イズモの残念そうな言葉の直後、致命傷には至らない切り傷を無数に付けられて防具もズタズタにされた体格の良い戦士がよろめき、そして倒れた。彼のドールは鋭い刃物で滅多斬りにされたように刻まれていた。

　もう一人の前衛はとうに倒れて意識を失っている。

「ふっふー、それじゃあ、残りは……っ！　あああーー!?」

「え、ユーノどうした……の……？　あっ！　ジン、抜け駆けはしないって言ったじゃないか!!」

　決勝開始から初めてになる、慌てたようなユーノとイズモの声。

　視線の先には残る一人、イルムガンドホープレイズとジンがいる。

　力任せに暴れるイルムガンドに対して、ジンは一切引く事なく、一方的に打ち続けていた。

　三人で打ち合わせをしたときに約束した、加減した風はない。

　その攻撃の嵐は、勝負を終わらせようとする激しさを伴っていた。

　イルムガンドは三人でやる。

　だからまずはユーノとイズモで他の選手を蹴散らす。

　その間、ジンはイルムガンドを押さえておく。

　そういう作戦、いや約束だった。

「笑える位にタフになってるじゃねえか、イルムガンド先輩！　もっと足掻いてみせろよ!!」

「ぐっ、ううぅ、潰す、つぶ、ぎいっ」

　イルムガンドの力も技も、例年の闘技大会なら間違いなく優勝している技量だった。

　だというのに、ジンは彼を圧倒している。

　来賓席のみならず、観客の誰もがこの異常に気付きつつあった。

　彼らの間にあるのが、ただのレベル差ではない事に。

　そして中でも聡さとい者達は、この戦いぶりを見せたジン達が、他の生徒とは違うナニカを学んでいる事を察し始めていた。

「あーっ、早くやらないと私達の分なくなっちゃうよお!!」

「……ちょっと待って、ユーノ」

「イズモ君？」

「変だ。あれだけやられているのに、ホープレイズのドールに損傷が殆どない。見た感じ、防具でダメージを相そう殺さいできている様子もないのに」

「……ホントだ」

「ジン、ダメージじゃなくて気絶させる攻撃も混ぜてるのに、それも全然効果がない」

「あの人、口は悪いけどあれで意外と優しいところあるもんね。これだけ好き勝手やってくれたホープレイズなんて、私なら気絶どころか延々と恥かかせるのに。多分後遺症が残るのはまずいとか色々考えちゃってるんだね」

「……君は意外と黒い方だよね。ま、僕もイルムガンド先輩については君と同意だけど」

「とにかく行こうよ」

「僕はここで良い。詠唱始めておくよ。君ら二人が前衛をやるなら、僕は安心して後ろにいられるから」

「そ、なら……っ!?」

　ユーノはイズモとのやり取りを終えて、ジンとイルムガンドの戦いに混ざろうと足に力を込める。

　その二人の動きと同時に、ジンがイルムガンドから距離を取った。

　それは意図しての展開ではなく、緊急回避を思わせる動きだった。

「来るつもりなら気いつけろ！　センパイ、何かやばい感じだ」

「りょーかーい!!」

　派手な打ち合いを繰り広げながら、仲間二人の様子にも気を配っていたジンが、ユーノの気勢を察して忠告する。

　軽い口調で、時に怒りを見せながら戦ってはいるものの、ジンは冷静に戦況を把握していた。

（こいつ、やばいってか変だな。打っても打っても動きが鈍らねえし、意識も飛ばせねえ）

　所々に鋭い技を見せる事はあるが、基本的にイルムガンドは力任せの戦い方をしている。

　大剣を振り回して相手に叩きつけ、ダメージを与える。思考が力一色に染まっているかのようだ。

　明らかに普段の彼ではない。

　先日彼と刃を交えたジンからすれば、明らかに異常であった。

「審判！　これ、続けて大丈夫なんすね!?　先輩、明らかに変ですけど？」

「全部、あいつさえいなければ……あいつさえ……」

「……戦闘継続の意思は感じられる。ドールを見る限り、君の攻撃によるダメージは大した事がない。継続しなさい」

　審判はドールでダメージの判断をしている。

　それが無事である以上、気絶などをしない限りは決着としない意向のようだ。

　それに、継続で良いと言うのなら、少しでも早く終わらせてしまえば、おかしな事に振り回される事もないだろうと考えた。

「お、俺はっ！　勇者様と、理想、理想をっ。ライドウ、ライドウ!!　邪魔をするなっ!!」

　吼ほえるイルムガンド。その怨えん嗟さの中で出てきた名前はライドウ。

　ジンでもユーノでもイズモでもない。

　そしてその呟きのあと、これまでよりも一層、イルムガンドの攻撃に力強さが増した。

　体そのものが一回り大きくなったようにジンには感じられた。

　武器を持つジンの手が微かすかに震える。

　表情にも苦々しい色が混ざる。

「……知るかよ！　俺は先生じゃねえし、お前の理想なんてどうでも良い。大体、試合で汚い事をするような手合いが語る理想なんざ、聞く価値もねえよ!!」

　イルムガンドの言葉を切り捨てて、ジンが上段から振り下ろされる大剣を掻い潜ってイルムガンドに迫る。

　空いている手からフックが放たれるが、繰り返される剣と拳の連携がジンを捉える事はなかった。

（嫌な予感がどんどん強くなりやがる。何を仕込んでいるのか知らねえけど、さっさと終わらせるに限る。あの様子だとユーノとイズモも何か用意しているようだし、一気に畳み掛ければ終わりに出来るか……？）

　ジンの体がバネのように縮む。

　その身を、一撃の突きを放つ発射台にするために。

　解放された体は半身になり、右手で放たれた突きは正確にイルムガンドの下顎を狙っていた。

「ユーノ、イズモ！　何かやるつもりなら合わせろ！　畳み掛けるぞ！」

　当たる。

　そう思ったジンは目を一瞬仲間の方に向け、確認の意味を込めて自分の意思を伝える。

　既に、彼らも動き出している。

　恐らくは自分の動きに連動していると思い、自身が起点になる事を明確に伝えた。

　──しかし。

　ジンの突きはイルムガンドの下顎を打つ事が出来なかった。

　僅かに身を低くしたイルムガンドは事もあろうに迫る切先を顔、正確には口で受け止めた。

　歯で、がっちりとジンの突きを止めている。

「っ。どうかしてるよ、あんたは!!」

　事態の異常さに表情を歪ませながらも、ジンは即座に対応する。

　柄を握っていた右手を離し、柄頭に掌底を当てる。

　足で強く石畳を踏み、下半身からの力も掌へ集中させ、一気に押し込む。

　依然として切先は歯で止められたままだったが、その力を加えられた事でイルムガンドの体が斜め後方に浮き上がった。

「うまいっ、後は任せて！　ユーノ、頼んだよ。エアリアル!!」

　イズモの術が発動する。

　イルムガンドの周辺数メートルが淡く緑色に発光した。

　微かにその範囲に入っていたジンがバックステップで退避する。

　既に落下しようとしていたイルムガンドの体が空中で止まる。

　そしてそのまま手足をばたつかせながら、何かに押し上げられるように上昇していく。

　エアリアル。

　対象と周囲数メートルの範囲にあるものの自由を縛り、風で押し上げる。

　それだけの術、それ自体に攻撃力はない。

「もって二十秒だからねっ！」

「わかってる！　ではでは。ユーノ、いっきまーすっ!!」

　既に上昇し始めているイルムガンドを追って、攻撃的な光を目に宿したユーノが緑色を帯びた魔法の円柱の中に入っていく。

　最後の一歩で思いっきり上方に飛ぶ。

　自分から初速をもって上昇の流れに乗ったユーノはイルムガンドに追いつく。

　そこから彼女の攻撃が始まった。

　もう、滅多打ちだ。

　初めは上昇速度を相手に合わせるための減速を狙った一撃。

　そして滅茶苦茶に振り回されるイルムガンドの手足を避けながら容赦のない槍の連続攻撃がひたすら続く。

　しかも鎧の継ぎ目や生身の部分を選んで攻撃している。

　明らかに、彼女はこの通常では有り得ない空間での動き方を知っていた。

　ただただ翻ほん弄ろうされ体のバランスすら取れないイルムガンドとは違う、活き活きとした動きだった。

「そろそろかな～、それじゃあ食べちゃうくらい武器が好きな先輩に～。プレゼントですっ！」

　その身を襲う大剣の腹を足で蹴って、自分から円柱のエリア外に出たユーノ。

　投擲の構え。

　その槍に加速と、魔力の付与を行う。

　魔力の付与が体を離れても有効な効果を維持するのは、術者にもよるが極めて短時間である。

　ユーノにとって、それはギリギリの距離だったがそんな事はおくびにも出さず。

　足場のない不安定な状況からイルムガンドに向けて高速の槍が射出された。

　当然、上昇のエリアから外れた彼女は落下する事になる。

　ジンが彼女を案じて落下予測地点に急ぐが、それは杞き憂ゆうだった。

　十メートル程から落下してきたユーノは着地よりもだいぶ余裕を持った地点で減速、正確には不完全な浮遊を自らに使って無事に着地した。

　完全な浮遊の魔術は、まだ彼女には使えない。

　ユーノが落下する途中、一気に色を薄くし始めた円柱は、彼女の着地を待たずにその効力を失い、霧む散さんした。

　空中に残されたのは、木槍の直撃を受け、額から血を流すイルムガンドだけ。

　魔術を駆使した空中での連続攻撃などという前代未聞の大会風景を見た観客らは呆然としていたが、そのイルムガンドの姿を見たときにようやくドールを見るに至った。

　大きく破損して、揺れていた。

　それはまだ、破壊されてはいなかった。

　だが落下の後にどうなるのか。

　少なくとも無傷では済まないと確信をもって見ている。

「おっかねえ攻撃するな、おい」

「空中なら慣れてなければまともに抵抗されないから。初めは遊びで試してみたんだけど、意外と初見の相手には効果的かなって二人で話していたんだよ」

「これをツヴァイさんに決めるのが当面の目標なの！」

　三人は和気あいあいと集まって話をしていた。

　落下の瞬間。

　鈍く大きな音が響いた。

　イルムガンドのドールが、二つ。

　見事に割れた。

「……っ。し、終了ぉぉ！　団体戦決勝、勝者はジンロアン、イズモイクサベ、ユーノレンブラント！」

　しかし。

　この年の闘技大会は、まだ終わりではなかった。
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　　　巴と星湖と英雄と






　巴は湖の畔ほとりにいた。

　深い森に囲まれ、人が生み出す喧騒など一切存在しない。

「……妙じゃな。万色のみならず瀑ばく布ふ、リュカの奴まで引っ越したのか？　奴が棲処を変えた事など一度もなかったはずじゃが」

　神妙な顔を浮かべた彼女が独り言を呟く。

　巴は今、主である真の下を離れて別行動をとっている。

　今頃真は学園都市に到着し、試験の準備に取りかかっているだろう。

「にしては結界はそのまま残っておるし……やれやれ、数百年ぶりに顔でもみてやろうかと寄ってやったというのに」

　一人湖畔に立つ彼女が、面倒臭そうに青い髪を掻いた後、ため息を漏らし、踵を返して湖を背にした。

　その様さまは、旧知の間柄にある相手との再会を諦めたように見える。

「ライム、ライム！　まだ着かぬのか!?」

　森に響く巴の声。

　すぐに応じる気配はない。

　巴の発した声の余よ韻いんが消え去った頃、人の腰辺りまで伸びた草を揺らして一人の男が姿を現した。

「お、遅く……なりました」

　肩で呼吸をし、息も絶たえ絶だえの男。全身には浅い傷を負っている。

「む、まあ良い。ではこれから付近の村へ向かい、リュカについての話を中心に周辺の近況を収集して参れ。儂は先に本命の湖へ行く」

「あ、姐あねさん！　付近の村って、ここ、メイリス湖の、メイリス大樹じゅ海かいの真ん中ですぜ!?　それにリュカって……上位竜じゃないっすか。伝承ならともかく近況なんて……」

　ライムの応答は半なかば絶叫であった。

　メイリス湖を目指すに際し、巴に力を示せと言わんばかりにあっさりと置いていかれた。それでも彼は単独で湖に辿り着いた。彼はメイリス大樹海を一人で踏破した事になる。

　一般的には偉業である。

　この地、リミア王国でこれだけの実力が明らかになれば、下級の爵しゃく位い程度の地位を王国への忠誠と引き替えに手に入れられるほどの功績。

　力は示したはずなのに……示せましたよね？

　とライムの目が巴に訴えている。

「うむ。それがどうした？　この森と水源の恵みを受ける村やら街やらが十ばかりあるじゃろう？」

　しかし、ライムの上司にあたる巴は労う事なく、次なる指令を話しはじめる。

「……あ、ええ。あります」

　それがあまりに自然だったので、ライムは思わず自身の功績を訴える事も忘れて頭に叩き込んである情報のままに頷く。

「回れ右をして森を出る、情報収集する。儂の話はそんなに難しいかの？　ライムよ」

「内容は、その、わかります」

「なら行け。今のお主なら五日もあれば済むであろう？　まあ、そうじゃな。……仮に、じゃが」

「？」

「ここに来る程度で己の限界を迎えていると申すのなら……儂とて鬼ではない。森の外まで安全に送ってやり、以後、お主を危険に晒さぬよう細心の注意を払って使ってやっても構わんよ？」

「っ！」

「お主はヒューマンにしては良くやった方とも言えるし、どうするかの？」

「……やります。五日後、どちらにおられやすか？」

「ふふ。星湖。そう呼ばれ始めている湖の脇にも森があるらしい。その近くの村で落ち合おう」

「わかりやした。必ず」

「良い目じゃ。そうそう、この湖の水は治癒魔術をかけてから飲むとその魔術の効果を倍増させる。採取して役立てよ。いつリュカが戻るとも知れぬから、出来る限りすぐに発たつよう心がけよ。よいな」

「へい！　じゃねえ、はい！」

　ライムの返事が巴に届いたかどうか。

　彼女の姿は湖畔から消えていた。

　微かな霧は残っているが、巴の気配はもう感じられない。

　残されたのはライム一人。

　リミア王国で危険度最高の樹海に一人だ。

　巴のアドバイス通り、ライムは水を水筒に注ぎ、治癒魔術を唱える。

　暖かな光が手から水に移り、消え去ったのを確認すると彼は水筒に口をつけ、一気に飲み干した。

　血が浮いた生々しい裂れっ傷しょうや、肌の色を痛々しく変じさせた打撲の痕あとが見る間に癒えていく。

　更に顔色まではっきりと良くなり、表情にも力強さが戻ってきた。

「こりゃすげえ。水ってのが残念だが、出来るだけストックしてと」

　ライムの視線が対岸の奥に広がる森へ向けられる。

　水を口にして一瞬緩んだ彼の瞳が再び鋭く変わる。

「考えてみりゃ、荒野を進むだけじゃ半人前だ。帰れて初めて一人前。来れた場所なら帰れなきゃ、そもそもメイリス湖まで姐さんに着いていったって選択肢が間違いだったって事にならあね。っし、行くか！」

　装備一式を再確認し、己の頬を両手で叩く。

　元冒険者ライムラテ。

　巴や真に関わった事で数奇な運命を歩み出しているこの青年は、迷いを見せず新しい道を進んでいる。
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　星湖。

　これは正式な名称ではない。

　いや、ここにはまだ正式な名前が存在しない、と言ったほうが正しい。

　そもそも王都からほど近いこの場所に、少し前までは湖というものは存在しなかった。

　出来たのだ。

　ヒューマンのステラ砦攻略戦の折、魔族がリミア王国の都を目指して反撃を仕掛けた戦の舞台となった場所こそ、星湖と呼ばれる湖。

　言い換えるなら、星湖の存在こそ戦いがあった証である。

「では、お主はその場にいたのじゃな」

　巴がライムとの待ち合わせに指定した森の中。

　そこには小さな集落が形成されていた。

　星湖が出来てからというもの、魔物すら近寄らないエリアであるこの地に住まう者達がいる。

　この事実は、調査に訪れた巴にとっておおいに興味深いものだった。

　当然のように彼女はその集落を訪れ、住民の一人に話を聞いているのだ。

「ああ……そうだ」

　遠い目をして巴に応えたのは壮年の男。

　しなやかに鍛えられた肉体を持ち、深い経験を感じさせる雰囲気を纏っている。

　長い従軍経験を持つ者、と巴は一目で理解した。

　彼女の特技である記憶を読む力を使うまでもなく、読み取れた情報だった。

「十分な礼はしよう。詳しく聞かせてはもらえぬか？　この集落についても、あの湖についても。無論、どこぞの国に報告する、などという無ぶ粋すいな真似はせぬ」

　礼をする。

　確かにその用意はあるし、言葉に偽りもない。

　しかし、もし男が求めに応じなければ、巴は無理にでも男の記憶を読み取る気でいた。

　ひとまず、相手が好意的に応じてくれるかどうか、ただ男に委ゆだねて待つ。

「……」

「……」

　沈黙。

　男の髪を、髭ひげを、風が撫でる。

　後ろで束ねた巴の髪も、柔らかにそよいでいる。

　沈黙は続く。

　諦めたように、巴がゆっくりと目を閉じようとしたとき。

「……あの湖は、罰なのだ」

「……」

　口を開いたヒューマンの男を、巴は改めて見る。

（意外じゃな。話す気はある、か。しかし、妙な熱気を目に宿しておる）

「あれこそは、戒いましめの一矢。我らヒューマンと魔族の争い。その醜い戦争を許さぬ、かの方が……」

「かの方、とは？」

「女神様のお傍に控えるどなたか、なのだろうな」

「はっきりとはわからぬと？」

「ああ、わからん。……考えてみれば我々は、女神様は知っていても、彼女にお仕えする方全てまでは知らないのだ。精霊様や上位竜だけがお仕えしているわけではなかった。そういう事なのだろう。女神様は、ただただ我らヒューマンに慈じ愛あいを注いで下さる。しかし、ならば、誰が我らを戒め、罰するのか」

「……ふむ」

（精霊どもはともかく、儂らは女神に仕えているわけじゃないがの。女神とは遙か昔に万色の奴が先住の長として対話と交渉をしたに過ぎぬ。が、儂は別に現状の世の認識を覆したい訳でもない。黙っておくのが面倒も少なかろう）

　上位竜が男の中で自然に女神の下僕になっている、その認識を知り、巴の瞼まぶたが微かに揺れる。

　言葉には一切出さず、己の中で思案するだけにとどめて、彼女は男の次句を待つ。

「その役割を担っておられるのが、かの方だったのだ。人も魔も、この世に生きるあまねく存在を、ただ平等に罰する。殺し、壊し、滅する。女神様による処罰を代行する処刑人、もしかしたら罰を司つかさどるもう一柱の……、いや、流石にそれは畏れ多いか？　しかし……」

「……」

　徐々に興奮した面持ちになり、饒じょう舌ぜつになる男。巴は黙って彼の話に耳を傾ける。

「そして、我らは、生き残った。あの光を生んだ青き衣の少年、俺の目にはそう見えた。他の者は赤い衣の亜人だという……強大な魔術を操ったとも、剣の使い手とも、弓手とも！　きっと、見た者全てに違う姿をお見せになったのだ!!」

（だいぶ混乱しているようじゃな。混乱というよりも、狂気に近いか？）

　巴は男の記憶を探る。

（──断片的過ぎてよくわからぬ。感情の光が入り乱れておるな……見ていてあまり気分のよい記憶ではないのう。……ステラ砦での戦争当時、リミアの兵士で、撤退行動中に青い光に巻き込まれて意識を失う。片目、片足を失うも一命を取り留め、教官として軍に残る事を熱望されながらも兵士を辞め、今に至る、か。家族にも財産を分与した上で完全に関係を断っておる。まさしく世捨て人よな）

「この命が未だあるのは思おぼし召めしなのだ。この記憶を、痛みを、拠り所として、この後の生を謙虚の念をもって過ごせという、かの方の、『魔人』様のご意志」

　──軍人としての練度と経験を惜しまれ、大国リミアで必要とされていた優秀な男。

　だが、彼の人生観そのものが、真の放った一撃によって完全に破壊され、異なるものに変えられてしまっていた。

　身辺を整理して家族に財産を譲り、他者との関係を断ち、誰も近づかない森で自給自足の暮らしに身を投じる──。

　さながら、宗教の熱に浮かされてしまったような有様だ。

「む……待て。魔人？　魔人とはなんじゃ？」

「誰が言い始めたのかは、わからん。だが、この地に引き寄せられるように集った仲間内の誰かが、かの方をそう呼んだのだ。決して相あい容いれぬ人と魔。その二つを合わせた言葉は、何故かかの方を表すに相応しいと、感じた」

　巴は目を細める。

　怒りによるものではない。

　むしろ楽しさを感じている。

　魔人の正体、それは間違いなく真だ。

　自らの主に、いつの間にか二つ名がついている。

（魔人か。人も魔も区別なく扱い、そして見境なく滅ぼす。実にぴったりな呼び名よのう。女神の眷けん属ぞくでもなければもう一柱の神でもないが、名だけは実に良いではないか。くふふ）

「俺の罪は、片目と片足で許されたのだ。だから、残る生で罪を再び重ねぬよう、魔人様がお作りになった星の湖に祈りを捧げて、静かに過ごす。これが俺の全てだ、お嬢さん」

「……貴重な話を聞いた。礼を言う。だが困った。よい礼が思いつかぬでな」

　巴は金も物もそれなりに持ってきているが、どうやらそれでは違う気がした。

「確かに、金も物も、今の俺には必要ない。願いがあるとするなら……」

「申されよ。叶えて差し上げられるかはわからぬが、出来る限りの事はしよう」

「静かな祈りの日々を……」

「……」

「ここの事を他言しないでくれれば十分だ」

「承うけたまわった」

　巴は男の願いを了承した。

　彼の言葉を受けて、この集落を訪れた時にさほど強力ではないが身隠しの結界が張られているのを感じた事を巴は思い出す。

（なるほどのう。この場にはヒューマンも亜人も魔族もごっちゃに生活している。互いにあまり深く干渉してない上に目立った敵対もしておらん。ツィーゲや荒野のベースに似ておる。リミアやヒューマンが知ったら面白いものではないか。ならば……）

　男と別れた後、集落の出入り口の柵辺りまで移動する。

　何事かを呟いて、自らの髪を数本、手にした刃物で切り離す。

　それは日本刀に付属する、小こ柄づかと呼ばれるものに酷似していた。

　彼女が腰に二本差している武器は日本刀を模したものであり、その構造もある程度似ている。

　小こ柄づかがあるのもその一つだ。

　次いで指先を傷付け、浮き出た血をその髪に馴染ませた。

　更に幾つかの詠唱を彼女がすませると、血を吸った髪は空に舞い上がり、消え去った。

（……ものの千年も持たぬじゃろうが、結界を張っておいてやろう。若に祈りを捧げて余生を過ごそうという者を、どうこうするつもりはないのでな）

　森を出て、彼女は何の整備もされていない湖畔に立つ。

　広く、深い青。

　どこまでも澄んでいて、優しく凪なぐ水面みなも。周囲に生物の気配はなく、ただ、静かだった。

　不気味な程に。

　地元の住民から見れば異質でしかない和装に身を包んだ巴は星湖を見つめる。

　ただ、愉快そうに。

「ふ、ふふふっ……ははっ……」

　誰もいない湖畔で、やがて巴は笑い出した。

　それは彼女がよく浮かべるような澄ました笑みでも、不敵な笑みでもない。

　もっと無邪気なものだった。

　着物に土が付くのも構わず、やがて文字通り腹を抱えて転げ回る程に巴は大笑いした。

　今、巴の主である真は学園都市にいる。

　彼女がいるリミア王国の星湖から遙か南西だ。

　恐らく、来きたる試験に頭を抱えながら、勉強している頃だろう。

　彼が学園都市に発つ前に交わしたやり取りを思い出す。

「多分、僕の最後の一撃も嫌がらせ程度にしか……」

　真はそう言っていた。

　厳密には、真の心中の呟きを巴が覗き見たのだが。

　その主の一撃がまさか湖を作っていようとは。

　彼女にとって、主の言葉と現実との乖かい離りが愉快で仕方なかったのだ。

　一ひと頻しきり笑いまくり、ようやく落ち着いてきた巴は湖畔に立ち、メイリス湖に向けたものとは全く違う、感慨深い表情で星湖を見つめる。

「まさか、嫌がらせ程度で湖とは……いやはや、若は本当に退屈させてくれない御仁じゃの。出来れば、他人の記憶なんぞじゃなく、その一撃に立ち会いたかったのう。壊れかけた男の断片的な情景のみとはいかにも残念」

　そもそも、先ほど巴に話を聞かせてくれた男は真がその一撃を放つ瞬間を見ていない。

　恐らくは、天から大地に突き刺さったブリッドが炸裂する力に巻き込まれただけだ。

　曖昧だからこそ、その威力を見て、女神の代わりに罪人を処刑する存在などと見当違いな認識をしたのだ。

　男が途中から連呼しはじめた魔人という言葉も、巴は面白いと感じたから否定も訂正も挟まなかった。

　どちらにせよ、男は心の内の大事な何かが壊れてしまっていると判断した巴は、それ以上の情報を引き出そうとはしなかった。

「人であれ魔であれ、どちらも等しく処刑する圧倒的なモノだから魔人か。ヒューマンだか亜人だか知らんが、面白い名をつけるもんじゃ。確かに若はヒューマンじゃろうと亜人じゃろうと、いや竜であれ神であれ、それが障害だと判断すれば排除しようとなさるじゃろうな。無論、女神の代行者でもなければ処刑人でもないが……魔人という名は若を表現するに向いておるかもしれぬ」

　感慨に浸りつつ独白すると、巴は主の命に従って調査を始めた。




　それからライムと合流するまでの数日間。

　最初に話を聞いた男の集落の住人らに話を聞き、その後、日が落ちてからは周辺に潜む人ならぬモノ達から同様に話を聞いて回った。

　星湖からは王都もほど近かったが、彼女は敢えて周辺の村で宿を取り、情報を収集した。

（出来て間もないからか強大な魔物が棲み着いたりもなく、幾つか川が流れ込んでいて魚の姿が見られる、か。前者は若の魔力の残ざん滓しが影響しておるのじゃな。微かとはいえ感知出来るような魔物は近寄りたくなかろうよ。強力にマーキングされているようなもんじゃからな。湖畔に住み出す連中の方が余程おかしいわ。湖としての恵みが大きくなるのはまあ害は生まんじゃろうし、若も対策をお考えではなかった。こちらは捨て置けば良かろうよ。あとは、明日のライムの情報に期待してみようかの）

　巴が他に誰もいない宿の部屋で唇を軽く噛む。

　全くと言ってよいほど、真から命じられた女神の力を封じる指環の存在については情報がない。

　魔人と、彼が作った湖のインパクトが大きすぎて他の事が消し飛んでしまっているのだ。

（念話の妨害についても、使用していたはずの魔族の者の話にも、記憶にすら出てこなかった。これは骨が折れそうじゃな）

　思うように進まない調査をもどかしく感じながら、翌日に迫ったライムとの合流に備え、巴はベッドに倒れ込んだ。




　ライムとの合流当日。

　念話で打ち合わせを済ませ、巴とライムは星湖近くの村にある宿の一室で落ち合っていた。

　ライムの情報は巴が集めたものより多様で、有益な情報も多かった。

「侵入者と、リュカの不在。それに樹海の危険度が増大している、か」

　難しい顔をして巴が唸うなる。

「へい。情報を総合しやすと、恐らくこの間のドンパチがあった前後に、メイリスの樹海に腕利きの連中が入ったのは間違いないようです。そして、その頃から樹海が騒がしくなってきた。つまり──」

「リュカがその腕利きの連中と戦って傷ついたかもしれんという事か。誰だか知らんがやるもんじゃな」

「──へい。少なくとも、上位竜が根ね城じろを不在にする程の傷を与えたんですから、尋常じゃねえ事です。そりゃ旦那や姐さんなら余裕でやっちまいそうですけどね、普通じゃねえのは確かっすよ」

「結界は生きておったから死んではおるまいが。……ライム、お前はどんな輩やからがリュカの相手だったと思う？」

　不意に試すような口調で問いかける巴。

「一番可能性が高たけえのは勇者のどっちかでしょうが、それならどっちももっと話が大きく広がってないとおかしいっす。実は旦那がこっそりリュカともやっちまってたってのも考えましたけど、それだと結界が残ってるのが不思議です。多分樹海も残らないような気がするんですよ、旦那だと」

「……」

（こ奴もなかなか言いおるようになった。良い傾向じゃな）

「勇者を除外してこの辺りにいる奴で竜と戦えそうなのはって考えると……竜殺しが妥だ当とうかと思いやすね。これも妥当って言っちまうにはちょっと気に入らねえとこもあるにゃあるんですが」

「竜殺しか。ふむ……気に入らぬのは何か、申してみよ」

「旦那とやり合った後とは考えにくいので、その前にリュカとも戦って痛み分け以上の戦果をあげたとして、その後予想外の状況で旦那と戦ってお怪我までさせるってえと……竜殺しってのもとんでもない化け物って事になっちまいます。それが気に入らねえです」

「……うむ」

「俺が知ってる竜殺しは、そこまでヒューマン辞めてなかったんすよね。だからそこは引っかかります。けど、一番可能性があるのはやっぱ竜殺しのパーティかなってのが俺の推測っす」

「そんなところじゃろうな。若がやり合ったにしてはリュカの結界が健在なのが不自然じゃ。勇者ならもっと話題になっとる。もしくは徹底的に隠いん匿とくされよう。戦時である今上位竜をどうこう出来る戦力が在ざい野やにそうそう転がっとるとは儂も思えぬ。ここがリミアではなくツィーゲだというなら少しはその見込みもあるがな」

「へへっ、そりゃ、確かに」

「で、ライム。指環や念話についてはどうじゃ？　何かあったか？」

　ここまで軽快に語っていたライムの表情が曇る。

「……いえ。それらしい話さえ。ただ、念話の方は知らねえってよりは、隠されてる、っつうか話題にされないように細心の注意を払っている。そんな感じがしやした。かといって探りを入れても手ごたえがあるわけでもねえ。ちいと妙な感じです」

「ほう。……探っても情報に行き当たらぬとは確かに変じゃな」

「へい。それで、あくまで俺の経験上なんですが、一つ思い当たる事が」

「聞かせよ」

　巴の短い促しに、ライムは神妙に頷いた。

「自分らが探っている時、なんす」

「ん？　どういう意味じゃ？　説明せよ」

　更に巴はライムを促す。

「……たとえが悪くてアレなんですが、俺らが姐さん達について探っている最中、それを察知していたかのように知らねえ奴からクズノハ商会の情報を尋ねられた時。あの時と感じが似てやす」

「……なるほどのう。王国も戦闘を繰り返す中で魔族の念話について何らかの推測を得て調査をしている、だがまだ成果を上げていない。そしてその情報については──」

「他に漏れねえよう、箝かん口こう令れいが敷かれている」

「その不自然さが、お前に引っかかりを感じさせたというわけか」

「もしかしたら、ですが。そういう事もあると思いやす」

　顎に手を当て、思案する巴。

　ややあって、口を開く。

「……いや」

「はい？」

「大したものじゃ。ライム、お前の勘働き、捨てたものではない。じゃが、それなら……念話についてはあまり触れ回らぬ方が良いな。元々さしたる情報はないだろうし、かといって王都に潜入する程でもない」

「念話の話が本当なら、十分潜入の価値はありやすぜ？」

「ないわ。念話の改良程度なら識や他の者に取り組ませた方が障害が少ない」

「ですか？」

「……若が、他と揉める可能性を考慮してもやれと言って下さる方なら話は別じゃがな。あの方は、内々で済みそうな事なら外と関わるのを嫌う傾向があるでな」

「……あ、言われてみればそうすね。そもそもあまり他の組織を頼る人じゃないっす、旦那って」

「じゃろ？　ヒューマンの大国リミアの王都に潜入していいかと申し上げたとしても、答えは決まっておる。うちで作るのは無理なの？　と聞かれるわ」

「……そして多分識さんとか皆さんなら、無理じゃないんすよね」

「そういうわけじゃな」

　ライムが頭をポリポリと掻き、巴は口元に笑みを浮かべた。

「わかりやした！　当面は指環の情報すね。となるとあの戦いに参加してた連中を──」

「しっ！」

　巴がライムを制止し、鋭い目で周囲を警戒している。

　ライムもまた、状況を察したのか意識を研ぎ澄まし、彼女に倣う。

　二人がいる部屋の中を探ろうとする術者を牽けん制せいするため、巴は結界を展開した。

「……お前、尾つけられたようじゃな」

「っ!?　そんな下手は」

「……どうも、儂らが誰か知っておるように思えぬ。何というか、鈍い」

「鈍い？」

「敵意があるでも、明確な目的をもってお前の居所を突き止めたというでもない。じゃが、今こちらを探ろうとしておるのは間違いない。お前に惚れたただの街娘なら、楽じゃがな」

「女を引っかける余裕は流石に今回なかったっすよ……。それに魔術で探りを入れるような不穏な女はお断りっす。少し前にエリスに言われたんすけど、そういうの地雷女っていうらしいんすよ」

「なんじゃそれは？」

「踏んじゃいけないものらしいっす。手を出すと面倒な女って意味じゃないっすかね、多分」

「まるで若じゃな。なれば若は地雷男か……ふむ」

「……ええっと」

「あの娘の感性は相変わらずわからん。魔人の方が聞こえは良いな」

　巴は短く嘆息した。

「魔人って旦那の事っすよね、やっぱり」

　地雷云々では返答を避けたライムが、魔人という単語に反応する。

「若の言動とも一致するし、ほぼ確定じゃな」

「流石旦那っすよね。どうしたらあそこまで目撃証言が滅茶苦茶になるんすか。長身痩躯の美女、分厚い青いコートに身を包んでなお肉感豊かな女、大きな赤いコートを引き摺ずった少女、全身から金色の光を放つ亜人、左は青、右は赤の珍妙な法衣を纏った老人、この世の者とは思えない美貌の全裸の青年。……まだまだあるんすけど」

「その後の湖を生んだ攻撃とその衝撃とで記憶が混乱しておるんじゃろうな」

「不定の姿を持つ魔獣か何かと疑う話っす。あらかじめ旦那の事を聞いてなかったら、とても信じられる話じゃありません」

「ふっ、無理もないのう」

「あ……探りが消えました」

「む、来るつもりか。敵ではなさそうじゃが……これは」

　盗聴か窃視を目的とする企みは消え、代わりに術者に動きがあったようだった。

（なかなか、豪華な装備を揃えておるな。竜に有効な攻撃手段も持つ者もいるようじゃ。この状況で儂を狙ってきた、とは考え難いが物々しい事よ。男、女、女の三人じゃな）

　静かに、近づいてくる相手を探る巴。

　接触しようとする謎の三人組に、巴は現在彼女が持っているどの立場で接するべきかも同時に思案していた。

（星湖かメイリス湖、その樹海を調査しに来た連中、というのであれば一番楽にあしらえるが……）

　三人の気配がドアの前で止まったのがわかった。

　響くノックの音。

　一瞬だけ視線を交わし、二人は小さく頷く。

「どちら様でしょうか？」

「突然の訪問、失礼致します。私どもは同じ宿に部屋を取っている旅の者ですが、こちらの方が珍しい武器をお持ちと聞きました。是非ひと目拝見したくお邪魔した次第です。どうか、お聞き届け下さいませんか？」

　ライムの言葉に応じたのは若い女の声だった。

　武器、と言われてライムは自らの得物を見る。

　刀だ。

　巴の目も刀をとらえていた。

（どこまで本当かわからぬが……刀を知っている者ならば、ライムのソレに興味を惹かれる事はあり得る。刀に興味があるのならそ奴の持つ情報は儂も興味がある……ならば儂は冒険者かクズノハ商会の関係者を名乗れば問題はなかろう）

　そう考え、ライムに向けて小さく頷いてみせる巴。

「……わかりました。どうぞお入り下さい」

「ありがとうございます。失礼致します」

　ドアがゆっくり開く。

　どこか気品を感じさせる女が、先陣を切って室内に入ってくる。

　次いで彼女より少し背の高い男が入室し、そして彼にくっつくようなかたちで、少女と呼んで問題ない外見の女の子が一人部屋に入った。

　最後に入室した少女がドアを閉めようとしたとき、男が大声を上げた。

「侍!?」

「ん？」

　耳に馴な染じむ、しかしこの世界の者から初めて呼ばれたその名称に、巴は思わず笑顔で男を見た。





　　　　　◇◆◇◆◇






「そう、商人の護衛を生業なりわいになさっておいででしたか」

「うむ。クズノハ商会という、まだまだ小さい店じゃがな。儂はそこで主に仕えておる。先ほど申したように護衛であり、主の部下の商人であり……まあ何でもやっておるの」

　商人の従者として当たり障りのない紹介をした巴達に、探るような女の目が向けられた。

　だが巴は意に介した様子もなく、淡々と応じている。

　ライムは自己紹介以降は特に発言せず、巴の部下に徹していた。

　発言せずとも、彼は彼なりに三人の来客の外見や所作から情報収集を始めていたため、暇を持て余している訳ではない。

「……儂って、あんた見たところハタチそこそこに見えるぜ？　もしかしてロリＢＢＡか？」

「……うん？　ああ、まあそんなもんじゃ。しかし、初対面で女に年齢を聞くような真似はどうかと思うぞ……小僧」

「こ、小僧!?」

　明らかに年下であるため小僧と呼んだ巴に対して、呼ばれた男が怒ど気き混じりに反応し声を荒らげる。

　ライムはその様子を、笑いそうになるのをこらえながら出来る限りの無表情で見ていた。

　巴に対する態度に不満を覚えつつも、何故かライムは男を責め立てる気分にならなかった。

　出来の悪い弟の情けない様子を見ている兄のような、不思議な心持ちで見守っている。

　もっとも、巴も彼もロリＢＢＡの意味がわかっていなかったが。

　巴の言い方が気に入らなかったのか、男の横にくっついていた小さな女の子もまた頬を膨らませて巴を睨んでいた。

「商人にしては、あまり言葉に気を遣わない方のようね」

　探るような目をしていた女が巴に多少の非難を混ぜた言葉を放つ。

　話し方、所作、そして雰囲気。

　女からは尋常ではないものが感じられる。

　巴はもちろん、ライムもそれを察していた。

　少なくとも富豪か貴族の娘だと、彼は目星をつけている。

（手入れの行き届いた髪。主張し過ぎず、だが上品な髪留め。旅の途中にしては唇の紅も眉の手入れも綺麗にしてやがる。服も汚れは少なく仕立ても間違いのない出来、とくれば相当な金持ち。男の方もいわくのありそうなオッドアイに、でたらめな気配を振りまく装備を惜しげもなく身につけてやがる。が……こいつはそこまで警戒しなくちゃいけねえ事もねえか。見た感じも、姐さんとの話しぶりもなかなかだし……まあ良さそうな奴だ）

　正確に淡々と情報を集めていくライムの思考に、本人も気付かない小さなノイズが加わる。

　結びつかないはずの答えに何故か導かれていき、そしてライム自身がそれに違和感を覚えない。

　己の異変に気付かないまま、ライムは彼ら三人を任務を帯びたどこかの騎士一行か、さもなければ貴族の物もの見み遊ゆ山さんだろうと推測した。

「名も知らぬ者にあんた、などと呼ばれる筋合いもないのでな。小僧くらいの年齢と見受けるが、違ったかの？　見たところ、どこぞの騎士か貴族といった雰囲気じゃが……このような小さな村に何用じゃ？　少し行けば王都もある。小休止とは思えぬが」

「俺は小僧じゃない！　俺には智樹って名前があるんだよ！」

「智樹様。今日はお忍びですので……」

「お兄ちゃん……」

「あ、つい」

「ほう、智樹殿か。小僧と呼ばれるのが不快であったなら以後改めよう。済まなかったな。それで？　残りのお二方はどこの誰と仰るのか？　儂らは既に名乗ったつもりでおるが、まだお名前すら伺っておらんはずじゃな？」

　巴は智樹と名乗った銀髪の青年を一瞥した後、彼を諫いさめるように声をかけた二人の女性に視線を移し、言葉を促す。

「……私はリリ。智樹様に仕える者よ」

「私、モーラ。同じく、お兄ちゃんの仲間だよ」

　僅かな逡しゅん巡じゅんの後、気品漂う女性が凛とした声で巴に応じた。

　それを見て後押しされたのか、智樹の傍にいた少女も名乗る。

（リリ、それに智樹か。持っておる武具の質、それにこ奴らの様子を考えると……グリトニアの勇者と見るが妥当か。つまり、智樹と名乗るこの男は若と同じ異世界人。興味深いが……）

（リリって、グリトニア帝国皇女のリリグリトニアかよっ！　つう事は、この男が帝国の勇者か。モーラって名から察するに、この嬢ちゃんがあの稀少なドラゴンサマナーってわけか。すげえ連中と遭っちまったもんだ。しかしまあ、この自信といい気配といい。勇者ってのは確かにただ者じゃねえみてえだ。凄えもんだな）

　巴もライムも容易く同じ答えに辿り着いた。

　相手が帝国の勇者一行と目星をつけ、巴は智樹についての情報を思い出した。

　そしてちらりとライムを見て、彼女は一つ嘆息した。

「リリ殿にモーラ殿か。では改めて、儂はクズノハ商会の巴という。そしてこっちはライム。さて、と。先の質問に戻るが、そなたらはここに何をしに参った？　儂はこの村を訪れる多くの客と同じく、突如出来たという湖の見学なわけじゃが、そちらの物々しい装備の数々を見ると、どうやら異なる目的があるように見受けられるが？」

『!?』

　異なる空間に隠して持ち込んだ装備に触れられた事に驚いたのか、智樹一行に動揺が波及した。

　まさか指摘されるとは思っていなかったのだろう。

「そもそも立場があろうそなたらがリミアで隠密で動く必要があるとなると……さて？」

「そ、それより！　あんたの持ってるソレ。ひょっとしなくても刀だろ!?　俺はそれに興味があってここに来たんだ。そっちのおっさんが持ってるのを偶然見てさ。少し見せてくれないか？」

　智樹が唐突に、巴の腰にある二本の刀へ話題を移す。

　あまりにも苦しい話題の転換だが、ここは巴が引いた。

「ん？　刀に興味があるのか。そういえば先ほど侍とか言っていたな。見たくば構わぬよ。ほれ」

　少し意地悪な笑みを浮かべ、巴は腰に差していた二本の内短い方、脇わき差ざしを智樹に渡してやる。

　渡された智樹は瞳を輝かせながら、早速その柄つかに手をかけた。

　その様子を見ていた巴は内心で落胆する。

（なんじゃ、鞘さやの拵こしらえや鍔つば、柄の意い匠しょうには関心なし、か。つまらぬ。若は儂の説明に付き合って職人の努力を讃たたえて下さったというのに。勇者は若と同じ世界の人間のはずじゃが、どうやら異世界の出身だからといって、必ずしも期待する程の御仁であるとは限らぬようじゃな。これではリミアの勇者とやらもどこまでの者やら）

　刀を抜こうとしている智樹を見つめる巴。

　落胆は失意に変じていた。

　刀を渡す前から、この銀髪の若者が送ってくる不ぶ躾しつけな視線に巴は不快感を覚えていた。

　彼の観察を優先したのと、自分が相手に抱く心証を晒さないため、表情には一切出さずにいたのだ。

　巴は、主と同じ異世界の出身である勇者達に、実のところそれなりに期待を抱いていた。

　それだけに、グリトニアの勇者であろう青年の実態に大きな失望を感じてしまう。

　身のこなし、魔力、言動。

　身のこなしはツィーゲの冒険者達に比べてそれなり。

　恐らく、一時期真と行動をともにしていたトアより劣るだろう。

　魔力は真どころか巴にすら劣っている。

　真と契約を結ぶ前の彼女と比べて一回りは上、といった程度だ。

　言動は論外。

　それこそ、その辺りのチンピラと何ら変わりない阿あ呆ほさ加減だと巴は判断した。

「あれ、何でだ？　こいつ、抜けねえ」

　当然である。

　誰にでもすっと抜ける代物であれば、幾ら格下と位置づけた相手でも巴は自らの武器を渡したりしない。

　エルドワが曲がりなりにも己の主とした真や巴に、どうぞ、と差し出した武器である。

　試作品とは訳が違う。

　巴が腰に差す二振りの刀を抜けるのは所有者である巴、その主である真、そして手入れを行う製作者の職人のみだった。

　そういった手の加えられた逸品なのだ。

　何より持ち主である巴に武器を抜く許可を求める様子など一切なく、抜き放とうとする智樹の態度に、巴は心底呆れた。

（お前ごときがどうにか出来る品ではないわ）

　そんな事を考えながら、巴は智樹に言葉を掛ける。

「もしや、刀身が見たいのか。済まぬな、それは儂にしか抜けぬように付与が施されておる故……」

　そう言って刀を返すように手を伸ばし、返却を促す巴。

　しかし、智樹にその気はなかった。

「いや、そんなはずはない！　俺はこの世のどんな武器だって扱えるんだ、だからこれだって──」

　扱える、と主張しながら、明らかに力任せに引き抜こうとしている。

（やれやれ）

　心底呆れながら、巴は智樹からごく自然に脇差を取り上げた。

「なっ！　あ？」

　どうやって刀を取り返されたかもわからない智樹の驚きが虚むなしい。

　その様子を眺め、リリは巴の所作に警戒を強めていた。

　何をしたのかは彼女にもわからなかったが、智樹と彼女、それに横で同じく驚いているモーラの誰にも見えない動きで刀を奪還したのは間違いない事実だったからだ。

　この場に騎士であるギネビアを同行させなかった事をリリは後悔していた。

「あまり乱暴に扱わんでくれ。大事な相棒なのでな。刀身が見たくばこれで良かろう？　名を白しら藤ふじ、とくとご覧になればよい」

　巴は三人の目の前で、智樹から刀を取り返したのと同様、何事もない事のように鯉こい口ぐちを切り、一気に脇差を抜き放った。

「す、凄ぇ……！」

「これは、何て……」

「綺麗……」

　智樹、リリ、モーラ。

　三人から感嘆の吐息と、端的な感動の言葉が漏れた。

　日本刀の持つ、張り詰めた美しさ。

　刀身に走る、他の刀剣にはあまりみられない独特の刃は紋もん。

　思わず魅入られてしまいそうになる感覚が三人を襲っていた。

　見る者が見たなら、柄の巻き、鍔や鞘に施された細工や意匠にも見惚れたに違いない。

　水に触れたわけでもないのにしっとりと濡れて見える刀身は、それが単に金属を鍛えた武器ではなく、高度な付与魔術を施された逸品である事を証明していた。

　それだけではなく、抜き放たれた瞬間から、その刀は周囲に冷気を放ち気温を下げ始めている。

　それが一層、見る者に張り詰めた雰囲気を与えた。

「む。昼とはいえこの辺りはまだまだ冷える。あまり出し続けていてはそちら方の身体に毒か」

　自然な一連の動作で巴は納刀した。

「これで満足かな？　儂らにも用事というものがある。これでお帰り頂きたいのじゃが」

（勇者がこの程度とは、時間の無駄じゃったな。そして、ライムめ。こんな連中に尾けられるとは、後で仕置きじゃぞ、馬鹿者が）

「待ってくれ！」

「暇ではない、とお伝えしたつもりじゃったが、おわかり頂けぬかな」

　面倒臭そうに智樹の言葉に応じる巴。

　何とか会話を続けてくれた巴の様子を見て、智樹はリリに何事かを耳打ちする。

　聞いていた彼女は何度か頷き、口を開いた。

「巴さん、と仰いましたね。その武器……刀と言いましたか。相当な逸品であるとお見受けしました。どうでしょうか、そちらの言い値をご用意致します故、我らにお譲り頂けませんか？」

（その交渉、勇者ではなくこの女がするか。ふむ、普通に考えればこの連中の中で財布を握っておるのはこ奴じゃろうし、おかしくもないか。しかし抜けもせぬ武器を欲しがるとは見境がないのか何か策でもあるのか。もっとも、譲る気なぞ微塵もないんじゃがな）

「これは儂にしか扱えぬ刀だと申したはずじゃ。折角の申し出じゃが、金に限らず何と交換を申し出られても譲る気はない。もしどうしても刀が入り用なら、辺境都市ツィーゲに出向かれるといい。上手くすれば手に入るであろうよ」

　にべもない巴の態度に、リリの表情が一瞬歪む。

「……内密に、と思っておりましたが仕方ありません。実は、こちらにおられる智樹様は女神様が帝国にお遣わしになった勇者なのです、そして私はグリトニア帝国の皇女、リリ」

「ほう！　そなたらが勇者に皇女と!?　これは驚いた！」

　ようやく当人達から明かされた素性に驚いてみせる巴。

　だが、推測と寸分違わない事実だけに、巴は内心己の白々しさに苦笑した。

「改めてお願い致します。ヒューマンの……いえ、この世界の未来のため。どうか、ご協力頂けませんか？　皇位継承権こそ捨てた身ではありますが、私も皇女。巴様がお勤めになっているクズノハ商会がいずれ我が国で商いをなさる折にはお力になる事も出来ます。いえ、私の名前にかけてお約束しましょう」

　リリの言葉に巴が目を細めた。

「おお、怖い怖い。身分を明らかにした途端に儂らを脅すおつもりか？　商会の名まで出されては身の竦む思いがするのう。それに、仮にも皇族の方が儂などにかように丁寧なお言葉で接する。如何なる深しん謀ぼうがある事やら」

「いえ、決してそのような意図で申し上げた訳ではございません。私は既に半ば皇族とも言えぬ身でございますれば。この身を捧げる勇者様にお力添えを願うために頭を下げるなど、至極当然の事」

（巴、か。クズノハ商会などという商会の名は初めて聞いたけれど、この話しぶりだとツィーゲで商売を始めた商会かしらね。あそこは世界の果てに面しているから私としてもあまり軽視出来ない場所だし、調べてみるべきかしら。あの武器にも見るべき点は沢山ありそうだし、それを作る職人がいるのなら停滞している銃の開発にも何か刺激になるものがあるかもしれない）

　巴への淑しとやかな態度を崩さないまま、内心で冷静に分析するリリ。

「そうかの、物騒な事を色々と考えていそうに思えてならぬが？」

「っ。お戯たわむれを」

「ともかく。刀を譲る気はない」

「……あの。姐さん」

「……なんじゃ、ライム」

「世界のために戦う勇者のご一行からの頼み事ですし、間違ってもウチに損になる取引じゃありやせん。どうでしょう、ここは一つ、姐さんのじゃ難しいですがあっしのコレならこちらさんにも使えるでしょうしおゆず……」

「ライム。お前は少し、黙っておれ」

　自分が手にしている刀を示してライムが譲渡を了承するような発言をしかけた。

　が、言い切る前にその言葉は、低く、怒りを含んだ声色の巴によって潰された。

　幾ら何でも不自然な発言だった。

　ライムにとって、その刀は特別な意味を持っている。

　それは、刀の出来の優劣などよりも遙かに重要な意味のはず。

　だがそれを勇者になら差し出してもよいと、そう受け取れる言葉を吐こうとした。

　巴の表情が曇る。

　少し長く勇者の相手をし過ぎたと、己の判断を僅かに後悔した。

「……」

「失礼。部下が血迷ったがどれも手放せるものではない。ご理解頂こう」

　強く。巴は否定を伝えた。

「……なら、刀はいいや」

「お兄ちゃん!?」

「智樹様、よろしいのですか!?」

「……有難いお言葉じゃが。『は』とはどういう意味かの？」

「さっきリリが言ったけど、俺は勇者だ。当然この世界のために戦っている。魔王を倒し、その後は平和な世界を実現させる。だから巴さん、そのためにあんたの力を貸して欲しい。俺に、俺達にその力を預けてくれ！」

　真っ直ぐに巴の目を見据えて真剣な表情で智樹は己が勇者だと認め、告白し、仲間に誘った。

（……言葉だけみれば立派なものなんじゃがなあ。先ほどの不躾な儂の身体への視線、刀のぞんざいな扱い。それに……今向けられておる儂を見る目。目を見て話す位は出来るのかと思えば、これは魅了の類の魔眼じゃな。馬鹿らしい。ライムは見事に釣れておるが、儂も同じ手でいけると思うておるのが愚かの極みじゃな。魔王を倒して平和な世界を、じゃと？　既に戦後の世界での権力への執着までもが透すけて見えるわ。薄っぺらいのう。ある意味清々しいと言えなくもないが、気持ちの悪くなる下げ衆すじゃ）

　大事なはずの刀を勇者に差しだそうとしたライムは後で折せっ檻かんすると決め、巴は黙って智樹の視線を受け止める。

　不意に、智樹から発される魅了の力が一層強力になった。

　巴に変化が見られなかったために意図的に意識を集中したための強化だったが、それでも巴は涼やかにしている。

　リリは智樹が力を仕掛けている事に気付いたのか、押し黙って状況の推移を見守っていた。

　訪れる沈黙。

　リリの後ろにいたモーラが、意を決したように一歩前に出てきた。

「……なんじゃ、モーラ殿？」

「あ、貴女は……竜でしょう!?」

『!?』

　モーラの発言に周囲が動揺する。

　肝心の巴はまるで意に介した様子はない。

「……ほう。どうしてそう思うんじゃ？　や、待て。そうか、モーラとか言ったな。お前は竜を使役する者か。……ヒューマンには稀にそういった能力に長けた者が生まれる事があるのだったな。魔族にだけは決して現れぬというが……なるほど、お前がそうであったか」

「うっ」

　図星を指されたモーラが呻うめく。

「で、儂から竜の匂いでも感じたか？　残念じゃが、見ての通り儂は竜ではない。が、もしも相手が竜ならばモーラ殿、お前、どうする気であった？」

　巴の言葉に少しずつ、敵意の棘とげが増えていく。

　ゆっくりとした口調の言葉が、徐々に圧力を増して正対する三人へかけられていた。

「嘘！　ただの竜の匂いどころじゃない。匂いも気配も、力も、物凄く純度の高い竜そのものよ！　絶対に、貴女は、巴はかなり強力な竜族！」

「質問に、答えておらんぞモーラ」

（竜!?　モーラはドラゴンサマナー。竜を感知する力は私達の誰よりも優れている。しかもかなり強力な、と言ったわね。となると、この周辺にいる可能性がある竜で最も強大な存在といえば……〝瀑布〟のリュカ!?　もしくはその眷属という事もある。それならあの神じん器ぎと遜そん色しょくないほどの力を放ったシラフジとかいう刀にも納得できる。付与された力も水属性のようだったし──）

「くく、くくく！　済まぬが儂はリュカでも、奴の眷属でもないぞ、皇女よ。考え事は自由じゃが、あまりに突拍子がないのは慎むべきかもしれんな」

「なっ、えっ？」

　思考を覗き見たような巴の言葉にリリは口元に手を当て、信じられないという表情になる。

「竜なら……」

　いつの間にか成年男性の拳大程の透明な玉を両手で持ったモーラが、巴に気け圧おされながらも強い意志を瞳に宿して言葉を紡ぐ。

「むっ」

「たとえどんなに強くても！　竜なら私の言う事を聞いてくれるの！　巴！　私と一緒にお兄ちゃんの力になって!!」

「……」

　これまでモーラの言葉を聞き流しながら、軽く小突くような具合で続きを促していた巴が眉をピクリと上げた。

　何度も巴、と呼び捨てにされたのが腹に据えかねた。

「……お前に懐なついておる竜というのは、随分とお前を甘やかしておるようじゃのう」

「あ、え？　巴、私に──」

　モーラの言葉を遮り、巴が続ける。

「もしくは余程の幼女愛好者か？　どちらにせよ、使役される者としての心得がまるで欠けておる。卓越した能力を既に開花させた天才だというのならまだしも、未だ非力で未熟な主を正した様子もない。何匹おるのか知らんが……馬鹿どもが」

「うっ、とも──！」

「喝!!」

　冷え切った言葉でモーラと彼女に従う竜を見下した巴が、モーラから放たれた力ある言葉を、同じく力を込めた一声で引き千ち切ぎった。

　それは同時に、智樹から巴とライムに注がれていた魅了の魔眼の力も場から消し去った。

　これまで遭遇した如何なる竜も、その力で説得してきたモーラにとって、力を消されて拒絶されるのは初めての経験だった。

「嘘……」

「あんた、俺の力も……」

　モーラと智樹は揃って呆ぼう然ぜんとしていた。

「……？　……っ」

　もう一人。

　利き手ではない方の手で愛刀の鞘を持って惚ほうけていたライムが、情けないような悔しいような、言葉にならない呻うめきを漏らして小さく震えていた。智樹の魅了が解けた結果である。

　かといって、その間の記憶がなくなる訳ではない。

　ほんの少し前の己の言動を、彼は心底から後悔していた。

　一喝を以もって、透明な玉を介して自身に向けられていた服従を促す思念をかき消した巴。

　その表情はこの場にあって最もきつく、隠すでもないあからさまな侮ぶ蔑べつを三人に向けていた。

「なん、で……」

　特に一番強く巴の視線に晒されているモーラの身は、恐怖と困惑で震えていた。

「下らぬ思念を……いつまでも儂に飛ばすな！　小娘!!」

















「ひっ……！」

　モーラの怯えを反映してか、巴の力によるものか。

　少女の手にあった透明な玉が砕け散り、床に散らばった。

「お前の卑ひ小しょうな才能は認めてやらんではない。もっとも、中位程度の竜まではほぼ無条件に従わせ懐かせるだろう、その程度の才能じゃがな」

「……」

「恐らく、相性が良いのは飛竜の類か。無駄にでかい翼で空を舞うしか能のない馬鹿どもとは思っておったが、どうやらお前に使役されている輩は、輪をかけて愚かなようじゃな」

「ナギを悪く言わないで!!」

　モーラが反射的に叫ぶ。

　およそ竜であれば、野の良らであれ騎乗用に馴ならされた個体であれ、皆モーラの願いに頭を垂れて頷いてくれたのだ。

　そして今、モーラの目の前で彼女に怒りを向けている存在は、人の姿こそしているがモーラにはわかる色濃い竜の匂いと力をその身から発している、明らかに竜に属するモノだった。

　だというのに頭を下げるどころか、従う気配さえまるでないのである。

「喚くな！」

「あ、うっ」

「そのナギとやらも、主の危機にまるで助けに来ぬではないか。いかに愚かでも竜じゃからな、格というものがわかっておるのさ。……ここまで言ってもまだわからぬかよ、儂とお前らの力の差が。いっそ、この場でその身に教えてくれようか？」

　巴の圧倒的な威圧感の前に、三人は黙り込んでしまった。

（とはいえ、参ったの。あまりの無礼につい勢いで怒ってしまった。やってやれん事はなさそうじゃが、流石に勇者を手にかけるとなると若に許可を得んまま事に及ぶなどとても……しかしこの馬鹿ども、如何ほどに救い難い存在か）

　ふと、怒気に任せた発言の後で主の事を思う巴。

　真は勇者をそれなりに気にかけていた。

　協力的というよりは単に近況や動向についての興味に近いもので、実のところ真の勇者に対するスタンスは従者である巴や澪、識でさえ詳しくは知らない。

「……まだ、俺の誘いへの答えをもらってないぜ、巴」

　意を決したように、智樹が口を開く。

「この期に及んでよくその言葉が吐ける。その精神の図太さは評価してやってもよいが、仮にも勇者ともあろう者が下らん眼に頼って人形遊びとは、良い趣味とは言えんな。お前のお気に入りの人形を庇うより先に、儂に向けるその気持ち悪い視線をやめてもらえんかな」

「ん、だと？」

「気持ち悪いと言ったのじゃ。異世界からの客人らしいが、どれだけ己に自信がないのか。お主の誘いへの答えは当然『いいえ』じゃよ。儂には既に心身を捧げた主がおる故な」

「気持ち悪い、だぁ？」

　智樹の表情が、剣けん呑のんとしたものへ変わる。

　そんな事を気にした様子もなく、巴は言い放つ。

「案ずるな、そんな力を使っていようといまいとお主への評価は変わらぬよ。ただつまらん、共に戦うどころか敵として刃を交える価値すら──」

「神しん槍そうっ！」

『っ!?』

　突然、愛用の武器を呼び出した智樹の行動に、連れの二人の女性が身を硬くする。

　だが巴は、路ろ傍ぼうの石を見るかのような無機質な眼で智樹を見ていた。

「まるで、癇かん癪しゃくを起こした子どもじゃな」

「うるせえ!!」

　手元に現れた光り輝く槍を智樹が躊躇ためらいなく突き出す。

「ぐうっ!!」

　ただし巴にではなく、ライムに。

　彼の左肩を貫き、肉が焦こげた嫌な臭いが立ちこめる。

　ライムは虚きょを衝つかれた刺し突とつにしまったという表情を浮かべ、衝撃に声を上げたものの、その後は歯を食いしばり、刀を抜いて応戦しようと柄に手を掛けた。

「……ち、どこまで」

　しかし、ライムの反撃を智樹は許さない。

「俺は雑ざ魚こも全部片付けるタチでね！　そっちの刀は俺でも使えるっぽいから、あとでもらっといてやるよ！」

　槍を振って、貫いたライムを窓から外へ投げ捨てる。

　一層強く力を放出した智樹が動きを止める事なく、ライムを貫いた神槍でそのまま巴の胸を貫いた。

　勇者というだけあって高い戦闘能力を示している。

　だが、巴には一切苦痛の様子はなく、またライムとは違いその傷口から一滴の血も流れなかった。

「智樹、帝国の勇者よ。貴様は、本当に救いようのない屑くずじゃのう」

　怒りよりも憐あわれみを込めて、巴は呟いた。

「てめえ、そんな目で俺を見るなぁっ!!」

　怒りと力をぶつける智樹を余所に、巴の輪りん郭かくがぼやけ、そして細かな粒になって散り去った。

「己が話している存在が現うつつか幻かの判断もつかぬか。ふっ。リリ皇女、此度の出会い、我ながら甘いとは思うがなかった事にしてやろう。その真意を汲み取れず、再び愚かな行為に走るようならば、遠からず勇者は一人減ると心得よ」

　三人の身体に響く巴の声。

　室内にはいつの間にか、膝下まで霧が立ちこめていた。

　表情に驚きこそ現れているものの、リリは冷静に巴の発言について思案する。

（いつの間に、こんな霧が。幻術の類ね。……真意、か。最低でも、クズノハ商会に接触はするなって意味合いよね……いえ、巴一人の力の全貌さえ見えない以上、ツィーゲにも調査の手を出すべきじゃないかもしれない。少しの間、他国から間接的に情報収集するしかないわね。一体、何者よ。人の思考を読む竜なんて、私は知らないわよ。聞いた事もないわ）

　巴の術が智樹達三人を狭い部屋に閉じ込めてしばらく。

　ようやく霧が引いていった。

「ちっ、あの野郎もいねえ。仕留めたとは思うけど……刀、惜しかったな。それにあの女、巴も……」

　窓から外を見た智樹がライムの姿がない事を確かめて舌打ちを一つ。

　しかし、その身は微かに震えている。

　智樹の傍らでは、砕けた玉の欠片を手にモーラが床に座り込んでいた。

　幻術が切れてなお、智樹達三人はしばしその部屋を動く事が出来なかった。
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　夜。

　亜空の郊外、森鬼達の絶叫がたまに聞こえてくる、そんな森の中の水場。

　左腕が、根元から千切れかかった重体の男が横たわっていた。

　男、ライムは泣いていた。

　その場の気配は三つ。

　ライムと巴。

　そして真の従者の一人、識がいた。

「すみません、すみません……姐さん……」

　嗚お咽えつと鼻をすする音を隠さず、動く右腕で顔を覆って──。

　ライムは打ちひしがれていた。

　巴と識がそれを傍で見下ろしている。

「魅了の力ですか。聞く限り魔眼で間違いないでしょう。女神から贈られた能力の一つかと」

「うむ。なかなかに強力なようじゃ」

「ライムはヒューマンですからね。特に女神の力の影響を受けやすいかと」

「まったく、情けのうて見ておれんかったぞ。後で折檻してくれようかと考えておったが、勇者に先にやられたわ」

「俺は、何て事を、旦那と姐さんから頂いた刀をどうして……！」

「それで巴殿。治癒に入ってもよろしいですか？」

「いや。それがな、識──」

　巴が何か言いかけたのを、ライムが遮る。

「識さん、俺はもう、恥ずかしくて生きてけねえんすよ！　旦那に合わせる顔がねえ……。あんな、簡単に、ふざけた小僧に嵌はめられて、以外と良い奴だとかっ、くそ、くそ、くそっ!!」

「……これはあれですか。死なせてくれと喚いているわけですか」

　識が嘆息する。

「ま、そういう事じゃ。これでもそれなりに使える男でな。儂としてはちと考えておる事もある。普段は打たれ強い奴だけに今回は相当……な」

「……巴殿は、お優しい」

　識が呟く。

「ん、そうかの？　元はヒューマンであったお主なら話を聞いてやれるかと思ったに過ぎぬが」

　きょとんとする巴を横目に、識が続ける。

「本当に死んで詫びるつもりなら、その刀で喉でも腹でも割いて果てればいい。なのにこやつは泣いているだけ。つまり、ライムは死にたいと喚きながら実際は違うんですよ」

「……俺は、本当に！　もう、自分がほとほと嫌になりやした……」

　反論するライムを冷たい目で見下ろし、識が言い放つ。

「……馬鹿を言え。お前は、ただ悔しいのだよ。そして怒り狂っているのだよ。だがそれを死にたいという間違った結論に結びつけている。何故なら……そうやって振り上げた拳を振り下ろす先が無いからだ」

「……っ。そりゃ」

「その傷も、無様も、元は帝国の勇者によるものには違いないだろうが……。お前が許せぬのは奴よりもまず、自分だからだ。お前が怒って、悔しくて殴りつけたいのは自分自身の心の、手が届かない場所。そしてほんの少し前の、失態を犯した過去の自分。どちらも殴れん。いかに望もうと無駄だ」

「……」

　識の淡々とした言葉にライムの声が沈黙する。

「あと、若様に合わせる顔がない、だったな。それは気にするな」

「え？」

「この事は黙っておけばいい」

「い、いや、それは」

　ライムを制止して、識が諭さとすように語りかける。

「そうして、お前自身への消えぬ戒めにしろ。たかだか二十数年しか生きておらんお前でも、その人生の中で誰にも言えぬような苦い記憶はあろう？　その天辺てっぺんにこの件を刻め。若様はな、心に閉まった過去を全部晒せと仰るような味気ない方ではない」

「ほう……識も言うではないか。見直したぞ」

　静かに二人のやり取りを聞いていた巴が、感心した風に言う。

「何を仰いますか。巴殿が私をここへ連れてきたという事は、初めからライムを始末する気も、そして若様にご報告する気もないと考えておられるからです。そうでございましょう？」

　識が肩を竦め、困ったような笑みを浮かべた。

　巴は穏やかで優しい微笑みでその言葉を肯定する。

「全てを報告する必要はない。僕に必要だと思う事を、報告してくれれば良い。若は常々そう仰っているからのう。木こっ端ぱが下手を打って死にたいとさめざめ泣いております、よりは、実はうちに入って使えるようになったのが一人いるから好きに使ってやってみて下さい、の方が良いじゃろ」

「ふふ、ですな」

「姐、さん。識、さん」

　涙はもう、とうに乾いている。

　見下ろしながら、厳しい言葉を浴びせながら。

　それでも彼らから向けられる眼差しは、ライムには優しい光をたたえているように感じられた。

　こみ上げてくる叫び出したい喜び、嬉しさ。

　そういったモノと一緒に、大部分がえぐられた彼の左肩が少しずつ痛みと熱を伝えてきている。

　麻痺していた感覚が戻りつつあった。

「そろそろ、本題に入るとするか」

　巴がライムの傍らに腰を下ろし、神妙な顔で切り出した。

「のう、ライム。儂の正体はなんじゃと思う？　今日の一件で、何か思う所があろう？」

「それは、ありやすが。俺は別に、そんなのどうでも──」

　はぐらかそうとするライム。しかし、巴はそれを許さないと言うようにたたみかける。

「なら答えよ。儂はなんじゃ？」

「……上位竜。名前は蜃しん、すか。荒野に棲んでいた竜で、ドラゴンサマナーにも動じない。ならそれはわずかな伝説でしか存在も伝わってないっすけど、幻を司る上位竜なんじゃねえかなって」

「ご明察じゃ。儂は元上位竜の蜃。ヒューマンではない」

「ええ。ヒューマンじゃねえだろうとは思ってましたし、それを知ったところで、俺は変わったりしねえっす」

「……変わってみぬか？」

「あ、巴殿……そういう事でしたか」

　ちらりと巴が識に視線を向け、頷く。

「変わる？」

　一人状況が呑み込めていないライムはきょとんとしている。

「そうじゃ。お前のその貫かれた肩に、儂の血肉をやろう。人とも竜とも言えぬ中途半端な儂ではあるが……ライム、儂の眷属にならんか？」

「へい」

　間かん髪はついれず提案を受け入れたライム。

「ライム！　良く考えて答えろ。巴殿の眷属になるというのは、少なくともヒューマンを辞め、亜人に近い存在になる。そういう事なのだぞ」

　識が慌てた様子で問う。

「わかってやす」

「……弱ったお前につけ込むような誘いで多少の罪悪感はあったが、まさかの即答じゃったな。正直、驚いたぞ」

　想像以上にすんなり話が進み、巴も微かに動揺している。

「……俺のまま強くなるのも楽しいっすけど。いざって時、本当に力が必要な時に。それがねえってのは死んでも御免です。そういう後悔は、俺はもう絶対にしたくねえ。ヒューマンが偉いとも思っちゃいませんし──考えてみれば、ヒューマンでいる事に拘こだわりもさほどないんすよね、今の俺。旦那とも筆談じゃなく直接話をしてみてえと思ってましたから丁度良かったんです、ええ」

「ライム、困った事があればいつでも言え。検体の要望は聞いてやる。色々と興味深い存在になりそうだからなお前は」

　識は複雑な表情を浮かべながらも、ライムの決断を認めた。

「へへ、お手柔らかに願いやす。識さん」

「では、早々に始めようかの。何、苦痛はない。己の変容を拒みさえせねば、すぐに終わる」

「姐さん、よろしくお願いしやす」

　ライムが眼を閉じる。

　そして巴とライムの血と肉が彼の身体で混じる儀式は粛しゅく々しゅくと進み、滞りなく終わった。




　激しい光も音もなく。一人のヒューマンが、その種族を静かに変えた。
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　識にライムの世話を任せた巴は、一つ大きく息を吐く。

　まだ宵の口。

　彼女の主も眠りについてはいない。

　だから、巴は真のいる屋敷を目指す。

　既に規模としては屋敷というよりも、城か宮殿と呼ぶのが妥当なサイズになりつつある真の家。

　彼が寝るまでの時間を過ごす部屋に着いた巴は、ノックをして室内に入る。

「どしたの、巴？」

　ドアに背を向けるかたちでくつろいでいた真が、振り返って問う。

「……若、いえ、リミアの調査の件で途中ですが、少しお尋ねしたい事が出て参りましてな」

「リミアの……。いいよ、何？　ん、巴。お前その脇差、白藤だっけ。抜いたの？」

　真が巴に向き直り、そして腰の刀の一つを見て訝いぶかしげな顔をした。

「あ、はい。ちと。どうしておわかりに？」

　少しバツの悪そうな顔をした巴が苦笑混じりに肯定する。

「大きい方はまんまなのに、小さい方だけ手入れしたみたいに見えたから」

「な、なるほど。恐れ入りました」

「で、脇差だけ抜くって結構特殊な状況が多いだろうから気になったんだよ」

「特殊？　いや、その……刀に興味がある者がおりましてな。少し触らせてやって、で、後に儂が抜いて見せてやっただけですが」

　巴は真が特殊といった意味がわからずに、その時の状況を差し障りない範囲で答えた。

「……人に脇差を？　刀に興味があるから？　それなら大だい刀とうの、八や重え黒こく龍りゅうの方を普通見せるだろ？」

「いや。大刀を見せてやるのは勿体ないかと思いましてな」

「勿体ないってお前……。脇差は、そりゃ名前は本ほん差ざしに対してつけられているかもしれないけど、決してサブウェポンって意味じゃないぞ？」

「え？」

「脇差は乱戦になった時とか、大刀を振り回すのに向かない室内戦の時とかに抜くのが主だし……その、万が一の時に自害を選んだとして、その時使うのも脇差なんだぞ？　二本差をしていた武士にとって、場合によっては大刀より遙かに重要な意味を持つ刀だぞ？　何か勘違いしてないか？」

「な、なんですと!?」

　真は巴に脇差の意味を簡単に説明する。

　彼自身、そこまで刀に詳しいわけではないが、巴よりは知っている。

　マニアには及ばないまでも一般的な高校生レベルの知識ではない程度の深さのそれを真は有していた。

　文化方面の歴史知識が妙にあるのは、彼の時代劇好きという側面が影響しているのだろう。

「し、しかし若！　若の記憶の中には脇差だけという侍もおりましたし、結構それで斬り合ってましたぞ!?」

「あのな。武ぶ家け諸しょ法はっ度とってのがあってな……侍は二本差が義務だったけど、隠居した人については脇差一本でもよかったらしくて、あの作品だと現役じゃなくて隠居した凄腕の……」

　真の時代劇＆プチ江戸トリビアの講義が始まった。

　巴はそれを真剣に聞き入り、段々と悲痛な表情になっていく。

　彼女は二本差について、基本的には二刀流のための装備であり、大刀はメインの武器で脇差はおまけというかそれに劣るサブの武器だと認識していた。

　時に投擲したり、不利を演出する二番手の武器であり。

　誤った認識ではあるが、これも時代劇に偏った知識を持つが故の悲劇でもあった。

「……わ、儂はどうしてあの馬鹿に脇差を渡してしもうたのか……！」

「まあ、今後はただ他人に見せてあげたりする時は大刀の方にしときなよ」

「もっと早くお聞きしておくべきでした……うう……」

　巴はすっかり落ち込んで床に両手をついていた。

「じゃあ、その。リミアの調査の話、聞こうか」

　巴は未だ落胆と後悔から立ち直っていなかったものの、真の言葉に頷くとふらふらと立ち上がった。

　一つ咳払いをして何とか調子を取り戻し、口を開く。

「……では。若はあの戦場で光ったりしましたかの？」

「……は？」

「あの時のコート、青と赤を身体の真ん中で半分ずつの割合に分けて着るご趣味などは？」

「あのな、巴？」

「竜殺しとの戦闘の際、実は全裸になったりは？」

「……お前、僕を何だと思ってるんだ」

　真が発する不穏な気配が濃くなったのを感じた巴が、慌てて釈明する。

「いやいやいや！　誓って真面目な質問ですぞ？　で、ではですな。若は……実は爺じじいだったとかというオチなぞは……」

「よし、よくわかった」

「何がおわかりに？」

　真の額に青い筋がうっすらと浮いていた。

「弓の修練をしよう」

「はい？」

「巴、付き合ってくれ」

「それは、勿論構いませぬが」

　巴の了承を確認した真が、笑顔で告げる。

「良かった。お前、的な」

「ま、と？」

「そう、的。なに、軽くだから」

「あの、若。夜の闇で若の弓の的、というのは既に修練を超えて結構な拷ごう問もんではないかと愚ぐ考こうしますが……」

「優しくするから」

　がし、と。

　巴の肩を真が掴む。

　それはもう、しっかりと。

「……いやぁ、情熱的なお誘い、非常に嬉しいのですが、まだ用事が残っております。いえ、若が今夜は寝かさぬというのなら、お付き合いするのも吝やぶさかではありませんぞ？　しかし──」

　少し悪戯めいた艶のある声で真を振りほどこうとする巴。

　だが真からは逃げられない。

　その手は見事に肩をホールドしていた。

「ああ、情熱的に激しくだ。陽が昇るまで寝かせはしないとも。……行くぞ」

「お待ちを！　ああ、無駄に力強い！」

「さー、射るぞー、千本いけるかなー」

「若!?　千は軽くないですな？　軽くないですぞ!?」

　その日。

　亜空に恐ろしい轟ごう音おんと楽しげな笑い声、そして悲鳴が夜通し響き渡った。








　　　澪と料理と勇者と






「ええっと、厚みのある海草と干して堅くなった魚みたいなもの……でしたわね」

　港町の市場を、その景色に似つかわしくない風ふう貌ぼうの女が歩く。

　通りの左右に展開されている賑にぎやかな品々。店主達の呼び込み。

　露店のない場所が道だとばかりに、迷路のように不規則な通路が構成されている。

　道行く者も、上半身裸や薄いシャツ一枚を着ている程度の筋きん骨こつ隆りゅう々りゅうな男が多い。

　そんな荒々しい活気に溢れたこの町で、暗い闇のような黒色の長なが着ぎと鮮やかな赤色の帯で身を包んだ彼女は、明らかに浮いていた。

　着物と呼ばれる、恐らくはこの港町の誰もが見た事のない服装。

　綺麗に切りそろえられた艶やかな黒髪。切れ長の黒い瞳と鮮やかな紅の唇。異彩を放つその美貌は、人々の視線を奪っていく。

　通行人が振り向き、二度見しているのは、クズノハ商会が誇る最強の従者の一人、澪である。

　代表である真は現在、学園都市にて新店舗の開店準備に追われている。最近何かと行動を共にしていた巴は真から申し付けられた所用で遠出しているため、彼女は今一人だった。

　澪が真から任せられた仕事は、港町の調査。実際のところは〝見物〟が正しいかもしれない。

　そのため、ツィーゲから北へ進み、海に面したこの町、コランを訪れたのだった。

　大型の商船の受け入れ可能な港を有しているにもかかわらず、ツィーゲと比べて町の規模は明らかに小さい。貴重な資源や産物が多く採れる世界の果てに位置しているのにその恩恵を今一つ享受できていないのは、ツィーゲに存在する黄金街道の存在が大きい。

　この世界において最も安全で最も高価な流通経路のおかげで、ツィーゲに内陸への鼻先を押さえられ、コランには物流拠点としての価値がないのである。

　とはいえ、コランにも強みはある。

　海産物についてはツィーゲと比べるべくもない豊富さだ。澪が初めて見る食材も多い。

　だが、どうやらお目当ての物も、それに近しい物も見つからず、澪は足を止めて嘆息する。

「コンブもカツオブシも、ソレらしい物もありませんわねえ」





　　　　　◇◆◇◆◇






　元来、目につくモノ全てを喰らってきた悪あく食じきの大蜘蛛だった澪だが、今や彼女の食へのこだわりは凄まじい。

　真と別行動している今、拠点としているツィーゲで名のある食堂や酒場などはおおよそが訪問済みである。たまにツィーゲへ帰ってくる真に、自身の見つけた美味しい店や食べ物を教えるのが澪の喜びとなっていた。

　しかしツィーゲの規模をもってしても所詮は街一つに過ぎない。いずれは紹介するものがなくなってしまう。そんな漠ばく然ぜんとした不安は、日に日に澪の心の中で大きくなっていった。

　真と美味しいものが好きな澪としては、大きな悩みである。

　そんなとき、巴が何気なく口にした一言。

「それなら、お主が若の好む料理を作れば良いではないか」

　澪にとって、まさしく天てん啓けいだった。

　──自分で、料理を、作る。

　出された料理をただ食べるだけだった彼女は、その言葉の衝撃に身をよろめかせた。そして、天才を見るような目で巴をまじまじと見つめた。

　その通りである。

　自分で作れば自身が理想とする味付けが出来る。真が望む味の料理だって出せるではないか、と。

　手始めにこれまで食してきた料理を再現すべく意気揚々と取り組み始めた彼女だが、早々に愕がく然ぜんとするハメになった。

　料理の手順がまったくといって良い程わからないのだ。

　切る、焼く、煮る、炒める、揚げる程度は想像できるが、その先がわからない。

　亜空で料理が出来る者（主にオーク）を捕まえては教えを乞こい、料理スキルを向上させる日々。

　それでもツィーゲで食べた料理には届かない。澪は冒険者ギルドに貼り出される依頼を受ける回数を減らし、食べ歩いた食堂と酒場を再訪して料理人に頭を下げた。

　基本的な部分から料理に手をつけ始めた澪は、自分が再現出来ない料理を作る彼らに敬意を抱くようになっていた。だからこそ、そのレシピや技術を教わろうと頭を下げるのは当然なのだが、一方でそうされた料理人や店長達は堪たまらない。

　最早ツィーゲで知らぬ者はいない存在になっていた澪から、料理を教えて欲しいといきなり頭を下げられたのだから。

　どちらが頼み事をしているのかわからない程竦み上がった料理人達は、ほぼ即答で澪の願いを聞き入れた。ただし、他店との競争や秘伝の関係で教えられない部分もある、と冷や汗を流して澪に懇願した上で。

　勿論、澪はその言葉に頷く。そして私的にしか料理はしないし、商売の邪魔になるような真似はしないと話し、秘伝の味や技法までは教えてくれなくても良いと伝えた。

　そうして、澪は寝る間を惜しんでそれぞれの料理人の厨ちゅう房ぼうを訪れ、仕込みや仕入れにも、彼らの時間に合わせて同行もした。一ヶ月もすると、ツィーゲで振舞われている料理の基本的な骨子を理解して真似る事が出来るようになっていた。

　細部は未だ本職には及ばないものの、目を見張る上達速度といえる。

　そして今。港町に到着した澪の目的はずばり、和食の再現。

　主人である真が元いた世界の料理。

　和食はツィーゲの食べ物とは全く雰囲気が異なる。肉類よりも魚介類を多く使う印象があり、それらが集まる港町はその手がかりになるはずだったのだが──。




「参りましたね、そもそも乾かん物ぶつの類が少ない。未だ記憶に見た和食は、厚焼き卵しか再現出来ていません。巴さんに協力してもらって調理法などを調べてもらってはいますけど、どうやら和食を作るうえで昆こん布ぶと鰹かつお節ぶしなるものは必須な様子。米やら味噌は巴さんが再現に努めていますからお任せしておくとして、私も食材を調達して色々と検討したいのに……」

　いずれ亜空で真に和食を振る舞おうと決心している澪は、港町コランに相当な期待をしていた。

　しかし現状、料理してみたい材料は見つかるものの、肝心の乾物は種類が非常に少なかった。この町の市場ではそういった加工品を取り扱っていないのか不安になる程だった。

「乾物？　干物かい？　うーん、このあたりじゃあ年中魚は獲れるから、わざわざ干して魚を食おうって所はないし、遠くまで持っていくなら氷漬けにして運ぶしな……」

「干して加工するってのは、そりゃまあそれぞれの家で一夜干しくらいならしているかもしれないけれど……」

「少ないだろうけど、土産みやげ物の店や問とん屋やの方に顔を出してみればあるかもしれないっすよ」

　訪ね回って得られた答えは頼りないものばかり。それでも魚の乾物についての情報は少しならあった。問題は昆布の方だ。特徴を話してみても皆聞いた事がないという顔をし、澪を落胆させた。

　市場を一回りした澪は、浜辺に出てみる事にした。

　魚を扱う店への聞き込みで魚を干す場所は砂浜だと教えられたため、実際に従事している人から追加の情報を得られないかと考えたのだ。まさに藁わらにもすがる思いである。

「あれですか……。何だか独特な匂いがしますね。生臭いというか……市場で感じた臭みとはまた違う。ふう、浜辺にはそれこそ海草なんて幾らでも流れ着いているというのに。どうして見つからないのかしら」

　作業を遠目に見ながらも、そこには魚しかない事に軽く絶望する澪。ちらりと見た浜辺の一角にはぞんざいに置かれた黒い塊がある。打ち上げられた海草が放置されているのだと澪は理解した。

　木材を組んで日光が当たりやすく工夫された台の上に魚が置かれていた。小さい物は原型のまま、それ以外は開かれた状態で干されている。

　魚の干物は見つかるものの、目当ての昆布と鰹節には出会えない。落胆した澪は、先ほど確認した黒い塊へフラフラと歩み寄っていく。

　作業者の一人から「それは海のゴミですよ」と声を掛けられたが澪は気にしない。

「肉厚な物も薄い物も、結構種類がありますね。色もよく見ると緑や青、赤なんて物もある。味は……あら。シャキシャキして美味しい。ゴミだなんてもったいない。こちらのは……少しヌメりが気になるけど食べられる。この肉厚のは、所々に白い粉が付いてるわね。へぇ、これ、旨うま味みが強い。香りも磯いその良い匂い。乾燥した部分は固いけど旨味は強くなっている。……十分食材じゃないですか。まったく、見る目がない」

　持ち帰って巴にも検証してもらおうと状態の良い物を吟ぎん味みしていく澪。

　魚を干していた者達は、澪の奇行を気持ち悪そうに見ていた。

　が、突如、その内の一人が急に澪に向かって両手を上げて何かを叫び始めた。

　しかし、海草選びに集中している澪はそれに気づかない。

　皆が口々に騒ぎ立て始めてようやく、澪は異変に気がついた。

「うるさいですわね……一体何だと言うの？　ああ、海草を食した私が不思議なのかしらね。……えっ!?」

　背後から突然の衝撃。

　常人なら致命傷をまぬがれない強力な攻撃が澪を襲う。

　しゃがみこんだ状態から収獲物を手に立ち上がろうとしていた澪は完全に油断していた。

　だしぬけに攻撃を受けて吹っ飛び、派手な水音と水しぶきを上げて無様に転がる。

　そう、澪は思いっきり海水の中に飛び込んでしまったのだ。

　手にしていた食材達は不意の攻撃で離してしまったため、波に運ばれて沖へ消えた。彼女が厳選した逸品達は、文字通り海へと還ってしまった。

「……」

　澪は無言で立ち上がる。

　彼女の肩口に、獰猛な表情を隠そうともしない銀色の獣が強く噛み付いたままぶら下がり、後ろ脚で澪の体を何度も蹴りつけている。下顎の力が強くなっている事からも、その獣が攻撃を継続しているのがわかる。だというのに、澪は反応していない。

　砂浜を自身の方に走ってくる影が一つ、澪の視界に映る。

「……濡れてしまいました」

　底冷えのする声がした。

　全長は澪よりもやや小さいくらいの大きな狼。それが彼女を襲った獣の正体だった。

　獣が、澪の一言に怯え、瞳に弱気を浮かべた。

　喉からの唸り声も、どこか頼りない。

「……」

　左の肩口に牙を立てる銀狼の首を、右手で無造作に掴む澪。

　女の膂りょ力りょくとは思えぬ所業だが彼女はそのまま片手で狼を己の肩口から引き剥がし、海に叩きつけた。

　澪の肩には傷一つない。着ていた着物ですら少々の跡が残った程度である。ただの衣服ではなく、防具としての機能も備えている事がわかる。

　一方の狼は、海面に叩きつけられまともに立ち上がれないほどのダメージを負ったようだ。なんとか前足で体を起こすものの後ろ脚がついてこず、澪を弱々しく唸りながら見つめる事しか出来ない。

「死になさい、畜ちく生しょう」

　澪は懐から出した扇子を、閉じたまま振り上げる。

　容赦の一切が窺えない冷たい目で狼を見据え、振り下ろす。

　刹せつ那な、黒い影が攻撃と狼の間に横から割り込み、狼を抱いて駆け抜けた。

　正に紙一重だった。

　余程の全力疾走だったのか、澪からさほど距離の開いてない場所で影は体勢を崩し、倒れ込んだ。

「……」

　澪は依然目に危険な冷気を纏わせたまま、動きを止めて膝立ちになっていた乱入者を見る。

　ずず、と。

　聞き慣れない音が一つ。乱入者は何事かと音のする方に注意を向ける。

　澪が扇子を振り下ろした先の海。

　騒ぎにも変じる事なく波を運んでいた海が、突然割れた。

　澪から十数メートルばかりの海が裂け、海底が露ろ呈ていし──。

　寸刻の後、海は何事もなかったかのように元の姿に戻った。

　乱入者は息を呑み、その様子を凝視している。

　眼前で起こった現象を理解できない、といった様子。

「飼い主？　なら一緒に逝いってやりなさい」

　呆然自失の乱入者にそう言い放ち、澪は距離を縮めながら再び扇子を振り上げる。

「ごめんなさい!!」

　振り下ろされようとした腕がピクリと動いて、止まる。眼前には全力で頭を下げる乱入者。

「……」

　想定外の動きに澪の手は止まり、乱入者の次の言葉を待つ。

「砂浜を見に来たら、急にこの子が貴女に襲いかかってしまって……。私の責任です。お怒りなのはわかります、でもお願いします。許してください。お怪我の治療も、その着物の修繕も必ず私がしますから！」

　澪は扇子をゆっくりと降ろし、そして懐にしまう。

　異世界の産物である着物の存在を当たり前のように知っているらしいこの黒髪の娘に、澪は興味を抱いた。決して飼い主である少女を許したわけでも、噛み付いてきた狼を許したわけでもない。その証しょう左さに、澪の瞳は依然として冷たい光を放っている。当の娘は許されたと思ったのか、降ろされた扇子を凝視し、脱力している様子だが。

「……怪我はしていないから治療は結構よ。それに着物の修繕？　残念だけど、これは貴女が直せるような物ではないわね」

　着物に牙の跡がわずかに押し込んだ風に残っているだけで破れてもいない。実際、被害らしい被害は選別した海草が流れてしまった事と、濡れた事くらいだった。

「でしたら、せめて何かお詫わびを……」

　表情に変化のない澪に再び恐怖を覚えたのか、少女は再度謝罪する。

　その様子を無言で眺めながら、澪はしばし思案し、ある要求を少女につきつけた。

「……そうねえ、私の仕事の手伝いと夕食をご馳ち走そうしてくれるなら、なかった事にしてあげてもいいですけれど？」

「喜んでお手伝いします！　食事も勿論ご馳走させて下さい！　ありがとうございます！　ええっと？」

「澪、よ。貴女は？」

「響です。澪さん、本当にすみませんでした。この子も反省していますので……」

　そう言って響が示した先の狼は、尻尾を丸めているが未だ敵意ある視線を澪に送っている。

「反省？」

「ごめんなさい！　ホルン！　戻ってなさい！」

　ホルンと呼ばれた銀狼が光に包まれ響の帯へ消えていく。澪はその様子に少しだけ目を細めた。

「あの狼、道具に住まう精霊の類だったの」

「詳しくは私も知らないんですけど、守護獣のような存在、らしいです」

「……そう。じゃあ響、この海草から状態の良い物を選えり分けるのを手伝ってくださる？」

「海草、ですか？　あの、ワカメとか昆布とか？　澪さん、料理人なんですか？」

　何気ない響の一言に澪は目を見開く。

「!?　その！　昆布、この中にありますの!?」

　澪が興奮した面持ちで響に大声で問う。

　響は困惑した。昆布という単語にここまで食い付かれると思っていなかったからである。

「えっ!?　あ、その、多分そこの大きな……」

「これ!?　それともこれ!?」

　先ほどまでの迫力はどこへ行ったのか、両手にそれらしい海草を鷲わし掴づかみにして、先ほどは違う方向の迫力を瞳に宿して詰め寄る澪。

「い、今、澪さんが右手に持っている方が多分、昆布なんじゃないかと……」

「まさか……売っているどころか落ちているなんて……！」

　左手に持っていた方を放り投げ、右手の昆布を両手で掴んでまじまじ見つめる澪。

（ええ？　本当に料理人か何かなの？　ツィーゲって街から先に広がっている荒野は色々と常識が通じない場所だって聞いて覚悟して来たけど……もうこの辺りから常識が通じないのかしら？　ホルンに襲われても無傷で、扇子で平然と海を割れる人が料理人やってるなんて）

　そんな澪をまじまじ見つめる響。

「あの、澪さん。捨てられた方も多分ワカメって言って味噌し、じゃなかった。スープの具材やサラダに使えると思います」

　見た目だけなので確証はなかったが、響は澪に捨てられて無残にも浜辺にぶちまけられたもう一方の海草をフォローする。

　すると澪は投げ捨てたワカメを再び掴み、海水で洗ってまたもやまじまじと眺めはじめた。

「……ワカメ！　これがワカメだったの!!　ああ、響さん！　この出会いを若様に感謝します！」

　左手にワカメ、右手に昆布を手にした澪は、喜びを爆発させるかのように遠慮なく結構な勢いと強さで響に抱きついた。

「うわっ！　澪さん、若様って一体？　っていうかすみません、痛いです、磯臭いです。離してーーー!!」

　リミアの勇者、音無響と真の従者、澪はこうして再会を果たした。





　　　　　◇◆◇◆◇






「では、響達は武器を求めてツィーゲに向かう途中だったのですか」

「はい、本当なら黄金街道沿いを転移して終点のツィーゲを目指す予定だったのですが、少し事情がありまして船と目立たないルートの転移を使ってここまで」

　舗装が施されておらず、人々の往来によって均ならされただけの質素な街道を五人組の男女が歩いている。

　まだ日は天高くあるにもかかわらず、人の通りがまばらな様子からも、現在澪と響、そして彼女の従者が歩くこの街道がさほど活発に利用されていない事がわかる。

　ここはコランとツィーゲを結ぶ最短の街道。左右に外れると幾つかの山、森、湖に出る事ができ、ツィーゲに住まう冒険者が依頼を果たすために、また腕を磨くために立ち入っている。

　澪と響の出会いから二日後。

　澪は彼女が異世界人であると知らぬまま、響から魚介類の調理について様々な知識を教えてもらい、また幾つかの食堂に立ち寄って初めて食べる料理を味わったりして過ごした。今は響の目的地であるというツィーゲまでの同行を申し出て、こうして一緒に街道を歩いているのである。

　響は澪に自身の出自や勇者である事を明かしていない。異界の料理を再現したいと話す澪と意気投合して、彼女自身が持つ元の世界の料理知識を教えたりしているのだ。

　響とその従者──リミア勇者一行の今回の旅はお忍びであり、対外にその事実を知られる事は憚はばかられた。しかし、先のステラ砦における魔族との攻防で大切な仲間の死に遭遇し、精神的に疲労していた響のため、彼女と澪との会話が気晴らしになると考えた従者達は、無言で示し合って澪の同行を承諾した。

「──ん、その〝落とし蓋ぶた〟というのは何ですの？」

「それはですね……」

「お話し中すみません、ちょっとよろしいですか？」

　澪と響の雑談が料理の話になり始めたとき、静かに歩いていた魔術師ウーディが会話に割り込んだ。二人が料理の話を始めると長くなるのは数日の付き合いながら良くわかっていたからだ。聞くべき事や感じた疑問は先に消化しておくべきだと思った彼の判断は正しい。

「何？　ウーディ」

「手短に。今日は落とし蓋について聞きたいんですから」

　話の腰を折られた澪が、不満げな表情で答える。

「勿論です、澪殿。……今更な質問なのですが、貴女は何者なのです？　冒険者であり商人であり料理人でもある、と仰っておられましたが……」

　澪は、自身が語っている経歴の持ち主にしては少々世に慣れていない感が強い。世を捨てて長年隠居している賢者のような、あるいは世間との繋がりを絶たれた、大金持ちの深しん窓そうの令嬢のような、どうにも俗ぞく世せに馴染んでいない雰囲気が漂っている、とウーディは感じていた。

　なのに、彼女はこうしてツィーゲからコランまで一人で旅をしている。ウーディは何か噛み合わない、気持ち悪い感じがするのだった。

「……私は、冒険者登録していますの。そして、とある商会の一員でもありますわ。現在、一番心惹かれているものが料理ですの。何者かと聞かれれば、そう答えるしかありません」

「……無茶苦茶な経歴だな。冒険者でもあるのなら誰かとパーティは組んでいないのか？」

　ベルダだ。彼は澪の同行を承諾しながらも、澪を警戒している。身分が明らかでない者に対する態度としては、至極当然である。

「ええ、私のレベルと合う者が殆ど存在しないとかで……。本当なら若様と組みたいのですけれど、差がありすぎる上に今は遠出をなさっていますし。一番近いレベルだと巴さんという同じ商会の仲間がいるのですが、それでもパーティを組めるほどではなくて……。ああ、そうですね。元々は若様の護衛がお仕事でしたので、本来の職務は護衛、という事になるのかしらね」

　ベルダの質問に淡々と答える澪。惚とぼけている風にも取れるが、彼女の発言に悪意はない。

　事実、彼女は誰ともパーティを組んでいないのだ。組みたいと彼女自身が語った真はレベル１で問題外。一番近い巴でも、澪と組むのは難しいほどの差がある。よってギルドの制度上、誰ともパーティを組めないのだから仕方がない。

「失礼ですが、澪殿のレベルは？」

「ごめんなさい。若様から他人にみだりにレベルを教えるなと命じられておりましてお答え出来ません。代わりに私もそちらのレベルを伺いませんので許して下さいな」

「ちょっとウーディ、ベルダも！　尋問じゃないんだからもっと楽しく行きましょうよ！　一応急ぎのペースで最短ルート進んでいるけど、それでも一泊は一緒にするんだから！」

　雰囲気が悪くなってきたのを嫌って、響が仲間二人を咎める。

　二人は口々に謝罪を述べて大人しく引き下がる。旅の空気を悪くするのは彼らの本意ではない。

　巴と澪が進む予定だったツィーゲからコランへのルートは、途中に幾つものヒューマン、亜人の集落を経由する遠回りなルートで何日もかかる道程だった。

　それに対して今五人が進んでいるのは、多少険しいものの確実な最短ルート。馬車を連れていては通れない上に魔物との遭遇もあるが、冒険者なら選択肢に入る道だった。

　体力的に不安のある少女チヤを含む一行はこのルートを二日かけて進み、ツィーゲを目指す算段である。

「響、ありがとうございます。ところでレベル云々で思ったのですが、貴方達はそれなりに強いのですか？」

「……一応、戦える方だと思います」

　響が澪の質問に答える。その回答には含むものがあり、勇者一行の表情が微かに曇る。

「そう……普段はあまりしないのだけど今日は私、周りを警戒しながらご一緒しているんですが、ちょっと珍しいモノがこっちに向かっているんです。お任せしても大丈夫？　それとも、私が片付けた方が良い？」

「ご冗談を。何も感じませんが？」

「うん、私も周りに何かいる感じは……」

　ウーディとチヤが澪の言葉に反論する。魔術師二人は敵の反応を感知出来るよう、交代で術を展開していた。休憩していたチヤも再度術を展開するが、感知出来る範囲に反応は見つからない。

「私は少し感知領域を広めにしていましたから、そちらの二人がまだ気付かないのも無理もありません。……ああ、もう感知するまでもありません。ほら、あそこ」

　澪が、遠くに見える山脈の方向を指さす。

　その山脈の麓ふもとに広がる森に、異変は起きていた。

「何、あれ……」

「風が、荒れ狂っている？」

　そこでは木々が空に舞い上がっていた。そして下に広がる森が揺れている。

　音はまだ届かないが、かなりの異常が起こっている事が見て取れた。そして異常の元凶は響達がいる方向に速度を上げつつ向かっている。

「おわかりになりました？　それで、どうします？」

「澪さんはあれが何かわかっているんですか!?」

「あの距離で、感知だと？　ありえんだろう……」

　ウーディの独白めいた言葉を無視して澪が響の問いに答える。

「これとわかっているわけではありませんけど……多分、荒野で何かしら変異した昆虫系の魔物が山を越えたんでしょう。稀にある事です」

「荒野の魔物!?」

　ベルダはわかりやすいくらい焦っている。ツィーゲで装備を整えてから荒野へ出てみようと思っていたのに、街への到着を待たずして、荒野の魔物と出会う事になるとは想定していなかった。

　話している間にも一直線に響達へ向かってくる魔物。かなりのスピードで進んでるのだろう。先ほどよりも明確にその姿が見える。

　ここまで来ると、ウーディとチヤの感知にもひっかかる。

「これは!?」

「凄く、強い！　それに大きいよ!?」

「どうする!?　響！」

「……澪さん。こっちに向かってるのって、災害の黒蜘蛛より強いですか？」

「え、蜘蛛？」

「はい、飢うえた蜘蛛の化け物です。知りませんか？」

「いえ、知ってはいますけど……どちらがと言われると、蜘蛛の方が強いですわね。だけど比べる意味なんてあります？」

　澪に言わせれば蜘蛛、つまり彼女自身は本気で戦った事などない。つまり、他者と比較しても何の意味もないと考えているのだ。

　単純に、持っている最大級の力を考えれば、今迫ってくる輩より自身が勝っているのは間違いない。だからそう答えたに過ぎない。

　しかし響らが思い描く本気ではない蜘蛛と、澪が考えている本気を出した蜘蛛とでは力の差がありすぎる。その認識の差が響に間違った判断を下させる事になった。

「私達には十分意味があるんです。皆、戦うから！　準備を！」

　響は剣を抜く。それに合わせて残る三人もそれぞれに戦闘準備をして体勢を整える。

（あら、本当にやるの。間違いなく格上なのに。この娘達、荒野に出たら早死にするタイプ？　それは困るわね。まあ響が危険になるようなら助ければ問題ないですわね）

「そうですか。ではご健闘を。まずいと思ったら言ってくださいな」

　澪がそう言うのと時を同じくして、周囲に強風が吹き荒れる。澪はふわりとその身を浮かせると、少し離れた木の枝に腰掛けて頬ほお杖づえをついた。

　強風が弱まり、接近してきた魔物の全貌が明らかになる。

　そこには腹部についた四つの脚で身を支え、人のような上半身に特徴的な大きな鎌の両手を持った──。

「カマ、キリ？」

　響が口にした通り、そこには蟷螂かまきりのような特徴を持つ巨大な化け物がいた。身の丈は三メートルあまり。

　一瞬の間もなく、魔物が一行を薙ぎ払う。

（あら）

　横薙ぎに振るわれた鎌の周辺に舞う木の葉が一瞬で切り刻まれるのを見て、澪はある事に気付いた。

（なるほどね。どこかで弱った風の精霊を取り込んだ変異体かしら。体の大きさはその後にだいぶ食ったからでしょうね。それで餌に困って山越え。本来なら緊急依頼になってツィーゲの冒険者ギルドが騒がしくなる案件ですか）

　澪は攻撃の範囲外から冷静に魔物を観察する。

　彼女もまた荒野関連の依頼をこなし、足手まといの冒険者を連れてのお守もりも経験してそれなりの振舞いを見につけていた。

　腕利きが集まるツィーゲのギルド基準で見れば、響達は澪から見て精々三番手くらい。レベルはどうか知らないが、生存能力や総合的な判断力も含めれば、ほどほどの実力を持ったパーティの一つに過ぎない。

「ベルダ！」

「おう！」

　響の声で一歩前に出たベルダが鎌の一撃を幅広の剣で受け流した。

（へぇ、なかなか見事な防御。でも武器が目に見えて傷いたんだわ。会ったときにも思ったけどお粗末な装備ねえ。……え!?）

　澪の驚き。

　その原因はベルダにあった。澪は一撃を受けた彼の剣が最も早はやまともに使えないのを即座に理解したが、当のベルダはそれが把握できていないのか、もう片方の鎌の一撃に剣を構えて備えたのだ。

　しかも、攻撃の性質の違いにもまるで気付いていないようだった。今振り下ろされようとしている右の鎌は澪の目で見て、明らかにこの魔物の身体で一番強大な部分。従って攻撃の威力も比較にならない。だが響達の誰もそれに気付いていない。

　彼らの観察力の低さに澪は舌打ちする。どうやら、響達を過大評価していたようだと失望した。

「馬鹿！　避よけなさい！」

　仕方なく警告を発する澪。

「えっ？」

　ベルダに澪の言葉を気にした様子はない。疑問を呈したのは、彼の後方にいた響だった。

　──一閃。

　魔物の二撃目。

　受け流そうとするベルダ。

　だが、結果は先と同じにはならない。

　振りぬかれた右の鎌は──。

　ベルダの剣を真っ二つに断ち、それに留まらず、彼の金属の鎧を紙のように裂いた。

　鮮せん血けつを噴き出し、仰向けに倒れるベルダ。

　彼の目に宿っていたのは絶望ではなく、驚き。

　だが、まだ死んではいない。回復を担当するチヤの癒しの光がすぐにベルダを包む。ウーディも攻撃に備え詠唱を続けている。

　戦闘はまだここから、になるはずだった。

「ベルダっ！　い、や……。み、澪さん、すみません、お願いします！」

　ざわりと。

　ウーディとチヤに動揺が走る。

　澪も、響から放たれたあまりにも意外な言葉に驚く。

　確かにベルダは重傷を負ったがまだパーティとして戦闘は継続可能だ。むしろここで立て直さないと全員殺されるのは明白だった。

　この時点で逃げの思考に切り替えるのは悪手すぎる。

　澪は知る由よしもないが、戦友ナバールを喪うしなった響のトラウマは思いの外ほか、深かった。表面上は克服した様子に見えて実の所、完治には程遠い段階にある。仲間を戦場で死なせてしまったショックは、戦う事への忌き避ひ感をも生み出していた。

　だが魔物の方には人の都合などまるで関係ない。

　澪は少々予想しなかった段階での助勢ながら、ベルダが倒れた場所付近まで高速で移動する。

「響、失望しましたよ。情けない。未熟ならばそれを理解して危険を避けなさい。迷惑です。そこの二人、その騎士の治療は任せてもいいのでしょうね？」

　ビクリと。響の肩が大きく震えた。ウーディとチヤは澪の問いに何とか返事をする。

「まったく。虫けらの分ぶん際ざいで森を荒らして。これでキノコや果物の収穫場所が減ったらどうしてくれると言うんでしょう」

　牙を鳴らして耳障りな音を発する魔物。

　澪は振り下ろされた鎌の一撃を閉じた扇子で受け止め、弾き上げる。

「な！」

「ええええ!?」

　勇者一行は驚愕の表情を見せる。

「──死になさい」

　そう一言呟き、横に扇子を払う。

　周囲の木々と一緒に、魔物をあっさりと真っ二つにする。

　上半身と下半身に分かれ、崩れ落ちる魔物。

「お仕舞い。これなら素材も取れるでしょう」

『……』

　言葉もないとはこの事だろう。間違いなく強者の存在感を放っていた魔物を、道で絡まれた暴ぼう漢かんを振り払うくらいの所作で倒してしまった。

　戦闘で汗一つかいていないのに、すまし顔で扇子を開き顔を扇あおぐ澪。

「騎士の方は大丈夫？」

「あ、えっと、はい。何とか傷は塞げると思います」

「そう。なら手伝いは要らないわね。響、魔物の解体を手伝いなさい」

「！　澪さんっ！　うし──」

　響の言葉は間に合わなかった。

　澪の背が袈け裟さ斬りにされる。

　体勢を崩して、何歩か前に踏み出る。

　彼女の背後では、倒したはずの魔物の上半身だけが宙に浮いていた。

　背についた羽が見えぬ程高速で羽ばたき、体を浮かせているのである。凄まじい生命力だった。

「澪、さん？」

「……ねえ、響」

　背後からひたすら斬られているにもかかわらず、澪は響に問いかける。声のトーンが明らかに低い。砂浜の一件よりも、遥かに。

　体を両断されて怒り狂った魔物は、執しつ拗ように澪を背後から斬り続けている。

　だが、当の澪は全く動じていない。当然、血が噴き出る事もない。攻撃の苛烈さに反して静かなものだった。

「着物、ほつれてないかしら？」

「……えっと」

「ズタズタ、だよ。澪お姉ちゃん」

　言い難そうに言葉を選んでいる響に代わってチヤが着物の状況を説明する。

「……そう」

　短く返事した後、扇子を懐にしまう澪。深く息を吸い、大きく吐き出した。

　そして、くるりと魔物の方に振り返る。そこには二つの大鎌の刃が荒れ狂う死の領域がある。

　だというのに。

　澪は躊躇ためらう素振りも見せず、両手を繰り出した。

「この、虫けらぁぁぁぁ!!」

　魔物の右の鎌を容易く左手で止め、同時に澪の右手から噴き出した闇が、左の鎌を腕の根元ごと縛り付けている。

　直後、はちきれんばかりの筋肉に包まれていた腕が一瞬で萎しなびて根元で千切れ落ちた。

　息を呑む響達。

　耳障りな絶叫を上げる魔物。

　だが、澪の攻撃は止まらない。

　空いた右手で魔物の右腕をしっかりと掴む。左手は、その先端にある鎌を依然として掴んでいる。

　そして、思いっきり魔物の右腕を引き千切った。

　華きゃ奢しゃな女性の細腕が、巨体を誇る強力な魔物の自慢であろう大きな鎌のついた腕をだ。

　再び周囲に響く凶悪な叫び。

　下半身を失い、両の手を失い──魔物は地面に伏した。

　ようやく己の負けを悟ったのだろう。しかし、それでもまだ生にしがみつこうとかろうじて残った飛行能力を使って戦場からの離脱を試みる。

　羽音を強くさせ、風を巻き起こしながら飛んで逃げようとする原型さえ失いつつある魔物。

「うるさい！」

　魔物の巨体が、自身の望んだ形ではなく宙に浮く。澪が千切った右腕を魔物の胴体に突き刺し、持ち上げたのだ。そのまま、地面へと叩きつける。魔物の体を受け止めた地面がへこみ、ひび割れる。

「若様にお褒め頂いた着物を……よくも……！」

　力なく身を横たえていた下半身と、叩きつけられた上半身を同時に闇が包み込む。

　魔術による闇だというのにどこか生物を思わせる、ぞわぞわと蠢うごめく闇が巨体を包み、徐々に小さくなっていく。

　やがて闇は空中に散った。そこには何も残っていなかった。

「……ああぁぁ。私が油断していたばかりに。着物、直るかしら……」

　同じ人物と思えない程困った表情をして、背中の様子を気にする澪。しかし響達はその様子を言葉なく眺めている。格の違う実力者の存在に圧倒されていた。

「……駄目ですわ。とにかく悠ゆう長ちょうに戻っている場合じゃありません」

　何事か思案したように考え込む澪。

（む、念話？　誰と話しているのか……）

　チヤにベルダの治療を任せたウーディは、響の様子を窺いながら、澪の考え込む様子が誰かとの念話である事を察した。

　ややあって、澪は三人の方に向き直る。

「急いでツィーゲへ戻る事にしました。置いていく訳にもいきませんので、許してくださいませ」

　闇が三人を包む。

　力なく崩れ落ちる音。

　響達の意識を奪った澪は、再び念話を繋ぐ。

（巴さん、全員落としました。ツィーゲまでよろしくお願いしますわ）

（儂はタクシーではないんじゃがなあ）

（たくしー？　私のまだ知らない言葉ですか。これは和食の完成に関わる事だと言っているじゃありませんか）

（ああ、そうじゃったな。まあそういう話なら協力してやる。ツィーゲの、門前で良いな？）

（ええ）

　激しい戦闘の跡が残る場所から、五つの気配が消えた。
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「あら、来ましたの」

　カウンターの奥、工房のある場所から聞き慣れた声がして、響達は目的の場所に到着した事を実感した。

　辺境で随一の成長を続けているツィーゲにあって、更に勢いに乗って成長しているレンブラント商会。その片隅。

　浅黒い肌の亜人がカウンターで柔にゅう和わな笑みを浮かべ、来訪者を迎える一角がある。

　クズノハ商会ツィーゲ出張所、である。

　今や常連客を多く確保したこの商会は、冒険者ならば名前くらいは知っている、皆の憧れの店に成長した。

　優れた素材を使った、街でも最高峰の品質の武具、更には見合った額を納めさえすれば改良やオリジナルの武器作成も請うけ負ってくれる。確実に命を永ながらえさせてくれる装備品は、冒険者に限らず戦いを想定しなければならない職業の者には高く評価されていた。

　武器を求める冒険者の隣には、町人風の者が数人、薬を求めて並んでいる。クズノハ商会の薬は下手な魔法薬よりも高い効能があると評判で、売れ行きも右肩上がりだった。商会として順調である事は疑う余地がない。

　響一行は、澪により意識を失ったままツィーゲの宿へ運ばれた。女将おかみに何事か言い含め、澪は宿を後にした。響達は女将から（何割か改かい竄ざんされた）事情を聞き、負傷したベルダの回復に専念して数日を過ごした。

　そして、今日。

　ベルダが普通に出歩けるまでに回復したため、改めて全員揃って澪が待っていると教えられたクズノハ商会出張所を訪れたのだった。

　向けられる好奇と嫉妬の混じった視線の真意を彼女達は知らない。何かしらのコネがあり、澪と繋がりがあるのだろうと思われているわけだが、この街でのクズノハ商会と澪の立ち位置を知らない響らにその視線の理由がわからないのも無理はない。

　お待たせしました、と森鬼の店員が一言告げた後、奥から澪が現れた。

「そちらの騎士、もう回復したようですね。大事がなく何よりです」

「あ……、その節は大変世話になった。聞けば治療にも力を貸してくれたとか。感謝している」

　ベルダ本人が前に出て澪に礼を述べる。澪は彼を一瞥し、すぐに響に視線を移した。

「構いませんわ。お守りには慣れてますもの。それで響、もうお仲間の具合は良いようだけど。時間は取れます？」

「はい。宿の女将さんからは、澪さんが私に用がある、と聞いています。その……魔物との戦いの件、でしょうか？」

　響の表情は暗い。情けない姿を晒し、失望したとまで言われてしまった事が彼女の中でしこりになっていた。彼女の人生において他者に失望された経験はなく、自分の弱さに直面した経験もない。

　魔将との戦い以来、抱き始めた自身の力への疑問と併せて、勇者である彼女の中で、そのしこりは大きくなりつつあった。

「戦い？　ああ、別にそれは構いません。先程も言いましたが、貴女方のような者のお守りは事情があって慣れているのです。運が良かったとでも思っておけば良いですわ」

　しかし澪の言葉は響の考えをまったく否定した。澪から見ればツィーゲへの帰路で、弱いヒューマンのお守りをしただけの話である。

「運が良かった、ですか？　私てっきり、あれだけみっともない姿をお見せしてしまったので……お叱りの言葉があるかと」

「ええ、呆れましたよ。でも死なずに済んだのですから？　よかったじゃありませんか。大体、私は貴女の仲間でもなければ師でもありませんのに、どうして助言を与えたり叱ってあげなくてはいけませんの？」

　言げん外がいに響達の生死そのものに大した興味はないと言い放つ澪。その言葉は響達に刺さる。

「それはっ……ならどうして、助けてくれたんです？」

「それは女将にも言いましたけど、響、貴女に用があったからです。まだ貴女には海の物や乾物から出だ汁しを取る方法を聞いていませんもの」

「だ、出汁ですか？」

「ええ」

「それ、だけなんですか？」

「？　そうですよ？　優れた料理法を知っているなら死なせるに惜しい。ただそれだけ。さあ響。もう気がかりも片付いたのでしょうし、しばらく私に時間を下さいな」

　澪は呆然とする響に平然と言葉を返した。

「澪殿、助けて頂いたのは感謝するが、その申し出にはお応えしかねます。我らはここに、修練と良い装備を求めて来たのです。無駄に使う時間は残念ながら……」

　ウーディが澪の提案に反対する。響達がツィーゲを訪れたのはとびっきりの修業が出来る場所を求めてである。そして腕に見合うだけの装備を見つけるという目的もある。魔将との再戦、そして今度こそステラ砦を奪う。全てはそのための行動だった。

「お止めなさいな。あの程度の相手にも苦戦し、なおかつ判断力一つ身についていないパーティが荒野に出てもただのエサ。レベルは高いかもしれませんが、それだけではあそこでは図体がでかいだけの子供。無駄です」

　澪は呆れたようにウーディの発言を一いっ蹴しゅうする。馬鹿にしたのでも嘲笑しながらでもない。本当に、幼子を諭すように。

「それでも！　私達は強くならないと！　時間もないんです！」

　響の激しい言葉に澪は嘆息した。死に急ぐ冒険者が宿す、視野の狭くなった独特の光を彼女の瞳に見て取ったからだった。

「わかりません。ちょっと変わった冒険者、かと思ってましたけど何か急ぎの目的でも？」

「そ、れはっ」

「でも、私も命を救った恩返しの一つもして欲しいのですけど？　それに。幾らか力があると言ってもそんな小さな子供まで荒野に連れて行くおつもり？」

「……」

「だんまりですか。思っていた以上にお馬鹿とは。うーん、それは困りましたね。私も譲れませんし……」

「澪さん、しばらくは日帰りで荒野に出て、徐々に馴らしていくようにします。それで夜は澪さんにお付き合いするっていうのは」

「今の貴女方だと、数日の保証もない言葉ですわね。そう、どうしたものかしら……」

　カウンター越しに会話する響と澪。

　そこに一人の男性が口を挟む。澪が出てきたのと同じ、店舗の奥から出てきた男だった。

　ヒューマンではない。エルダードワーフの職人だ。

「では、こういうのはどうでしょうな？」

「ん、ベレン。何か妙みょう案あんが？」

「妙案というほどではありませんが。澪様はそちらのお嬢さんに料理について聞きたいのでしょう？　出来るなら技術も身に付けたいと」

「ええ」

「それで、そちらのお嬢さん方は荒野で強くなりたいと」

「はい。そのために来ました」

　言葉を吐いた響以外の、残るメンバーもその言葉を首肯する。

「なるほど。しかし、澪様の仰る通り、このままではそう遠くないうちに死にますな。確実に」

「っ！」

「ベレン、勿体ぶらずに話しなさい」

「失礼しました。澪様に料理の技を教えて下さるのなら、皆様に武具を都合して差し上げましょう。御代は後払いで結構ですし、幾らか値引きも致します。出来上がった武具を手にしてから荒野に向かわれれば良い。そうすれば武具が出来るまで……そうですな三日程ですか。そちらのお譲さんが澪様に割いて頂く時間が出来ます。その後も夜は澪様に料理を教えて頂く、という事で如何でしょうかな？　失礼ですが皆様の武具、それなりの業物ではございますが相当傷んでいるご様子。それで荒野に出るのは自殺行為でございますよ」

「武具だけお前が新調してやっても、死なない保証などないではありませんか」

「では。トア殿達に同行してもらえば良いではないですか。澪様からのご依頼なら断られる事はないでしょうから」

「なるほど。あの者達と一緒なら、日帰りの範囲であればそれほど心配はありませんね。ベレン、妙案ですよ」

「恐れ入ります。……それで、皆様は如何ですか？」

　カウンター内の意見はまとまり、響達に回答を求めるドワーフの職人。

「三日、か。その日取りは短縮出来ないのか？」

「これから採寸をして仕上げまでですので。手入れに出すのとは話が違います。三日というのはどこの職人に話を持っていっても有り得ない程短い期間かと」

　ベルダの質問に、職人たるベレンは丁寧に答える。

「同行するという冒険者が信用できるという保証は？」

　魔術師であるウーディは、同行する存在が信用に足るかを気にした。雇った冒険者が裏切るなど、有り得ない話ではない。危険な場所での裏切りは全滅さえ引き起こす。

「トア殿というのはこのツィーゲの筆頭冒険者です。顔も売れていますし、無む体たいな事をする人ではありませんよ。パーティの平均レベルも４５０を超えていて、そろそろ一流と言って良い実力を備えています。もっとも、この街の冒険者で澪様の信頼を裏切るような愚か者はおらんでしょうがな」

「４５０!?」

「どうしてもトア殿を信用できないと言うのなら、別の手段を考えなくてはいけませんな」

「っ!?」

　ウーディが、一瞬ベレンの放った殺気混じりの視線に震える。よからぬ手段も辞さないという意図を感じた。たかが料理の話をどうので危険を感じるのはあまりにも割が合わない。

　肯定とも取れる頷きを残してウーディは後に下がった。

「響、どうしますの？　こちらの提案は貴女達に有益だと思うけれど？」

「……よろしく、お願いします」

















「良かった！　ならすぐに採寸と調査を始めましょう。ベレン、急ぎなさい。最初は響からね？　それからトアに連絡をして……」

「かしこまりました。それでは皆様、こちらにどうぞ」

　澪とベレンに迎えられて奥へと消える響達。

　こうして、リミアの勇者は辺境で再始動した。
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　数ヶ月という時間をこれほど短く感じたのは、響の人生で初めての事だった。

　澪から紹介され、行動を共にしたトアという冒険者パーティから、冒険者特有の判断力や考え方を学んだ。パーティのリーダーを務めていたトアはスピードを武器にするタイプでありながら、響とは違い虚を突くのを得意とし、響との手合わせでも良い勝負を演じた。

　この間、響のレベルは大して上がってはいない。しかし、数字で測る事の出来ない強さは明らかに上昇していた。

　仲間を喪ったトラウマを引き摺ったままだった響は、レベルが近いトアとの手合わせで見事に惨敗した。ヒューマンにここまで負かされたのは、響にとって初めての経験だった。ちなみに、澪とも手合わせをしたが、こちらも結果は響の惨敗。殆ど何もさせてもらえなかった。

　手合わせだけではなく、念のためにと展開していた襲撃者対策の結界を施した宿の部屋で休んでいた夜更け、結界をすり抜けて侵入した澪に首根っこを掴まれて目を覚ました事もある。

　抵抗した響だったがあっさりと鎮圧され、目を輝かせた澪に料理を教えろと厨房へと連れていかれた。

　響が、澪とトアに自分がレベルで勝っているトアにどうして負けるのかと尋ねた事がある。

「私も絶ぜつ野やにいた頃は……そうだったなあ。まあレベルなんて単なる指標の一つなんじゃないの？」

　とはトアの弁。仮面の商人を思い浮かべ、苦笑しつつの回答だった。

「レベルが高いというのは、要はたくさん殺した事の証明でしかありませんよ。強さなど、数字でなく肌で感じなさいな」

　とは澪。本能のままに飢えを満たし続けていた自身への自じ虐ぎゃくも少々混じっていたが、響はただ感心して澪を見つめていた。

　その澪が、響がうろ覚えながら煮干や昆布から出汁を取る方法を教えると子供のように瞳を輝かせる。

　同じ黒髪を持ち、元の世界の知識を話して料理限定ながら共感を得られる相手。響はトラウマを徐々に克服すると同時に澪に依存しつつあった。




　リミアから帰還命令が届き、響達がツィーゲで過ごす最後の夜がやって来た。

　初めこそクズノハ商会に優遇されたと白はく眼がん視しされていた響達だったが、トア達との交誼や荒野での助け合い、それにトラウマの克服と同時に響が取り戻し始めた生せい来らいの人を惹きつける気質もあって、徐々に辺境の冒険者に受け入れられていった。

　だから今夜、彼女達のために宴会が催され、多くの冒険者が集まり別れを惜しんで騒ぎに騒いだ。中にはそのまま響達に付いてリミアに行き、共に戦うと言う冒険者もいる程だ。

　ベルダとウーディは酔い潰れ、泥酔状態でどこともなく姿を消した。もしかしたら別れを惜しんだどこかの女が一夜の情を交わそうと攫さらったのかもしれない。

　チヤは、年齢の合う冒険者などはおらず当初浮いてしまってホームシック気味になったが、トアの妹で絵描きを志望しているリノンと意気投合していた。今日もジュース片手に宴会を楽しみ、既に二人仲良く同じベッドに入って休んでいた。

　そして響は──。

　喧騒を離れ、街を囲む外壁の上に登っていた。背後には点々と明かりの灯るツィーゲの街が、正面には黄金街道が見える。この街の豪商であるレンブラントが執事とともに深澄真を見送った、まさにその場所だった。

　一人ではない。

　城壁に設置されている欄らん干かんに腰掛けた女性が響を見ている。澪だった。

「話があるとか？　こんな所へ呼び出さなくてはならないような事ですの？」

「……はい。宴会をやってる場所だと、どうも雰囲気が違う気がして……」

　街道を見ていた響が振り返る。

「手短にね。真夜中にこんな場所にいると不要な誤解を招きかねません」

「相変わらず料理話以外では素そっ気けないですね。……わかりました、用件は二つです」

「……」

「まず、澪さん、ありがとうございました」

　響は深く頭を下げ、礼を述べた。

「コランで貴女に出会えなければ、私達は今こうして生きていなかったと思います。荒野は想像していたより遥かに厳しい場所でした。切っ掛けはホルンの暴走でしたけど、澪さんに会えて本当に良かったです」

「私にも目的はあったのですから、お礼を言われる程の事でもありません」

　極めて事務的に返す澪。

（それに、ホルンとかいう狼が私に襲い掛かってきたのは、私の匂いに反応したからでしたしね。とうとうこの娘達は私が以前戦った黒蜘蛛だと気付かなかったみたいですけど、アレだけは浜辺で既に私に気付いていた。襲い掛かってくるのも事情がわかった今となっては獣の分際を思えば仕方ない事でした。ホルンに口止めはしましたから、今更私から言うべきではないでしょう）

　澪は銀狼に襲われた理由を突き止めていた。その上で、ホルンに良く言い含めて響達への口外を封じたのだ。

「刀があった事にも驚きましたけど、ベレンさんに仕上げてもらったこの剣も本当に凄いです。彼との出会いも澪さんのおかげなんですから、ここはお礼を受けてください」

　響はエルダードワーフの工房で見た刀に心惹かれた。元々剣道をやっていたからでもあるだろう。手に取り、抜き放ってみてその美しさに息を呑んだ。

　だが、ベレンは響に刀は合わないとばっさり彼女の憧しょう憬けいを切り捨てた。

　彼女の剣を見たベレンは、響の剣技に刀は合致していないと諭したのだ。

「元々お嬢さんの体に宿っていた剣技は、片刃の剣を扱う類の物のように見受けます。しかしながら、今のお嬢さんが振るっているのは明らかに両刃の剣の技。手入れにも特別の習熟が必要な刀はお勧めしません。それは儂の目が届く範囲で活動する者の一部に勧める武器でしてな」

　間違いなかった。

　響が元々知っていた剣の使い方は剣道と、独自に習っていた少々の剣術に拠るもの。

　そしてこの世界に来る事になり、今は亡きナバールの実戦剣技と我流を織り交ぜてバスタードソードの戦い方を確立していった。今更刀を手にして使うのは難しいかもしれないというベレンの話は、彼女自身も納得できるものだった。そもそも響は竹刀ならともかく、真剣の手入れの仕方は知らない。必要になる道具や技術などを考えてみても、刀を武器に選ぶのはあまり現実的ではないと彼女は結論づけた。

　大人しく忠告を受け入れ、結果、響は初めてその能力を超える武器を得た。これまでとは逆に、武器の性能を引き出す修練をする羽目になったわけだ。ベレンの遊び心も混じったその剣はバスタードソードよりも大きく、その外見は大剣に属するものだったが、重量は響の使っていたものよりも軽かった。

　大きさをきちんと考慮して振るえば、以前と同じように取り扱えた。澪が何気なくベレンに見せた魔物の鎌を材料にしている事は、響には明かされていない事実の一つである。

　響は澪から視線を外し、夜空を見上げる。

「未だにこの剣の性能は半分くらいしか引き出せていないと思います。ベレンさんにも、まだ仕掛けを引き出せてないのかとがっかりされちゃいましたし。課題を残したままこの街を出るのは正直、悔しいです」

「別に、今の貴女ならここに留まらずとも十分な修練は出来るでしょう。ベレンの細工もじきにモノに出来るでしょうね。まあその程度の玩具おもちゃ、さっさと使いこなしてみせる事です」

「あはは、頑張ります。……それで、もう一つの用件なんですが」

　響には珍しく言い難そうに言葉を選んでいる様子を見せた。十分に飲食を済ませて特に用事もなかった澪は、大人しく響の言葉を待つ。

「……澪さん、私達と一緒に来てくれませんか？　結局会えなかったけど、商会の代表の方にも決して失礼がないようにしますから！」

　響は商会の代表、ライドウという商人に会った事がない。商会の人々の話にたまに出てきて、トアからも話を聞いた事はあった。腕も立つらしいその謎の商人は、結局仕入れから戻る事はなく、響も、仲間の誰も彼に会った者はいなかった。

　トア曰く。

「ライドウさん？　うーん、あの人は……一言で言えば底のない人かしらね。私は今はなくなっちゃったベースの、絶野で会ったんだけど……あははは……。まあ悪人じゃないし、悪い事は言わないから敵対なんてしちゃ駄目よ？　揉めても損しかしないんだから」

　澪曰く。

「若様ですか？　素晴らしい方です。私が全てを捧げてお仕えしている方ですわ」

　ベレン曰く。

「あの人が満足してくださる武器を作るのが俺の夢だな。いつ、とは未だに口に出来んがな」

　商会の従業員に相当慕したわれている事は確かで、真を語る彼らの様子は響には非常に誇らしげに見えた。

「嫌です。私には若様がいますから。以前にも話したでしょう？」

　即答。

「ならその若様も一緒に。リミアにお店も用意しますから」

　食い下がる響。

「それも駄目です。若様は今、お忙しいと言ったではありませんか」

　譲歩案を出すも、取り付く島もない。

「……たとえば、私の願いが世界に関わる事だと。引いては澪さんの大事な若様だって巻き込まれるかもしれない事態の収拾に、貴女の力が必要なのだとしてもですか？」

　自身は勇者である。響は最後までこの事実を澪に述べなかった。

　料理の知識も書物を読んだのだと適当に誤魔化していた。勿論、澪が追及すれば容易く崩れた嘘だ。

　しかし澪にとって大事な所は料理知識と技術であって、それ以外はどうでも良かった。

　勇者という肩書きを明らかにすれば、トアや澪の態度に変化が出るのではないかと不安だった。ただの冒険者でいられたこの数ヶ月は響にとって新鮮で、名な残ごり惜しい時間でもあった。

「お話になりません。私は世界などどうでも良いのです。大切なのは若様だけ。私如きが助勢してどうにかなるような事態なら、若様がどうにか出来ないはずもありませんし。ならば、私はただ、あの御方の傍に在り、その命に従うのみ」

「……絶対ですか」

「絶対ですわ」

　いっそ勇者として名乗り、助力を願おうとも考えたが、すぐにその考えを撤回した。

　澪は世界がどうでも良いと言った。ならば自分が、ヒューマンの社会を守るために呼ばれた勇者だと明かしたとして交渉に影響があるとは思えなかった。

（澪さんがここまで惚れこんでいる若様って一体……。トアさんも格が違うって苦笑いしてたし。世の中どうなってんのかしら。そいつと澪さん達で世界なんて救えちゃうんじゃないの？）

「……ふぅ。絶対、かぁ。見事に振られちゃいましたね」

「私は若様以外、誰の意にも従うつもりはありません」

「はいはい、ご馳走様です。用件はこれで終わりです。それじゃあ澪さん、これで」

「ええ、気を付けて帰りなさいな」

「はい。……澪さん、いつかリミアにも来てくださいね。そのときはもう少し、レシピを思い出しておきますから」

「あら、今夜初めての魅力的なお話。覚えておきます」

　最後に深く一礼した響はそのまま姿を消す。

　澪と響の奇妙な再会は、こうして終わりを迎えた。
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